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和
刻
本
邦
人
序
跋
集
成 

前
言 

  

日
本
漢
文
學
の
實
態
研
究
を
任
務
と
す
る
二
松
學
舍
大
學
二
十
一
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
い
て
、
江
戸
期
の
漢
學
者
の
研
究

と
、
我
が
國
に
お
け
る
中
國
文
獻
受
容
の
研
究
と
は
、
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
分
野
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
そ
の
資
料
と
し
て
、
和
刻
本

漢
籍
に
附
さ
れ
た
邦
人
に
よ
る
序
跋
が
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
注
目
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
、
如
何
樣
に
考
え
て
も
不
審
に
た
え
な
い
の

で
あ
る
。
個
々
の
和
刻
本
漢
籍
に
誰
の
序
跋
が
附
さ
れ
て
い
る
か
、
そ
れ
を
確
認
す
る
作
業
そ
の
も
の
が
、
膨
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
必

要
と
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
文
獻
の
價
値
認
識
に
お
け
る
和
刻
本
漢
籍
の
評
價
の
低
さ
も
、
邦
人
序
跋
へ
の
注
目
度
を
低
め
て
い
た
可

能
性
が
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
現
況
に
あ
っ
て
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
採
擇
は
、
状
況
打
破
の
一
つ
の
機
會
で
は
あ
っ
た
。
ケ
ン
ブ
リ
ッ

ジ
大
學
の
コ
ー
ニ
ツ
キ
ー
敎
授
と
の
談
話
の
な
か
で
、
く
し
く
も
敎
授
が
邦
人
序
跋
の
こ
と
に
言
及
さ
れ
た
の
に
は
、「
我
が
意
を
え
た

り
」
の
感
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

實
際
に
蒐
集
活
動
を
開
始
し
て
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、
十
分
予
測
さ
れ
た
こ
と
で
は
あ
る
が
、
特
定
の
所
藏
機
關
に
お
け
る
和
刻

本
漢
籍
悉
皆
調
査
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
自
體
が
予
測
以
上
に
困
難
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
個
々
の
和
刻
本
漢
籍
の
ど

こ
に
邦
人
序
跋
が
あ
る
か
、
あ
ら
か
じ
め
知
る
こ
と
が
で
き
ず
、
ま
た
同
一
序
跋
に
お
い
て
も
出
版
の
經
緯
の
な
か
で
變
更
が
あ
る
や

も
し
れ
ず
、
と
す
れ
ば
個
々
の
文
獻
の
出
版
状
況
を
同
時
に
チ
ェ
ッ
ク
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
各
版
本
の
書
誌
調
査
も
竝
行

し
て
行
わ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
と
な
っ
た
。
中
に
は
四
書
・
五
經
に
お
け
る
同
一
系
列
の
序
跋
が
多
出
す
る
も
の
も
あ
り
、
書
誌
調
査

は
煩
雜
を
極
め
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
の
資
料
収
集
に
實
際
に
と
り
か
か
る
に
つ
い
て
、
諸
般
の
事
情
か
ら
か
な
り
の
遅
延
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
望
む
べ
き
完
成
度
を
達
成
し
え
な
い
ま
ま
、
今
囘
『
和
刻
本
邦
人
序
跋
集
成
』
を
經
部
に
限
っ
て
公

表
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
こ
と
は
、
こ
の
う
え
な
く
殘
念
で
は
あ
る
。 

た
だ
、
從
來
同
種
の
調
査
や
蒐
集
が
管
見
の
か
ぎ
り
に
お
い
て
皆
無
で
あ
る
こ
と
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
個
々
の
漢
學
者
研
究
や
漢
籍
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受
容
の
研
究
に
と
っ
て
、
こ
れ
が
一
級
の
資
料
を
提
示
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
の
認
識
に
た
っ
て
、
本
集
成
を
そ
の
一
つ
の
嚆
矢
と
し

て
理
解
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
こ
れ
に
勝
る
幸
い
は
あ
る
ま
い
と
考
え
る
の
で
あ
る
。 

今
囘
調
査
對
象
と
し
た
機
關
は
、
二
松
學
舍
大
學
附
屬
圖
書
館
・
東
京
大
學
總
合
圖
書
館
・
國
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
・
慶
應
義
塾

大
學
斯
道
文
庫
・
個
人
藏
本
若
干
で
あ
る
。
な
お
、
東
京
大
學
總
合
圖
書
館
・
慶
應
義
塾
大
學
斯
道
文
庫
に
つ
い
て
は
、
時
間
的
限
界

に
よ
り
未
調
査
部
分
を
殘
し
て
い
る
。 

本
集
成
作
成
の
現
場
に
お
い
て
は
、
高
山
と
大
學
院
所
屬
の
小
野
澤
路
子
が
調
査
を
分
擔
し
て
お
こ
な
い
、
序
跋
の
複
寫
を
業
者
に

依
頼
し
て
入
力
の
の
ち
、
そ
れ
を
小
野
澤
が
校
正
し
高
山
が
さ
ら
に
確
認
す
る
と
い
う
方
法
で
作
業
を
進
め
た
。
な
お
、
末
尾
に
附
す

人
名
索
引
は
小
野
澤
が
担
当
し
た
。
慶
應
義
塾
大
學
斯
道
文
庫
の
調
査
に
は
、
本
文
庫
の
鳥
海
奈
都
子
氏
の
協
力
を
得
た
こ
と
を
記
し

て
謝
意
に
か
え
た
い
。 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 

高
山
節
也
記 
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凡
例 

 
一 
本
集
成
は
和
刻
本
漢
籍
（
一
部
準
漢
籍
を
含
む
）・
經
部
に
お
け
る
邦
人
の
序
跋
を
集
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
勿
論
こ
れ
で
全
て

の
經
部
書
を
網
羅
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
經
部
は
も
ち
ろ
ん
、
今
後
さ
ら
に
史
・
子
・
集
部
、
準
漢
籍
へ
も
範
圍
を
擴
大
し
て
、

調
査
を
繼
續
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。 

一 

各
書
の
分
類
は
、
易
・
書
・
詩
・
禮
・
春
秋
・
孝
經
・
群
經
總
義
・
四
書
・
小
學
の
順
に
從
い
、
各
書
の
配
列
は
、『
和
刻
本
漢

籍
分
類
目
録
』
に
お
お
む
ね
從
う
が
、
本
目
録
に
み
え
な
い
も
の
等
、
臨
機
に
對
應
し
た
部
分
が
あ
る
。 

一 

各
書
冒
頭
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
書
名
・
卷
數
・
出
版
事
項
・
序
跋
撰
者
名
・
序
跋
題
を
記
し
、
そ
の
次
に
序
跋
本
文
を
記
す
。 

一 

撰
者
名
は
極
力
本
名
を
記
す
。 

一 

序
跋
は
、
原
本
で
の
掲
載
順
に
竝
べ
、
各
書
冒
頭
の
序
跋
題
も
そ
の
順
に
從
う
。 

一 

冒
頭
の
序
跋
題
の
う
ち
、
本
文
冒
頭
に
標
題
の
有
る
も
の
は
「 

」
内
に
記
し
、
無
い
も
の
は
括
弧
を
附
け
ず
に
序
・
跋
等
の

内
容
を
記
す
。
た
だ
し
、
版
心
に
よ
っ
て
標
題
を
定
め
た
も
の
に
は
「 

」
内
に
（
版
心
）
の
注
記
を
附
す
。 

一 

同
一
書
に
複
數
の
序
跋
が
あ
る
場
合
は
、
一
序
ご
と
に
ペ
ー
ジ
變
更
せ
ず
、
續
け
て
記
す
。 

一 

ペ
ー
ジ
變
更
は
、
一
書
ご
と
に
行
う
。
た
だ
し
、
一
文
の
み
極
め
て
短
文
の
序
跋
を
も
つ
文
獻
に
つ
い
て
は
、
前
後
の
状
況
に

勘
案
し
て
、
一
ペ
ー
ジ
中
に
二
書
分
掲
載
す
る
こ
と
が
あ
る
。 

 

一 

序
跋
個
々
に
つ
い
て
は
、
白
文
・
返
點
・
訓
點
そ
れ
ぞ
れ
あ
っ
て
一
樣
で
は
な
く
、
ネ
ッ
ト
公
開
時
に
お
け
る
檢
索
の
便
も
考

慮
し
て
、
す
べ
て
白
文
に
て
入
力
す
る
こ
と
と
し
た
。
た
だ
し
、
原
文
が
、
句
點
・
返
點
・
送
り
假
名
・
縱
點
・
四
聲
點
各
付
加
、

あ
る
い
は
白
文
の
場
合
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
序
跋
末
尾
に
そ
の
こ
と
を
注
記
し
て
あ
る
。 

一 

表
記
に
つ
い
て
は
、
異
體
字
等
は
極
力
舊
字
に
變
換
し
た
が
、
完
全
で
は
な
い
。
ま
た
舊
字
・
新
字
の
如
何
に
か
か
わ
ら
ず
、
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變
換
不
可
能
の
文
字
に
つ
い
て
は
、
■
記
號
で
表
記
し
て
あ
る
。
た
だ
し
、
各
序
跋
末
に
大
漢
和
辭
典
所
載
の
音
と
文
字
ナ
ン
バ

ー
、
あ
る
い
は
索
引
ペ
ー
ジ
數
、
あ
る
い
は
「
無
字
」
と
の
注
記
を
附
す
。
行
草
體
の
序
跋
に
つ
い
て
は
、
全
く
讀
解
不
可
能
の

も
の
も
含
め
て
誤
讀
等
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
讀
解
不
可
の
文
字
に
つ
い
て
は
、
□
記
號
で
表
記
し
て
あ
る
。
ま
た
序
跋
本
文
中
、

お
お
む
ね
二
十
字
以
上
の
不
可
讀
文
字
を
含
む
も
の
に
つ
い
て
は
、
冒
頭
標
記
題
目
下
に
（
難
讀
）
と
記
載
し
、
本
文
を
除
外
し

て
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
こ
れ
ら
を
資
料
と
し
て
活
用
す
る
場
合
は
、
現
物
と
の
對
校
が
望
ま
し
い
。 

一 

各
調
査
漢
籍
の
所
藏
者
に
つ
い
て
は
、
個
人
藏
書
も
あ
り
、
記
入
を
省
略
す
る
こ
と
と
し
た
。
現
物
閲
覽
の
場
合
は
、『
和
刻
本

漢
籍
分
類
目
録
』
『
内
閣
文
庫
漢
籍
分
類
目
録
』『
東
京
大
學
總
合
圖
書
館
漢
籍
目
録
』『
二
松
學
舍
大
學
附
屬
圖
書
館
漢
籍
目
録
』

等
に
よ
っ
て
、
確
認
さ
れ
た
い
。 

一 

末
尾
に
人
名
索
引
を
附
す
。 
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和
刻
本
邦
人
序
跋
集
成 

經
部 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 

高
山 

節
也

小
野
澤
路
子 

共
編 

  
 
 

易
類 

  

周
易
正
文
二
卷 

寬
政
四
年
刊
天
保
七
年
江
戸
和
泉
屋
金
右
衞
門
等
印
本 

吉
野
永
親
「
周
易
正
文
序
」 

 

周
易
正
文
序 

四
子
六
經
之
於
國
讀
可
謂
迂
且
煩
也
而
世
儒
不
辨
以
爲
儀
則
者
何
也
蓋
傳
習
之
久
耳
目
熟
焉
心
意
定
焉
滔
滔
天
下
皆
是
安
知
其
非
以

今
觀
之
迂
煩
之
蔽
文
勢
句
法
芒
乎
昧
乎
正
誼
以
乖
學
士
論
經
屬
辭
動
失
之
國
讀
害
亦
大
矣
吾
兼
山
先
生
憫
焉
乃
式
古
訓
削
去
迂
煩
以

示
學
士
於
是
乎
舊
讀
之
陋
一
洒
而
皜
如
郷
也
先
生
命
葛
子
福
萩
伾
卿
國
讀
易
禮
既
奉
業
經
先
生
閲
梁
壞
之
後
未
遑
刊
行
從
遊
之
徒
相

傳
筆
寫
頃
時
慮
其
勞
以
附
劂
人
夫
讀
法
莫
如
簡
簡
則
其
滕
於
口
也
便
其
記
於
心
也
易
然
後
論
經
則
逐
章
氷
釋
屬
辭
則
隨
筆
竝
出
雖
瑣

瑣
國
讀
其
所
關
係
不
亦
大
乎
是
先
生
所
以
去
煩
就
簡
而
二
子
所
以
纘
而
成
業
也
先
生
誘
人
有
物
有
則
後
之
學
者
由
以
秉
彝
則
正
誼
不

失
其
渉
羣
經
猶
假
舟
擑
絶
江
河
寬
政
壬
子
季
冬
望
吉
野
永
親
撰 

（
句
返
送
） 
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鄭
氏
周
易
九
卷 

寬
政
七
年
京
都
林
伊
兵
衞
刊
本 

伊
藤
長
堅
「
弁
言
」 

田
中
章
「
跋
（
版
心
）」 

 

弁
言 

訓
詁
之
學
大
有
補
聖
經
□
謂
非
磊
落
之
人
後
之
註
者
或
以
明
心
見
性
之
説
解
六
經
之
文
劫
非
修
己
治
人
之
實
學
也
鄭
氏
易
註
後
人
裒

群
籍
所
成
今
雖
未
覩
全
虎
其
一
班
足
可
窺
焉
宜
公
于
世
乎
哉
時
明
和
壬
辰
復
月
平
安
伊
藤
長
堅
書
于
□
子
齋
中
寬
政
乙
卯
六
月
姪
善

韶
書 

（
白
文
） 

 

余
毎
慨
異
書
之
不
易
得
矣
蓋
書
非
良
縁
奇
遇
不
値
非
通
邑
大
都
不
購
適
將
購
而
囊
槖
或
不
滿
乃
聞
有
人
能
蓄
必
夤
縁
覓
之
而
慳
祕
痴

惜
之
夫
口
難
色
□
而
彼
安
知
其
緘
縢
祕
籍
既
爲
郭
瓊
僊
人
所
諳
知
也
且
古
書
鮮
有
全
者
其
亡
佚
拂
地
者
亡
論
殘
簡
斷
編
僅
存
其
目
者

什
八
九
嘗
聞
明
沈
汝
納
家
有
十
六
國
春
秋
百
二
十
卷
則
有
古
書
不
悉
泯
沒
者
竊
憾
鄭
氏
之
易
不
復
見
于
世
余
嚮
倣
王
厚
齋
之
舊
業
索

搜
李
鼎
祚
易
解
所
引
及
散
在
諸
書
者
合
之
胡
震
亨
集
鄭
註
者
補
綴
增
定
編
爲
一
書
藏
諸
篋
笥
以
自
珍
猶
是
鳳
之
一
羽
備
知
其
毛
色
耳

爾
來
十
有
餘
年
矣
邇
者
偶
於
洋
舶
所
載
盧
見
曾
雅
雨
堂
十
種
中
始
得
覩
斯
書
較
於
其
所
脩
者
出
入
不
無
相
遠
於
其
鄭
易
亦
唯
厪
厪
晨

星
已
余
觀
□
見
曾
氏
之
業
彼
亦
有
所
憾
焉
與
夫
中
夏
右
文
之
邦
而
古
書
難
得
若
斯
矧
我
東
方
乎
余
又
曷
敢
憾
焉
斯
書
之
成
也
在
乾
隆

丙
子
歳
實
爲
本
朝
寶
暦
六
年
與
余
輯
録
之
日
年
期
頗
相
當
邈
矣
絶
海
萬
里
之
外
雖
俗
殊
嗜
異
哉
曷
雅
尚
□
望
之
□
□
也
可
不
謂
未
曾

有
也
哉
社
友
木
世
肅
固
知
有
余
業
乃
嘱
斯
□
於
余
搬
壽
諸
梨
棗
余
躍
然
謂
曰
易
言
互
體
見
于
左
傳
陳
侯
筮
雖
孔
聖
未
嘗
及
之
然
其
説

古
矣
秦
漢
博
士
家
之
所
習
必
有
師
資
相
承
弗
失
古
傳
者
魏
晉
尚
名
理
故
有
易
無
互
體
之
論
互
體
固
不
足
盡
易
然
名
理
當
盡
易
哉
趙
宋

高
頭
巾
玅
談
性
命
以
説
易
故
互
體
象
數
學
者
不
屑
是
鄭
氏
易
之
所
以
永
亡
也
夫
易
主
卜
筮
參
天
釋
人
雜
物
撰
德
變
化
无
方
五
體
之
説

未
可
全
誣
則
斯
書
之
刻
何
不
可
以
庶
幾
乎
世
肅
氏
嗜
賣
書
必
與
同
志
嗜
苟
有
裨
於
古
訓
不
敢
專
祕
惜
以
廣
傳
聞
而
後
止
余
之
遇
斯
書
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也
奇
斯
書
之
遇
世
肅
氏
也
亦
奇
所
謂
非
良
縁
奇
遇
不
値
者
若
斯
矣
明
和
丁
亥
季
冬
之
望
近
江
田
章
子
明
甫
識 

（
白
文
） 
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周
易
九
卷 

寶
暦
八
年
江
戸
前
川
六
左
衞
門
等
刊
本 

井
上
通
煕
「
新
刻
周
易
古
註
序
」 

 

新
刻
周
易
古
註
序 

周
易
上
下
經
魏
王
輔
嗣
註
繫
辭
以
下
晉
韓
康
伯
註
及
輔
嗣
略
例
皆
前
代
活
字
板
也
蓋
吾
邦
古
博
士
家
所
傳
而
足
利
學
印
行
者
歟
余
始

得
此
本
姑
藏
巾
笥
茲
命
梓
人
刻
于
家
塾
余
惟
輔
嗣
註
獨
冠
古
今
趙
宋
以
來
程
朱
傳
義
盛
行
於
世
輔
嗣
註
如
弁
髦
況
乃
此
本
人
莫
之
知

也
今
而
不
傳
恐
無
聞
焉
凡
五
經
傳
註
箋
解
義
疏
既
刊
者
不
鮮
矣
此
本
異
於
是
則
稽
古
之
學
豈
可
舍
諸
因
敍
其
由
如
此
皇
和
寶
暦
戊
寅

冬
十
月
東
都
井
通
煕
謹
撰 
（
句
） 
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蘇
氏
易
解
九
卷 

文
政
十
二
年
息
耕
堂
藏
版
活
字
印
本 

窪
木
俊
「
跋
尾
」 

 

跋
尾 

嚮
家
君
出
此
書
命
俊
曰
汝
盍
以
所
蓄
活
字
刷
印
之
以
貽
同
志
俊
受
之
唯
唯
然
資
性
懶
惰
加
以
世
事
不
暇
荏
苒
逗
歳
月
者
久
矣
至
客
歳

十
月
始
起
功
則
家
君
亦
屢
在
坐
督
之
而
以
事
廢
亦
數
今
茲
己
丑
八
月
功
將
就
緒
家
君
適
遭
勵
瘧
之
疾
一
病
卒
不
起
爾
後
追
念
往
事
不

忍
就
功
廢
置
有
日
既
而
以
爲
功
虧
一
簣
豈
可
廢
遺
命
哉
因
讀
禮
之
餘
時
又
勉
強
從
事
經
十
數
日
而
刷
印
完
成
嗚
呼
俊
也
以
家
君
初
命

之
日
起
功
則
及
其
在
日
庶
乎
可
成
也
不
然
亦
令
天
假
家
君
日
月
之
生
則
及
見
此
書
之
成
是
亦
不
足
助
菽
水
之
歡
乎
而
今
已
矣
俊
之
懶

惰
爲
罪
實
重
憾
悔
之
念
終
無
窮
已
聊
記
數
言
於
卷
末
不
知
悲
慟
之
從
也
文
政
十
二
年
冬
十
月
下
総
窪
木
俊
克
明
謹
識 

（
白
文
） 
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周
易
二
十
四
卷 

寬
永
二
年
京
都
中
嶋
久
兵
衞
刊
本 

如
竹
跋 

 

周
易
程
傳
本
義
未
有
和
點
讀
者
往
往
苦
之
以
故
吾
文
之
翁
旁
加
和
點
以
示
門
弟
子
也
今
也
雖
恐
我
家
醜
之
顯
外
而
欲
幼
學
者
之
易
曉

故
壽
之
木
以
廣
其
傳
云
寬
永
第
四
丁
卯
仲
冬
吉
旦
散
人
如
竹
書 

（
白
文
） 

     

周
易
二
十
四
卷 

寬
文
四
年
野
田
庄
右
衞
門
刊
本 

松
永
昌
易
跋 

 

右
周
易
程
傳
本
義
之
引
証
翼
考
者
專
以
蔡
虚
齋
蒙
引
季
仲
容
句
解
爲
要
旨
矣
且
又
以
元
明
諸
儒
之
説
爲
談
抦
矣
嗚
呼
由
辭
以
得
其
意

則
在
乎
人
焉
春
秋
館
敎
授
昌
易
謹
記 

（
白
文
） 
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周
易
十
卷 

寬
文
四
年
序
刊
延
寶
二
年
京
都
勝
村
治
右
衞
門
等
修
本 

林
恕
「
新
刊
周
易
本
義
序
」 

 

新
刊
周
易
本
義
序 

夫
易
者
成
於
四
聖
之
手
卦
者
伏
羲
之
所
畫
毎
卦
之
辭
者
文
王
之
所
繫
謂
之
彖
六
爻
之
辭
者
周
公
之
所
繫
謂
之
象
所
謂
上
下
經
是
也
十

翼
者
孔
子
之
所
贊
謂
之
傳
古
者
文
王
周
公
之
經
與
孔
子
之
傳
各
各
竝
行
所
謂
古
易
是
也
漢
儒
費
直
附
彖
象
傳
於
經
之
下
今
易
是
也
自

是
古
易
廢
而
王
弼
等
諸
儒
皆
據
今
易
作
註
解
程
傳
亦
不
改
之
東
萊
呂
氏
分
別
經
傳
復
古
本
朱
文
公
從
之
作
本
義
人
皆
雖
知
朱
義
之
精

簡
猶
不
能
改
流
行
之
本
唯
胡
雲
峰
通
釋
就
古
易
演
朱
義
之
旨
及
大
全
之
出
竝
載
程
傳
朱
義
朱
子
之
學
雖
宗
程
子
然
於
易
則
其
所
見
不

同
以
是
本
義
雖
行
於
世
與
程
易
混
雜
而
古
易
不
明
蔡
虚
齋
專
主
本
義
雖
作
蒙
引
然
不
分
經
傳
則
亦
是
非
朱
子
之
本
旨
俗
習
如
此
故
本

義
元
本
於
中
華
殆
絶
況
於
本
朝
哉
不
亦
傷
乎
及
惺
窩
滕
先
生
曾
寫
五
經
白
文
於
易
則
隨
古
易
之
次
第
然
其
訓
點
竝
存
程
朱
之
兩
義
而

未
歸
於
一
也
頃
歳
河
州
牧
源
正
利
潛
心
於
易
學
特
守
朱
義
不
顧
他
説
使
洛
人
以
活
字
刻
本
義
惠
一
本
於
余
余
講
易
東
閣
程
傳
陳
説
本

義
加
訓
點
於
活
字
本
且
記
本
義
所
援
之
來
歴
于
鼇
頭
乃
思
活
字
本
一
出
不
能
再
刻
猶
未
遍
於
世
則
有
不
快
於
心
邇
日
有
伊
東
祐
上
者

自
洛
偶
到
東
武
乞
鏤
余
點
本
於
梓
未
遑
再
考
則
雖
非
無
毫
差
謬
千
里
之
懼
然
本
義
元
本
永
傳
吾
邦
者
不
亦
幸
乎
此
本
遍
於
世
則
朱
義

之
旨
明
朱
義
之
旨
明
則
古
易
之
學
存
古
易
之
學
存
則
四
聖
之
道
行
矣
是
余
所
以
不
顧
嘲
也
遂
以
家
本
授
之
寬
文
甲
辰
孟
冬
弘
文
學
士

院
林
子
敍 

（
返
送
縱
） 
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易
學
啓
蒙
通
釋
二
卷 

享
和
二
年
昌
平
坂
學
問
所
刊
弘
化
三
年
訂
本 

杉
原
直
養
跋 

 

此
書
原
係
經
解
本
重
鐫
然
譌
脱
不
尠
天
保
甲
辰
夏
日
俾
試
員
就
影
鈔
元
槧
本
及
朱
子
文
集
語
類
等
校
訂
且
併
鈔
本
所
載
胡
氏
自
序
熊

禾
跋
文
補
刊
杉
原
直
養
記 

（
白
文
） 

     

啓
蒙
意
見
五
卷 

元
祿
十
年
井
上
忠
兵
衞
刊
本 

室
田
義
方
跋 

 

嘗
觀
李
退
溪
啓
蒙
傳
疑
知
有
此
書
頃
剞
劂
氏
某
持
一
本
來
請
加
訓
點
披
而
閲
之
掇
緝
分
析
爲
圖
爲
説
以
明
之
要
勵
精
於
易
者
也
覽
者

并
考
李
氏
論
及
此
書
者
以
訂
之
不
爲
無
益
矣
但
舊
印
蕪
穢
紊
錯
已
甚
而
漫
滅
難
識
者
閒
有
焉
今
略
爲
脩
整
更
附
訓
點
以
塞
其
需
其
他

固
有
可
矯
正
者
今
不
敢
據
意
以
革
舊
在
於
讀
者
自
考
爾
元
祿
丙
子
孟
冬
下
弦
日
室
田
義
方
識 

（
返
送
縱
） 
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直
音
傍
訓
周
易
句
解
十
卷 

寬
文
十
一
年
吉
野
屋
惣
兵
衞
刊
本 

小
出
立
庭
「
題
周
易
句
解
首
」 

 

題
周
易
句
解
首 

大
傳
曰
乾
以
易
知
坤
以
簡
能
富
哉
言
也
良
惟
經
緯
乎
六
十
四
卦
者
乾
坤
之
象
也
紀
綱
乎
三
百
八
十
四
爻
者
易
簡
之
善
也
是
知
二
言
足

以
蔽
一
經
焉
請
試
論
之
天
覆
地
載
暑
往
寒
來
山
峙
川
流
飛
潛
動
植
生
成
於
其
閒
粲
然
昭
明
煥
乎
文
章
推
雖
謂
之
正
經
之
易
亦
可
也
聖

人
立
畫
示
其
象
係
辭
闡
其
微
作
翼
發
其
蘊
三
古
四
聖
垂
裕
後
昆
雖
謂
之
註
脚
之
易
亦
可
也
睠
夫
西
伯
姫
公
主
卜
筮
而
説
大
用
東
魯
一

聖
宗
理
義
而
説
本
原
営
爲
雖
殊
所
以
其
開
物
成
務
者
一
也
繼
而
河
南
履
魯
聖
軌
轍
紫
陽
守
文
周
繩
墨
機
權
雖
不
同
所
以
其
解
大
易
者

一
也
本
末
相
濟
體
用
交
發
蓋
竝
行
不
相
悖
者
乎
烏
雩
天
生
萬
物
也
形
色
雜
還
不
遑
縷
擧
焉
聖
人
演
易
建
敎
也
蓍
龜
象
數
之
變
性
命
鬼

神
之
情
其
論
異
塗
有
不
可
得
比
而
同
者
焉
聞
之
夫
物
之
不
齊
者
物
之
情
也
品
彙
之
殊
絶
也
如
彼
聖
敎
之
不
一
也
復
如
此
雖
謂
之
流
行

之
易
亦
可
也
而
其
實
不
出
一
陰
陽
而
已
聖
人
穪
易
簡
而
天
下
之
理
得
者
不
亦
宜
哉
可
贊
之
可
嘆
之
哿
矣
廬
陵
朱
子
由
述
斯
編
也
其
爲

言
易
而
其
義
徧
其
爲
文
簡
而
其
指
遠
上
以
默
契
乾
坤
之
妙
義
下
以
輔
翊
後
學
之
守
約
可
謂
善
説
易
矣
抑
其
中
有
吻
合
于
程
朱
者
有
矛

盾
于
程
朱
者
此
所
謂
不
齊
之
物
情
也
異
不
異
全
不
全
何
必
偏
有
是
此
而
非
彼
哉
善
學
者
不
局
異
同
惟
義
是
從
採
其
可
舍
其
不
可
茲
乃

聖
賢
大
公
之
心
也
程
朱
復
作
點
頭
此
言
歟
古
人
有
言
曰
善
易
者
不
言
易
信
然
然
則
解
之
者
豈
渉
煩
論
也
哉
句
解
之
爲
作
殆
庶
幾
乎
今

也
洛
下
書
市
淸
水
氏
貞
盈
將
印
梓
貽
諸
不
朽
余
兪
其
謀
因
訂
亥
豕
之
謬
下
訓
點
之
手
遂
書
以
應
其
需
寬
文
辛
亥
春
三
月
丁
丑
永
菴
小

出
立
庭
恭
書
新
蕉
軒
下 

（
白
文
） 
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周
會
魁
校
正
易
經
大
全
二
十
四
卷 

江
戸
期
刊
本 

林
信
勝
跋 

 

周
易
合
部
點
之
以
伊
川
傳
朱
子
本
義
分
之
以
硃
墨
寫
而
滴
露
云
爾
羅
山
夕
顏
巷
主 

（
白
文
） 

     

易
經
直
解
十
卷 

元
祿
十
年
跋
江
戸
須
原
屋
茂
兵
衞
刊
本 

宮
城
隆
哲
「
跋
（
版
心
）」
第
二
丁
表
闕 

 

學
易
者
欲
研
精
文
義
則
費
力
欲
默
而
識
之
則
心
通
也
俗
儒
僉
謂
易
止
於
卜
筮
之
書
而
未
知
孔
夫
子
説
盡
無
窮
之
理
義
也
迨
程
傳
朱
義

出
而
理
義
卜
筮
相
爲
表
裏
諸
家
不
爲
他
説
所
惑
也
獨
張
泰
嶽
直
解
以
簡
易
治
繁
（
第
二
丁
表
闕
）
未
克
通
徹
也
剞
劂
氏
曰
若
無
訓
點

則
無
啓
初
學
之
矇
而
難
得
其
大
意
矣
於
是
務
舌
耕
之
餘
力
強
爲
之
訓
點
亂
其
有
功
於
易
者
乎
剞
劂
氏
欲
梓
行
之
而
請
訓
點
于
余
余
想

夫
易
該
盡
天
下
庶
物
之
理
也
於
文
義
亦
所
以
且
置
之
編
尾
云
乎
元
祿
丁
丑
歳
夏
五
月
中
旬
武
江
水
竹
居
釣
月
散
人
宮
城
隆
哲
題 

（
白
文
） 
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遂
初
堂
易
論
一
卷 

嘉
永
二
年
江
戸
山
城
屋
佐
兵
衞
等
刊
本 

龜
田
長
梓
序 

大
久
保
奎
「
遂
初
堂
易
論
敍
」 

 

易
之
敎
推
天
道
以
明
人
事
使
人
避
凶
就
吉
焉
其
所
以
覺
世
牖
民
之
法
備
矣
自
漢
以
來
變
爲
京
焦
再
變
爲
陳
邵
推
及
方
外
之
徒
皆
援
易

爲
説
易
於
是
乎
終
遠
於
民
用
至
宋
程
伊
川
始
還
之
於
儒
呉
澄
兪
琰
歸
有
光
繼
之
而
起
遞
抒
推
闡
之
力
解
外
學
異
端
之
蔽
其
於
斯
學
也

洵
爲
有
裨
最
後
潘
次
耕
著
易
論
首
辨
易
原
圖
書
之
妄
次
論
掛
揲
乃
謂
過
揲
之
數
正
數
也
掛
扐
之
數
餘
數
也
九
六
七
八
實
計
過
揲
之
數

而
參
天
兩
地
正
確
指
蓍
策
之
數
也
其
論
卦
變
也
根
據
來
知
德
卦
綜
之
説
乃
謂
上
下
經
之
卦
皆
以
反
對
爲
序
綜
兩
卦
爲
一
卦
其
言
固
得

聖
人
設
敎
之
旨
焉
本
邦
先
儒
東
涯
先
生
卦
變
掛
揲
諸
説
暗
合
潘
氏
論
此
亦
奇
矣
門
人
常
陸
大
久
保
奎
嗜
學
不
懈
尤
覃
思
易
經
獲
潘
氏

易
論
甚
喜
之
捐
貲
刊
布
于
世
因
推
奎
意
而
引
之
首
云
丁
未
夏
四
月
綾
瀨
龜
田
梓
撰
半
僊
中
根
容
書 

（
句
） 

 

遂
初
堂
易
論
敍 

往
者
屈
來
者
伸
大
道
消
息
盈
虚
之
常
也
易
取
諸
此
推
人
事
之
吉
凶
悔
吝
進
退
存
亡
焉
後
儒
昧
於
斯
義
或
主
象
數
或
流
玄
虚
或
言
易
原

圖
書
而
作
曲
學
支
離
無
稽
之
説
紛
然
襍
出
易
於
是
乎
益
晦
此
不
可
不
辨
也
潘
次
耕
蓋
有
憤
于
此
而
奮
障
川
廻
瀾
之
力
痛
排
擊
後
儒
之

謬
妄
焉
其
見
解
之
卓
辨
晢
之
嚴
眞
僞
是
非
彰
然
明
白
終
歸
於
聖
人
作
易
之
旨
不
亦
偉
乎
次
耕
明
室
之
遺
民
也
自
號
稼
堂
晦
蹟
山
谷
覃

思
斯
文
初
受
業
於
徐
俟
齋
後
學
於
顧
亭
林
其
經
術
文
章
實
槖
籥
于
二
氏
焉
康
煕
中
以
布
衣
應
徴
游
息
翰
苑
當
時
以
碩
儒
推
之
俟
齋
沒

周
卹
其
孀
婦
孤
孫
俾
得
之
所
又
捐
貲
刻
亭
林
日
知
録
及
詩
文
集
沈
德
潛
國
朝
詩
別
裁
集
阮
葵
生
茶
餘
客
話
竝
載
其
事
則
知
非
特
經
術

深
邃
其
報
師
之
厚
足
以
敦
薄
俗
也
其
所
著
易
論
收
於
遂
初
堂
文
集
我
綾
瀨
龜
田
先
生
嘗
稱
其
論
精
確
焉
奎
因
抄
出
別
爲
一
卷
題
曰
遂

初
堂
易
論
乃
鏤
版
貽
于
同
志
庶
覽
者
足
以
滌
除
舊
習
之
害
而
闡
明
斯
經
之
旨
矣
哉
弘
化
四
年
歳
次
丁
未
季
秋
常
陸
大
久
保
奎
文
星
識 

（
句
） 
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書
類 

  

古
文
尚
書
正
文
二
卷 

安
永
五
年
集
思
堂
刊
本 

長
萬
年
跋 

 

自
古
學
氏
鳳
鳴
于
西
京
大
給
氏
鷹
揚
于
東
都
而
復
古
之
業
日
躋
可
謂
盛
矣
然
至
其
所
導
初
學
之
書
一
唯
朱
考
亭
氏
之
用
此
所
敎
非
其

所
求
也
不
亦
反
乎
有
識
者
蓋
慨
焉
我
兼
山
先
生
患
其
若
此
嘗
因
古
注
施
國
讀
於
詩
書
易
等
以
訓
蒙
士
余
輩
慮
其
書
寫
煩
勞
頃
與
同
志

謀
之
請
先
生
刻
諸
家
以
惠
社
中
童
蒙
非
敢
公
之
世
也
然
膾
炙
所
同
也
我
豈
獨
之
哉
若
外
人
有
同
嗜
焉
亦
所
不
惜
分
也
乃
所
敎
不
反
所

求
而
事
有
終
始
則
復
古
之
業
於
是
乎
份
份
丙
申
之
秋
九
月
紀
邸
長
萬
年
謹
識 

（
句
） 
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尚
書
十
三
卷 

天
明
三
年
京
都
田
中
市
兵
衞
等
刊
本 

大
阪
河
内
屋
茂
兵
衞
等
後
印
本 

宇
野
成
之
「
凡
例
」 

齋
新
甫
「
跋
」 

 

凡
例 

一
舊
刊
誤
字
頗
多
焉
今
就
萬
暦
嘉
靖
正
德
板
及
汲
古
閣
足
利
本
等
考
之
諸
本
竝
誤
而
不
得
正
者
姑
闕
疑
竢
後
哲 

一
句
讀
之
誤
者
因
古
人
之
例
正
之 

一
舊
刊
至
所
有
音
注
者
必
發
之
此
非
發
字
之
例
也
凡
有
音
注
者
難
字
及
多
音
之
字
亦
日
曰
等
易
混
字
也
如
多
音
之
字
音
異
則
義
亦
隨

而
改
故
加
圈
點
而
別
之
然
至
于
發
字
者
亦
不
有
一
定
之
法
故
朱
子
者
傳
字
直
戀
反
音
之
然
則
去
聲
發
之
也
陸
氏
者
直
專
反
音
注
有
焉

今
隨
之
而
平
聲
發
之
餘
者
推
而
可
知
之 

一
今
爲
初
學
施
訓
點
其
訓
點
者
全
隨
古
注
及
孔
疏
之
意 

一
本
文
及
注
中
難
解
者
亦
有
事
跡
者
抄
於
疏
中
而
書
之
首
以
備
參
考
明
和
九
壬
辰
之
夏
宇
成
之
識 

（
返
送
） 

 

跋 先
王
之
道
在
于
六
經
而
書
者
其
最
者
也
故
雖
頗
老
儒
難
其
句
讀
況
年
少
幼
學
遽
不
如
視
指
掌
也
我
師
東
山
先
生
嘗
因
孔
傳
施
國
讀
抄

孔
疏
而
標
注
令
讀
者
易
分
曉
也
豈
不
小
補
乎
余
乞
命
書
肆
上
梓
以
賚
四
海
天
明
三
癸
卯
之
初
秋
齊
新
甫
謹
識 

（
白
文
） 
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尚
書
正
義
二
十
卷 

弘
化
四
年
刊
本 

林
韑
「
影
鈔
宋
槧
尚
書
正
義
序
」 

細
川
利
和
「
例
言
」 

 

影
鈔
宋
槧
尚
書
正
義
序 

昔
人
珍
愛
異
籍
藏
之
於
名
山
石
室
雖
在
好
古
之
徒
有
不
得
津
逮
而
窺
之
者
彼
我
一
也
然
其
逸
於
彼
存
於
我
者
亦
夥
矣
故
掛
川
敎
授
松

明
復
晩
耽
古
書
既
縮
刻
開
成
石
經
又
影
鈔
足
利
學
所
藏
宋
槧
尚
書
正
義
進
之
熊
本
源
公
慫
慂
而
剞
劂
之
及
刻
成
公
屬
韑
爲
序
受
而
觀

之
書
法
圓
遒
宋
代
諸
諱
皆
缺
筆
其
刻
在
淳
煕
前
後
者
無
可
疑
蓋
係
我
永
亨
年
閒
安
房
守
上
杉
憲
實
所
寄
藏
毎
卷
有
上
杉
氏
題
署
筆
蹟

并
皆
謄
摸
存
其
舊
云
因
憶
曩
年
閲
官
庫
所
儲
金
澤
文
庫
印
記
尚
書
正
義
單
疏
本
鋟
刻
頗
精
字
體
版
式
與
此
本
相
等
檢
乾
隆
天
祿
琳
琅

書
目
皆
無
收
載
乃
知
海
内
外
厪
有
此
二
部
而
逸
於
彼
存
於
我
洵
可
謂
希
世
之
珍
矣
嗟
夫
上
杉
氏
當
干
戈
騷
擾
之
際
愛
護
墳
籍
至
四
百

年
之
後
待
公
而
顯
則
方
今
昇
平
文
運
之
隆
亦
可
因
公
而
徴
焉
是
乃
公
刻
此
書
之
素
志
而
韑
序
此
書
之
微
意
也
矧
乎
世
之
攻
漢
學
者
毎

患
諸
經
注
疏
本
多
誤
脱
訛
謬
至
近
時
阮
元
蒐
羅
諸
本
校
勘
之
猶
有
所
未
盡
今
此
書
一
出
好
古
之
徒
皆
得
津
逮
而
窺
之
斯
其
嘉
惠
士
林

也
匪
尠
殆
亦
公
之
志
然
歟
雖
然
或
謬
謂
公
之
學
確
守
漢
唐
者
則
不
必
然
也
是
爲
序
弘
化
四
年
歳
次
丁
未
十
二
月
式
部
少
輔
林
韑
撰 

 

例
言 

細
川
利
和
識 

一
此
書
原
本
南
宋
初
所
刻
現
藏
足
利
學
校
室
町
氏
之
時
鎌
府
宰
安
房
守
上
杉
憲
實
所
捐
松
崎
明
復
病
其
無
副
本
影
寫
一
通
明
復
本
貫

係
我
宗
國
因
以
進
呈
筆
畫
精
審
不
違
毫
釐
今
取
雕
鋟
務
加
精
校
其
黑
闕
漫
滅
零
字
缺
誤
竝
仍
舊
樣
意
在
存
宋
版
面
目
也 

一
原
本
脱
紙
凡
十
五
葉
（
第
一
卷
第
七
葉
第
二
卷
第
四
十
葉
第
十
卷
第
十
八
葉
第
十
九
葉
第
廿
二
葉
第
廿
四
葉
第
廿
五
葉
第
廿
七
葉

第
廿
八
葉
第
廿
九
葉
第
卅
葉
第
卅
一
葉
第
卅
二
葉
第
卅
六
葉
第
十
一
卷
第
一
葉
）
後
人
以
別
本
補
足
山
井
鼎
作
考
文
時
猶
有
謂
之
補
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本
今
止
存
一
紙
因
刻
原
補
二
字
於
版
心
其
餘
姑
据
宋
十
行
本
參
以
考
文
補
之
以
便
讀
者
亦
刻
一
補
字 

一
毎
册
欄
上
橫
書
足
利
學
校
公
用
等
字
及
首
尾
題
署
花
押
皆
係
安
房
守
親
墨
松
竹
淸
風
印
即
其
圖
書
記
竝
照
眞
摸
鍥 

一
足
利
學
校
亦
藏
上
杉
氏
所
捐
周
易
禮
記
正
義
版
式
字
樣
與
此
書
如
出
一
手
而
其
禮
記
紹
煕
壬
子
淅
江
路
茶
鹽
公
事
三
山
黄
唐
所
刻

其
自
跋
云
本
司
舊
刻
易
書
周
禮
正
經
注
疏
萃
見
一
書
則
此
本
爲
黄
所
指
本
司
舊
刻
明
矣
且
以
宋
諱
缺
筆
刻
工
名
識
考
之
其
刻
蓋
在
淳

煕
前
後
阮
元
謂
注
疏
合
刻
易
書
等
當
在
北
宋
之
末
按
山
井
鼎
左
傳
考
文
引
禮
記
黄
跋
紹
煕
作
紹
興
阮
元
不
知
其
爲
誤
故
有
是
説
明
復

進
書
時
取
黄
跋
置
諸
卷
尾
蓋
以
證
此
本
爲
淅
江
萃
刻
之
祖
也
今
因
而
存
之 

一
諸
卷
大
題
不
一
其
曰
正
義
者
蓋
襲
單
疏
本
舊
名
也
原
本
標
題
依
而
用
之
今
不
復
改 

（
句
） 



 20 

尚
書
註
疏
二
十
卷 

安
永
六
年
京
都
風
月
荘
左
衞
門
等
刊
本 

芥
川
元
澄
「
書
疏
跋
（
版
心
）
」 

 

徐
福
泛
海
載
尚
書
百
篇
而
來
我
日
本
者
歐
陽
公
詩
而
述
之
既
已
膾
炙
人
口
焉
余
竊
意
徐
子
駐
蹤
于
熊
野
蓋
其
所
載
之
書
藏
諸
斯
以
免

秦
皇
之
火
嗟
亦
幸
矣
然
上
古
文
運
未
融
無
有
人
探
其
祕
者
乎
其
將
不
傳
之
人
藏
之
岩
穴
以
擬
宛
委
之
籙
乎
以
故
其
寥
寥
就
泯
滅
則
與

秦
災
無
以
異
矣
設
令
存
于
今
亦
乃
竹
牒
科
斗
不
能
通
曉
視
爲
殷
彝
周
鼎
以
供
博
古
則
何
有
補
于
道
哉
然
則
壁
中
之
藏
與
伏
老
之
誦
無

論
其
古
今
文
僅
存
于
今
者
豈
可
不
尸
祝
尊
崇
矣
哉
而
安
國
之
傳
漸
至
東
晉
梅
頥
而
顯
矣
其
文
簡
質
古
奧
不
由
頴
達
之
疏
則
不
能
盡
其

義
矣
吾
邦
十
三
經
註
疏
刻
而
行
世
者
孝
經
爾
雅
左
氏
傳
數
書
耳
窮
郷
寒
士
乏
書
册
者
夫
以
何
發
其
蘊
奧
乎
哉
今
自
孔
傳
註
疏
以
及
蔡

傳
旁
以
經
解
若
欽
定
註
爲
之
輔
則
尚
書
之
義
庶
幾
可
以
盡
矣
書
肆
某
某
謀
授
剞
劂
刻
萬
暦
本
以
行
于
世
矣
使
余
校
而
句
余
不
佞
旁
以

嘉
請
汲
古
閣
本
校
之
十
易
裘
葛
以
從
事
鉛
槧
然
古
人
校
書
擬
之
掃
落
葉
顧
梓
工
之
踈
亥
豕
不
少
至
其
遺
漏
則
幸
竢
大
方
君
子
之
是
正

讀
者
亮
之
安
永
六
年
丁
酉
夏
六
月
書
於
思
堂
中
平
安
後
學
芥
元
澄 

（
白
文
） 
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書
經
六
卷 

嘉
永
六
年
跋
刊
本 

中
沼
之
舜
跋 

 

蔡
氏
書
集
傳
本
存
安
國
序
於
卷
首
又
合
小
序
爲
一
篇
附
諸
卷
末
共
爲
六
卷
事
具
於
序
辨
并
集
傳
序
而
傳
摸
浸
舛
失
其
本
眞
者
固
已
不

尠
至
其
并
兩
序
遺
之
者
則
遂
亂
成
書
謬
妄
尤
甚
矣
惟
正
統
監
本
者
號
爲
精
善
然
予
未
得
其
本
近
取
大
全
讀
之
篇
卷
排
敍
與
序
中
所
言

者
略
同
而
猶
頗
有
所
未
盡
又
文
字
譌
謬
尤
多
亦
非
當
時
舊
本
故
今
姑
因
此
書
更
與
二
三
同
志
爲
校
定
悉
考
衆
本
異
同
而
一
以
文
勢
義

理
及
他
本
可
驗
者
決
之
而
不
復
別
標
諸
本
異
字
如
其
音
釋
則
諸
本
錯
雜
不
同
而
概
屬
粗
略
疑
或
後
人
所
補
今
皆
刪
之
以
悉
復
舊
貫
因

點
國
讀
以
便
於
幼
學
之
講
習
云
嘉
永
辛
亥
孟
秋
吉
旦
中
沼
之
舜
識 

（
句
） 



 22 

書
經
六
卷 

寬
文
四
年
野
田
庄
右
衞
門
刊
本 

松
永
昌
易
跋 

 

右
蔡
氏
集
傳
之
考
證
評
註
者
專
用
陳
師
凱
旁
通
鄒
季
友
音
釋
爲
要
矣
其
餘
引
据
博
採
可
爲
確
證
者
而
已
矣
寸
雲
子
昌
易
記
焉 

（
返

送
縱
） 

     

書
集
傳
音
釋
六
卷 

嘉
永
四
年
昌
平
坂
學
問
所
刊
本 

杉
原
直
養
跋 

 

昌
平
學
庫
有
明
正
統
閒
槧
本
書
詩
集
傳
各
一
通
故
國
子
祭
酒
述
齋
林
公
欲
據
其
本
而
校
刻
之
於
黌
院
使
四
方
取
正
焉
嘗
命
直
養
督
其

事
客
歳
二
書
刻
成
今
茲
又
取
鄒
氏
書
傳
音
釋
釐
爲
六
卷
以
附
刻
其
後
此
亦
公
之
所
命
也
顧
校
書
固
非
易
事
故
反
復
校
讐
不
遺
餘
力
雖

有
一
二
可
疑
者
不
敢
改
寫
必
仍
其
舊
然
恐
尚
有
疏
脱
因
略
具
其
由
以
徯
來
者
之
是
正
云
嘉
永
四
年
復
月
敎
官
杉
原
直
養
識 

（
白
文
） 
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砭
蔡
編
一
卷 

享
和
二
年
跋
江
戸
遠
州
屋
淸
右
衞
門
活
字
印
本 

石
塚
尹
跋 

 

活
版
砭
蔡
編
跋 

明
人
袁
葠
坡
先
生
著
砭
蔡
編
一
卷
正
蔡
傳
誤
旁
及
孔
傳
以
示
其
子
袁
了
凡
學
者
資
以
讀
尚
書
不
爲
亡
補
余
故
活
字
刊
印
以
與
同
志
先

生
名
仁
字
良
貴
葠
坡
其
號
云
爾
享
和
二
壬
戌
上
巳
武
藏
石
塚
尹 

（
白
文
） 
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書
疑
九
卷 

明
和
二
年
京
都
唐
本
屋
德
兵
衞
刊
三
年
補
刊
本 

赤
松
鴻
「
題
書
疑
首
」
（
難
讀
） 

湯
淺
元
禎
「
書
疑
序
」 

 

書
疑
序 

赤
松
大
業
校
宋
王
拍
所
著
書
疑
以
授
梓
人
夫
書
者
先
王
之
法
言
豈
可
疑
乎
傳
曰
信
而
好
古
君
子
之
誼
廼
爾
關
洛
而
後
賤
故
貴
新
古
誼

見
貶
於
是
乎
有
書
疑
此
宋
人
之
常
政
己
雖
然
魯
壁
秦
燹
殘
缺
之
甚
雖
信
而
好
古
不
可
得
而
讀
之
蓋
信
古
者
無
以
尚
之
能
疑
者
其
爲
信

矣
可
謂
知
之
次
也
學
者
卒
業
斯
編
沈
湛
之
思
精
氣
之
極
有
發
一
識
則
庶
幾
乎
可
得
而
讀
之
大
業
意
在
於
斯
乎
大
業
播
人
少
有
儁
才
善

屬
文
以
文
學
穀
於
赤
城
云
明
和
三
年
丙
戌
正
月
備
藩
湯
元
禎 

（
白
文
） 

     

新
鍥
書
經
講
義
會
編
十
二
卷 

延
寶
二
年
跋
京
都
吉
野
屋
權
兵
衞
刊
本 

眞
祐
跋 

 

友
生
某
氏
應
書
肆
之
需
點
訓
于
尚
書
講
義
就
予
請
正
讀
之
愛
其
承
蔡
傳
之
意
敷
演
得
詳
明
也
遂
一
校
讐
加
點
竄
還
之
甚
恐
風
葉
之
喩

亦
請
四
方
學
者
正
焉
延
寶
甲
寅
初
冬
日
洛
陽
眞
祐 

（
白
文
） 
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洪
範
一
卷 

寬
政
十
二
年
序
修
本 

古
屋
鬲
「
定
正
洪
範
序
」 

佐
藤
平
格
跋 

 

定
正
洪
範
序 

臨
川
呉
幼
淸
學
宗
程
朱
而
所
見
頗
異
是
以
其
解
易
不
依
傳
義
解
書
不
取
蔡
氏
專
信
今
文
率
由
伏
生
之
舊
其
餘
二
十
五
篇
舍
而
弗
釋
其

所
解
亦
往
往
卓
越
諸
家
如
洪
範
洛
誥
皆
有
定
正
條
理
井
然
文
穩
意
順
讀
者
忘
其
聱
牙
嚮
佐
藤
氏
者
抄
洪
範
一
篇
序
而
傳
之
近
書
肆
某

更
乞
序
於
余
欲
以
爲
奇
貨
余
豈
皇
甫
也
哉
焉
能
爲
斯
篇
之
重
唯
欲
其
梓
之
有
繼
以
及
全
篇
因
應
其
請
書
以
勧
之
云
寬
政
庚
申
八
月
既

望
東
肥
古
鬲
撰 

（
句
） 

 

蓋
注
洪
範
者
數
家
而
不
知
皇
極
五
福
有
錯
簡
也
獨
草
廬
呉
氏
依
韵
考
正
乃
始
得
其
次
序
學
者
不
可
不
讀
寬
政
乙
卯
之
冬
十
月
佐
藤
平

格
識 

（
白
文
） 
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尚
書
大
傳
四
卷 

明
和
五
年
京
都
林
伊
兵
衞
等
刊
本 

片
山
猶
序 

細
合
離
「
跋
（
版
心
）」 

 

尚
書
□
經
文
有
古
今
而
學
□
其
家
或
先
出
或
後
行
由
是
羣
□
聚
訟
紛
如
乃
兩
造
具
備
苟
不
□
孚
於
古
有
倫
要
良
蔽
之
猶
不
蔽
也
余
嘗

竊
謂
疑
而
蔑
古
寧
古
而
□
□
者
惟
闕
□
是
以
學
不
可
不
博
也
遺
編
不
可
不
傳
也
如
伏
生
大
傳
是
也
善
此
編
也
首
尾
不
倫
雜
記
而
不
能

無
□
□
□
也
雖
然
名
而
不
觀
其
物
則
無
如
歐
陽
氏
遺
憾
□
東
方
耶
木
世
肅
刻
此
編
并
盧
文
弨
考
異
以
弘
其
傳
□
乃
慨
□
歐
陽
氏
□
也

抑
惠
及
同
好
之
士
亦
大
矣
哉
嘉
之
以
序
云
明
和
丁
亥
之
春
越
後
片
猷
撰 

（
白
文
） 

 

秦
燔
而
後
傳
尚
書
者
漢
濟
南
伏
勝
其
學
歐
陽
諸
家
列
于
官
云
孔
氏
有
古
文
尚
書
安
國
因
得
多
篇
史
僅
記
之
至
漢
藝
文
志
載
其
經
而
不

及
其
傳
則
晩
孤
行
亦
不
能
無
論
也
夫
伏
生
經
雖
今
文
徴
於
先
出
又
有
大
傳
以
知
其
學
何
廢
之
久
也
逖
矣
東
土
古
所
傳
書
既
有
免
乎
秦

火
之
説
而
況
漢
以
來
具
存
乎
且
近
所
東
傳
亦
可
以
補
闕
則
必
有
藏
如
木
世
肅
者
而
不
如
世
肅
之
好
也
其
意
謂
多
未
廣
布
書
吾
力
任
之

尚
書
大
傳
先
告
版
成
是
亦
或
疑
非
其
徒
記
聞
之
舊
然
班
志
實
收
之
則
學
古
訓
者
其
舍
諸
世
肅
之
緒
乃
見
歳
次
丁
亥
春
三
月
河
曲
合
離

題 

（
白
文
） 
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詩
類 

  

毛
詩
正
文
三
卷 
安
永
六
年
集
思
堂
刊
後
印
本 

小
田
煥
章
跋 

 

國
讀
助
聲
之
猥
詩
書
二
經
殊
甚
如
塗
塗
之
附
若
蝟
毛
之
磔
宜
矣
讀
者
有
買
櫝
還
珠
之
患
也
古
云
誦
詩
斯
豈
可
誦
歟
我
山
夫
子
之
授
毛

詩
也
其
譯
簡
便
使
人
易
誦
不
亦
説
乎
世
之
習
舊
讀
者
觀
之
其
何
異
乎
披
雲
霧
而
睹
白
日
不
亦
快
乎
田
煥
章
謹
識 

（
白
文
） 
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毛
詩
正
文
三
卷 

安
永
六
年
刊
後
印
本 

鳥
居
忠
見
「
詩
書
正
文
序
」 

 

詩
書
正
文
序 

幽
厲
之
後
王
道
衰
禮
文
息
而
節
族
廢
孔
子
論
詩
書
正
禮
樂
千
載
之
下
其
粲
然
者
六
經
是
也
而
奧
穾
之
閒
簟
席
之
上
歛
然
聖
王
之
道
具

焉
學
者
之
務
莫
先
焉
兼
山
先
生
授
六
經
常
患
舊
讀
助
聲
之
煩
施
訓
點
於
詩
書
以
便
童
蒙
詩
從
毛
萇
書
從
孔
安
國
不
少
加
私
行
將
及
易

禮
無
何
先
生
逝
矣
可
歎
哉
田
子
文
者
同
社
之
老
成
也
來
謂
余
曰
梁
木
雖
壞
二
三
兄
弟
今
猶
昔
也
各
木
鐸
於
東
西
緒
業
日
興
詩
書
亦
從

行
日
詩
書
之
上
木
將
使
公
爲
之
序
而
辭
以
不
敏
屬
者
二
三
兄
弟
相
言
及
于
此
其
志
在
成
先
師
之
意
公
盍
達
其
志
乎
忠
見
曰
善
哉
子
之

言
也
於
我
心
有
戚
然
先
師
己
命
焉
兄
弟
亦
云
焉
我
敢
不
然
焉
哉
遂
以
其
言
爲
序
天
明
甲
辰
春
三
月
鳥
居
忠
見
謹
識
竹
岡
井
庸
肅
拜
書 

（
句
返
送
縱
） 
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詩
經
二
十
卷 

延
享
四
年
江
戸
前
川
六
左
衞
門
等
刊
本 

井
上
通
煕
跋 

 

毛
詩
傳
箋
刊
行
已
久
字
亦
訛
舛
今
特
是
正
而
刻
之
以
播
於
海
内
日
本
東
都
井
通
煕
識 

（
白
文
） 

     

詩
經
二
十
卷 

天
明
六
年
江
戸
前
川
六
左
衞
門
等
刊
本 

宇
野
成
之
跋 

 

毛
詩
和
刻
有
二
板
其
江
戸
板
者
雖
誤
多
然
京
板
亦
頗
誤
也
今
就
華
本
及
足
利
本
等
而
正
之
加
圈
點
施
國
讀
也
傳
箋
意
異
而
易
混
或
有

句
中
難
解
者
則
抄
於
孔
疏
而
標
記
其
事
聊
備
初
學
考
索
天
明
乙
巳
之
孟
冬
宇
成
之
識 

（
返
送
縱
） 
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毛
詩
指
説
一
卷 

明
和
五
年
跋
蒹
葭
堂
刊
後
印
本 

關
世
美
「
毛
詩
指
説
序
」 

岡
元
鳳
「
跋
（
版
心
）」 

 

毛
詩
指
説
序 

蓋
詩
之
於
文
字
抑
末
也
而
況
副
墨
乎
雖
然
先
王
修
其
末
而
本
色
不
掩
其
敎
亦
始
盛
矣
後
人
聞
諸
副
墨
之
子
而
大
義
不
泯
物
名
亦
兼
擧

哉
何
則
結
縄
以
前
雖
無
文
字
人
禀
七
情
情
之
斯
感
苟
有
事
於
輔
頰
舌
則
其
詩
也
固
矣
而
其
不
傳
者
無
字
故
也
書
契
以
後
迨
唐
虞
三
代

其
言
與
事
足
以
記
焉
雖
然
若
發
夫
蠢
愚
野
人
之
喁
喁
者
豈
盡
有
字
雖
無
其
字
其
詩
也
固
矣
而
其
傳
者
蓋
先
王
譯
其
音
用
字
也
當
此
時

也
亡
論
吐
露
士
大
夫
衷
其
言
之
雅
馴
雖
發
夫
蠢
愚
野
人
之
喁
喁
而
無
其
字
者
悉
皆
收
之
連
類
含
章
以
爲
治
具
矣
官
采
之
而
瞽
誦
之
上

風
化
下
下
風
剌
上
猗
與
偉
與
莫
以
尚
焉
爾
及
春
秋
時
先
王
澤
竭
采
詩
官
廢
雖
然
士
大
夫
尚
能
諷
誦
舊
章
以
喩
其
志
賓
榮
身
文
皆
從
事

於
斯
則
詩
之
用
猶
活
潑
哉
當
孔
夫
子
時
其
敎
益
亡
樂
章
亦
紊
殆
將
併
失
彼
賓
榮
身
文
者
歸
之
造
物
矣
夫
子
嘗
有
慨
於
此
乃
祖
述
先
王

之
意
遂
就
其
舊
章
刪
三
百
篇
存
其
本
色
以
掲
示
後
世
雖
則
掲
示
猶
尚
懼
釁
聞
罕
漫
而
不
昭
察
故
其
所
雅
言
諄
諄
然
毎
權
輿
其
述
旨
而

後
繼
之
者
大
小
二
序
不
得
不
序
焉
後
素
之
解
多
識
之
説
萌
芽
其
訓
詁
而
後
繼
之
者
毛
氏
不
得
不
傳
焉
而
草
木
疏
等
書
亦
不
得
不
作
焉

唐
成
伯
瑜
氏
有
見
於
此
乃
著
毛
詩
指
説
一
卷
大
義
與
物
名
交
擧
則
亦
後
世
不
得
不
作
焉
之
物
也
歟
而
其
所
述
率
根
極
條
貫
乎
古
來
傳

授
説
而
非
彼
宋
儒
臆
斷
千
載
之
下
之
比
則
雖
有
不
存
焉
者
寡
矣
可
不
傳
乎
浪
華
木
世
肅
氏
近
購
得
其
書
將
上
木
而
遠
寄
請
序
因
題
數

言
還
之
若
夫
他
日
獲
彼
斷
章
二
卷
者
將
合
刻
連
璧
有
請
焉
則
不
辭
又
操
觚
之
役
云
明
和
丁
亥
冬
復
月
筱
山
文
學
浪
華
關
世
美
撰 

（
白
文
） 

 

孔
筆
刪
詩
三
百
篇
以
其
諷
誦
乎
□
□
而
完
後
世
奉
之
固
是
幸
也
乃
詩
之
有
説
自
漢
迄
唐
不
止
數
十
家
然
其
傳
於
今
廑
廑
晨
星
是
何
故

也
宋
而
元
明
經
説
更
端
夫
人
喜
新
學
而
不
暇
古
□
之
存
傳
承
之
言
幾
乎
熄
焉
夫
不
朽
者
而
朽
矣
余
嘗
慨
之
云
以
今
觀
之
如
成
伯
瑜
指
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説
者
不
亦
寡
僅
乎
□
人
木
世
肅
近
獲
其
書
刊
之
□
□
唐
人
或
曰
六
朝
人
顧
雖
其
履
歴
未
詳
然
其
爲
□
稱
述
古
賢
闡
明
大
旨
要
亦
傳
承

之
言
也
如
刪
詩
大
小
序
諸
説
何
其
與
後
儒
懸
隔
也
此
可
不
存
哉
□
□
□
行
世
可
□
斯
道
然
後
不
朽
者
不
朽
矣
余
嘉
奬
同
志
之
擧
因
言

其
志
□
□
佚
之
日
已
久
惜
夫
明
和
戊
子
之
春
浪
華
岡
元
鳳
撰 

（
白
文
） 
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詩
經
八
卷 

寬
文
四
年
野
田
庄
右
衞
門
刊
本 

松
永
昌
易
跋 

 

右
詩
三
百
十
一
篇
朱
子
集
傳
之
考
證
評
註
者
余
敎
授
之
暇
採
摭
元
明
諸
儒
之
説
以
便
同
志
後
學
之
徒
者
也
講
習
堂
寸
雲
子
昌
易
謹
書

焉 

（
白
文
） 



 33 

詩
緝
三
十
六
卷 

天
保
十
五
年
序
姫
路
藩
仁
壽
館
藏
版
刊
本 

林
皝
「
刻
詩
緝
序
」 

酒
井
忠
學
（
姫
路
城
主
）
「
詩
緝
跋
（
版
心
）
」 

 

刻
詩
緝
序 

宋
代
説
詩
之
書
凡
若
干
種
其
尤
顯
者
有
廬
陵
本
義
潁
濱
詩
傳
東
萊
讀
詩
記
倶
闡
發
詳
悉
不
遺
餘
力
而
至
於
考
亭
集
傳
備
矣
華
谷
嚴
氏

所
撰
詩
緝
亦
其
一
也
是
編
以
讀
詩
記
爲
主
而
雜
取
諸
説
以
發
明
之
附
以
己
意
皆
深
得
詩
人
本
意
至
於
音
訓
疑
似
名
物
異
同
考
證
尤
爲

精
核
蓋
在
士
子
爲
不
可
闕
之
書
矣
方
今
説
詩
諸
書
流
傳
於
我
者
不
爲
尠
而
獨
詩
緝
雖
散
見
於
他
書
所
引
而
睹
其
完
帙
者
鮮
矣
至
近
時

往
往
舶
載
新
刻
本
訛
繆
極
多
屬
者
姫
路
源
公
獲
明
槧
一
善
本
命
翻
雕
之
以
藏
於
家
因
屬
皝
爲
序
顧
公
幼
時
嘗
執
經
於
吾
先
考
夙
馳
好

文
之
譽
今
又
有
斯
擧
益
信
公
之
崇
學
其
用
心
也
篤
矣
況
是
編
參
之
朱
傳
有
所
資
益
學
者
由
是
而
津
逮
焉
更
進
而
折
衷
於
諸
家
之
説
其

亦
可
矣
然
則
是
書
之
出
必
知
皆
爭
購
競
獲
時
月
之
閒
殆
將
遍
布
寰
宇
其
有
嘉
惠
後
學
孰
謂
匪
公
之
賜
耶
皝
因
抃
手
樂
而
序
之
天
保
十

五
年
龍
集
閼
逢
執
除
季
秋
月
大
學
頭
林
皝
敬
撰 

（
句
） 

 

余
不
肖
叨
牧
民
之
職
日
夜
兢
兢
恐
墜
祖
烈
顧
念
敎
育
人
材
之
道
莫
先
於
講
學
因
欲
刊
布
好
書
以
資
生
徒
未
果
也
壬
寅
之
夏
官
下
令
俾

有
土
列
藩
各
開
鍥
典
籍
於
是
與
祭
酒
林
先
生
議
定
將
刻
華
谷
嚴
氏
所
註
毛
詩
募
其
善
本
聞
愛
日
樓
有
舊
儲
因
借
覽
之
則
字
畫
端
正
迥

非
近
時
坊
本
之
比
愛
日
老
人
與
余
有
舊
乃
懇
求
之
老
人
割
愛
見
贈
余
喜
可
知
也
遄
命
侍
臣
重
加
釐
正
遂
就
翻
雕
焉
蓋
毛
詩
之
解
朱
呂

二
家
註
本
早
已
鐫
行
但
嚴
氏
此
述
固
稱
博
綜
而
舶
齎
不
多
學
者
以
爲
憾
今
始
入
刻
庶
幾
於
抱
經
之
士
或
有
裨
益
則
大
府
之
令
鄙
衷
之

私
一
擧
而
兩
得
之
也
滋
爲
可
喜
矣
剞
劂
告
竣
乃
題
詹
言
如
此
天
保
甲
辰
三
月
姫
路
城
主
源
忠
學
識 

（
句
） 
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毛
詩
名
物
圖
説
九
卷 

文
化
五
年
江
戸
堀
野
屋
儀
助
等
刊
本 

多
紀
元
簡
「
毛
詩
名
物
圖
説
序
」 

 

毛
詩
名
物
圖
説
序 

吾
醫
脩
本
草
之
學
以
辨
明
動
植
之
名
状
是
非
□
誇
博
而
鬪
奇
也
唯
要
知
其
功
用
以
治
人
之
疾
疹
耳
儒
者
講
毛
詩
之
學
以
疏
證
鳥
獸
草

木
之
名
物
亦
豈
貪
多
識
而
誇
博
聞
乎
哉
要
在
□
其
興
象
以
正
人
之
性
情
焉
夫
治
人
之
疾
疹
以
躋
壽
域
正
人
之
性
情
以
入
聖
域
其
事
雖

異
而
其
理
則
同
是
故
詩
三
百
要
思
無
邪
爯
本
草
三
百
六
十
種
要
身
無
疾
爯
人
身
無
疾
而
民
以
無
邪
則
太
平
鼓
腹
之
治
聖
賢
所
願
豈
出

此
外
乎
是
故
云
不
爲
良
相
則
爲
良
醫
蓋
以
其
理
相
類
也
呉
中
徐
實
夫
毛
詩
名
物
圖
説
會
萃
衆
義
斷
以
其
所
見
簡
而
有
要
是
學
詩
之
寶

筏
也
滕
揚
州
翻
刻
之
以
請
序
於
予
予
醫
也
不
好
序
儒
書
況
於
解
經
之
書
乎
雖
然
此
書
疏
解
動
植
之
物
則
渉
於
吾
本
草
之
學
而
脩
明
本

草
者
不
可
不
參
考
此
書
也
是
故
於
其
請
序
論
詩
本
草
之
所
以
相
爲
表
裏
者
矣
其
編
端
云
文
化
五
年
戊
辰
三
月
江
戸
醫
官
丹
波
元
簡
廉

夫
蘭
溪
西
島
長
孫
書 

（
白
文
） 
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韓
詩
外
傳
十
卷 

寶
暦
九
年
大
坂
淺
野
彌
兵
衞
等
刊
本 

秋
山
儀
「
新
刻
韓
詩
外
傳
序
」 

鳥
山
宗
成
「
韓
詩
外
傳
序
」 

 

新
刻
韓
詩
外
傳
序 

先
王
之
敎
始
於
誦
數
誦
數
始
於
詩
詩
可
以
興
可
以
觀
可
以
羣
可
以
怨
邇
之
事
父
遠
之
事
君
多
識
於
鳥
獸
草
木
之
名
故
夫
子
雅
言
也
而

罕
言
寓
焉
亦
唯
温
厚
和
平
諷
詠
□
□
循
循
然
善
誘
人
使
人
思
而
自
得
之
知
來
起
予
職
此
之
由
故
古
之
學
者
必
先
於
詩
焉
然
後
經
藝
可

陳
苟
不
先
於
詩
乎
經
藝
不
可
得
而
陳
也
亦
後
經
面
牆
而
已
故
鹽
梅
五
味
之
和
也
四
詩
六
經
之
和
也
諸
家
之
傳
得
失
互
有
燕
人
韓
嬰
亦

著
内
外
傳
惜
矣
内
傳
不
傳
唯
外
傳
存
其
書
博
采
古
人
言
行
引
詩
韓
之
其
文
瞻
其
辭
縟
□
讀
者
欣
然
忘
疲
厭
而
□
之
愈
嚼
愈
覺
其
味
之

源
長
於
是
乎
自
經
史
而
外
及
諸
子
百
家
之
言
譯
然
□
融
乎
詩
而
無
凝
滞
焉
其
爲
義
之
府
也
昭
昭
矣
設
令
夫
子
而
在
乎
亦
當
曰
嬰
也
始

可
與
言
詩
已
矣
諸
家
訓
詁
局
於
一
經
豈
如
韓
之
旁
通
貫
綜
哉
元
儒
山
東
張
□
士
行
云
外
傳
傑
出
可
謂
知
言
矣
己
卯
春
余
從
吾
侯
而
東

三
月
上
浪
華
磯
夜
宿
逆
旅
之
舍
有
人
携
是
本
來
曰
是
越
烏
世
章
所
□
今
將
上
木
□
乞
子
一
言
余
年
無
千
眼
目
有
玄
花
又
子
□
□
行
倶

下
加
之
跋
渉
之
□
未
□
□
下
草
草
讀
數
葉
而
已
且
未
識
其
人
將
□
以
措
辭
明
發
倉
皇
上
途
四
月
抵
江
都
不
復
以
序
爲
迄
後
數
月
世
章

寄
余
詩
及
文
申
以
拙
序
之
役
余
更
而
讀
之
亦
猶
見
其
人
乎
義
遂
不
可
固
辭
因
題
其
□
曰
草
閒
之
蛇
翹
首
尺
其
脩
短
立
見
余
於
校
本
亦

未
卒
業
既
已
知
其
必
有
裨
於
學
者
也
云
寶
暦
九
年
秋
九
月
□
□
秋
儀
書
於
江
都
就
口
□
舍
之
中 

（
白
文
） 

 

韓
詩
外
傳
序 

孔
門
之
説
詩
也
猶
造
父
之
御
車
孫
子
之
用
兵
也
進
退
歩
驟
奇
正
開
闔
惟
其
意
之
所
欲
出
焉
至
矣
盡
矣
其
蔑
以
加
於
此
矣
繼
之
者
其
惟

孟
子
耶
其
所
謂
不
以
文
害
辭
不
以
辭
害
志
以
意
逆
志
者
實
開
萬
世
説
詩
之
法
也
自
孟
子
沒
寥
寥
乎
亡
聞
哉
降
迨
後
世
引
縄
墨
而
論
之

取
性
理
以
鼓
之
則
詩
道
幾
乎
熄
矣
獨
韓
氏
在
漢
文
之
世
著
韓
詩
内
外
傳
當
斯
時
孔
門
之
澤
未
墜
於
地
賢
不
賢
識
其
大
小
韓
氏
蒐
而
鳩
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之
其
文
也
非
左
也
非
荘
也
非
孟
也
非
荀
也
非
賈
董
兩
馬
也
秦
漢
之
閒
別
搆
一
家
乃
爲
藝
苑
絶
品
蓋
繼
孟
子
而
興
者
豈
非
斯
人
歟
惜
乎

内
傳
既
亡
外
傳
孤
行
余
在
郷
之
日
甚
嗜
韓
詩
嘗
病
外
傳
之
多
衍
脱
謬
誤
讀
之
使
人
不
勝
乙
反
覆
校
之
繕
爲
善
本
又
傷
内
傳
之
亡
妄
不

自
揣
剽
掠
盗
竊
以
擬
之
琢
字
成
辭
屬
辭
成
篇
篇
凡
五
十
餘
猶
未
脱
稿
固
亦
西
施
之
顰
邯
鄲
之
歩
而
已
甲
戌
之
春
城
門
失
火
禍
及
弊
廬

其
校
本
擬
稿
一
夕
爲
灰
燼
余
於
是
乎
拍
然
而
抃
嗑
爾
以
笑
曰
猗
乎
祝
融
之
神
藏
吾
之
拙
而
奪
之
邪
抑
亦
韓
氏
之
靈
怒
吾
之
妄
以
火
之

邪
此
二
者
固
不
可
以
臆
度
則
吾
豈
若
已
乎
哉
從
茲
絶
筆
不
復
屬
意
韓
詩
今
也
浮
遊
浪
華
暇
日
與
六
七
兄
弟
讀
外
傳
亦
皆
苦
其
不
可
句

也
是
以
校
華
刻
數
本
窮
丹
鉛
之
用
傍
添
國
字
授
剞
劂
氏
非
敢
爲
馮
婦
也
聊
便
於
童
觀
耳
寶
暦
己
卯
端
午
日
南
越
鳥
宗
成
撰 

（
返
送

句
） 
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禮
類 

  

周
禮
六
卷 
江
戸
期
刊
本 

林
信
勝
「
周
禮
跋
（
版
心
）」 

 

周
公
摂
政
制
禮
樂
官
得
其
人
任
穪
其
職
於
是
六
典
以
敍
周
禮
是
也
故
儒
先
有
言
周
禮
者
周
公
天
理
熟
爛
之
書
也
善
用
則
太
平
可
以
馴

致
矣
若
新
室
用
之
以
爲
簒
竊
煕
寧
用
之
以
爲
苛
法
人
實
有
咎
書
何
咎
之
有
哉
讀
者
其
精
詳
焉
近
代
讀
者
鮮
矣
余
嘗
塗
朱
墨
以
藏
于
塾

今
周
哲
生
加
之
訓
點
苟
不
自
是
來
就
余
質
正
不
亦
奇
乎
或
有
起
予
者
或
有
竄
定
者
他
日
更
校
讎
庶
乎
可
也
哲
生
者
大
江
參
議
甲
州
牧

君
之
家
人
也
牧
君
成
人
之
美
故
勸
而
敎
之
其
意
蓋
欲
國
家
官
職
能
得
其
人
益
延
治
平
於
無
窮
者
是
亦
可
貴
也
遂
跋
寬
永
九
年
冬
十
一

月
夕
顏
巷
戸
部
卿
法
印
道
春 

（
白
文
） 
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周
禮
正
文
三
卷 

文
化
六
年
刊
東
京
和
泉
屋
金
右
衞
門
等
後
印
本 

佐
藤
政
敦
「
序
」 

 

序 聖
人
之
制
禮
也
上
律
天
時
以
建
之
數
下
襲
地
誼
而
立
其
度
三
百
六
十
以
網
羅
天
下
周
官
雖
闕
可
以
觀
其
綱
矣
至
威
儀
之
節
則
所
以
使

人
固
肌
膚
之
會
筋
骸
之
束
以
立
無
過
之
地
其
條
三
千
擾
之
亦
多
矣
高
堂
禮
雖
弗
備
可
以
睹
其
端
也
至
戴
氏
記
摭
其
遺
輯
其
闕
兼
以
論

其
義
者
也
然
則
三
經
之
在
禮
譬
之
鼎
足
失
一
則
不
可
也
自
世
有
五
經
之
稱
而
後
之
初
學
唯
知
誦
戴
記
不
知
讀
二
禮
習
貫
爲
常
脩
業
之

後
徒
言
其
理
已
至
如
制
度
之
數
威
儀
之
文
則
芒
乎
不
省
以
是
議
禮
不
亦
左
乎
雖
幼
蒙
之
不
及
於
此
抑
亦
誰
之
愆
歟
我
聞
兼
山
先
生
之

塾
式
次
五
經
以
二
禮
可
謂
善
捄
其
敝
者
而
二
禮
之
有
舊
讀
米
鹽
蟻
傅
其
煩
可
猒
頃
者
重
野
東
成
携
其
所
校
周
官
正
文
來
視
余
曰
前
依

鄭
義
正
讀
施
訓
既
經
師
閲
今
也
將
上
攖
儀
禮
之
鐫
亦
復
有
日
願
得
太
夫
一
言
以
冠
卷
首
余
國
事
之
不
遑
講
學
之
無
素
焉
敢
雖
然
向
者

我
藩
主
延
抬
受
經
又
使
藩
子
弟
就
學
余
亦
時
質
問
則
此
擧
也
豈
云
他
人
之
幸
乎
哉
是
余
所
以
不
辭
有
此
序
也
文
化
六
年
己
巳
之
秋
延

陵
藤
政
敦
撰
松
山
源
忠
孝
書 

（
句
） 
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儀
禮
十
七
卷 

寬
永
十
三
年
序
刊
本 

周
哲
「
儀
禮
序
」 

林
信
勝
「
儀
禮
跋
（
版
心
）
」 

 

予
見
儀
禮
周
禮
二
書
苦
其
難
讀
且
憾
無
倭
字
之
訓
解
古
或
有
之
而
爲
失
火
所
焚
邪
抑
遭
亂
賊
而
委
于
塵
土
邪
嘗
竊
聽
羅
山
先
生
之
點

焉
意
必
祕
而
不
出
越
不
揆
檮
昩
點
之
而
思
授
諸
童
蒙
者
故
悉
鄙
情
從
事
于
机
案
閒
手
寫
白
文
經
三
霜
而
漸
終
其
功
自
漢
唐
宋
元
以
來

注
之
者
有
多
門
予
惟
從
鄭
康
成
之
解
則
聊
存
古
之
義
也
既
而
顧
蛣
蜣
轉
丸
之
譏
謁
于
先
生
需
是
正
之
先
生
使
予
讀
其
始
終
被
質
十
其

一
二
遂
跋
其
卷
尾
嗟
乎
先
生
之
於
學
者
泰
山
之
蟻
垤
江
淮
之
細
流
也
片
言
之
褒
猶
踰
華
■
何
況
此
跋
乎
榮
之
而
藏
于
筐
笥
今
茲
書
林

松
氏
請
鏽
于
梓
膚
淺
孤
陋
非
無
謬
誤
讀
者
自
擇
執
之
幸
也
寬
永
十
三
年
夏
六
月
愚
齋
周
哲
序 

（
白
文
） 

■ 

（
コ
ン 

3
4
1
2
1

） 

 

儀
禮
者
文
王
武
王
之
制
度
而
周
公
所
撰
之
經
也
有
鄭
註
陸
音
賈
疏
而
行
于
世
雖
然
往
往
佶
屈
聱
牙
故
韓
愈
尚
云
苦
儀
禮
難
讀
而
況
於

今
乎
余
往
日
滴
句
讀
之
露
行
墨
點
之
鴉
姑
藏
于
家
以
待
再
校
今
茲
大
江
參
議
甲
州
牧
君
之
近
習
周
哲
生
手
自
寫
白
文
且
點
之
來
問
其

臧
否
又
請
補
寫
其
脱
落
者
懇
甚
於
是
出
示
家
本
以
使
參
考
焉
古
人
撿
書
譬
諸
掃
風
葉
他
後
宜
重
是
正
焉
夫
禮
之
盛
也
優
優
乎
三
百
三

千
待
其
人
而
後
行
今
讀
此
書
則
雖
千
歳
之
下
如
升
降
出
入
于
其
處
進
退
揖
讓
于
其
閒
也
孔
子
曰
周
監
於
二
代
郁
郁
乎
文
哉
吾
從
周
嗚

呼
大
矣
遂
跋
寬
永
九
年
冬
十
一
月
夕
顏
巷
戸
部
卿
法
印
道
春 

（
白
文
） 
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儀
禮
十
七
卷 

寶
暦
十
三
年
京
都
山
田
三
良
兵
衞
等
刊
本 

菅
原
在
家
「
儀
禮
序
」 

河
野
子
龍
「
刻
儀
禮
序
」 

 

儀
禮
序 

從
三
位
行
右
大
辨
菅
原
朝
臣
在
家
撰
夫
周
禮
之
與
儀
禮
同
是
周
公
所
制
然
而
周
禮
繫
之
周
儀
禮
則
不
者
蓋
以
其
兼
有
三
代
之
法
也
嗚

呼
孔
子
生
周
末
衰
亂
之
世
睹
典
籍
煩
亂
懼
憲
章
遂
泯
敍
書
刪
詩
脩
春
秋
讚
易
道
愼
明
舊
典
於
是
乎
所
以
節
威
儀
序
尊
卑
寧
社
稷
正
朝

廷
經
邦
國
之
法
備
矣
比
光
日
月
垂
法
萬
世
郁
郁
乎
文
哉
蓋
以
秦
漢
以
下
典
禮
制
度
雖
世
有
沿
革
源
遠
流
分
而
要
莫
不
出
於
儀
禮
於
我

朝
廷
亦
然
人
唯
知
其
制
度
摸
隋
唐
而
不
知
其
禮
本
出
於
儀
禮
詩
曰
不
識
不
知
順
帝
之
則
其
是
之
謂
乎
賈
氏
曰
周
禮
爲
末
儀
禮
爲
本
余

謂
三
百
三
千
儀
禮
實
爲
之
本
本
立
道
生
豈
可
忽
之
哉
今
也
此
書
刻
成
矣
余
喜
而
不
寐
遂
爲
之
序
云
爾
寶
暦
十
二
年
三
月
三
日 

（
白

文
） 

 

刻
儀
禮
序 

禮
經
周
公
之
所
制
作
也
舜
自
五
禮
章
五
服
禹
湯
之
際
質
文
相
移
損
益
斯
可
知
至
于
有
周
綦
文
綦
章
曲
爲
之
防
制
之
禮
經
故
曰
周
監
二

代
郁
郁
乎
文
哉
周
道
既
衰
彝
典
攸
斁
故
武
子
聘
周
始
講
典
禮
宣
子
適
魯
乃
知
周
典
經
禮
三
百
曲
禮
三
千
缺
有
閒
已
久
矣
然
春
秋
列
國

相
聘
玉
帛
將
命
冠
昏
喪
祭
俎
豆
之
事
猶
依
以
行
之
夫
子
問
禮
柱
下
聿
曁
杞
宋
補
缺
擧
遺
文
獻
是
索
以
明
禮
經
夫
子
沒
而
頽
乎
戰
國
而

七
十
子
之
徒
之
所
雜
識
尚
可
執
也
聖
經
百
六
祖
龍
作
災
先
王
之
大
典
禮
經
斬
焉
亡
矣
漢
緝
遺
文
捜
缺
典
灰
燼
之
餘
寸
簡
貴
尺
璧
魯
國

高
堂
生
所
傳
者
裁
一
十
有
七
篇
是
乃
周
公
所
制
作
禮
經
也
唯
其
王
朝
之
禮
咸
缺
邦
國
之
制
存
半
淹
中
之
出
者
亦
堙
泯
之
餘
亡
有
師
説

世
是
以
不
傳
今
儀
禮
即
高
堂
生
之
舊
也
蓋
周
公
之
所
制
作
三
千
三
百
該
其
大
數
禮
制
之
凡
節
文
之
目
其
實
也
一
胡
岐
而
兩
之
若
夫
記

則
七
十
子
之
徒
之
所
雜
識
與
漢
諸
儒
博
士
之
所
述
而
皆
言
其
義
禮
之
有
記
也
其
猶
春
秋
之
傳
乎
而
正
經
之
逸
者
亦
糅
焉
至
周
官
之
書
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則
先
王
體
國
經
野
設
官
分
職
之
典
先
儒
或
目
周
官
爲
經
禮
謂
儀
禮
曲
禮
似
失
之
矣
夫
體
履
一
揆
已
非
本
末
經
禮
曲
禮
胥
言
威
儀
人
之

所
以
異
犬
羊
之
與
戎
貊
者
何
哉
有
威
儀
也
是
故
愼
終
追
遠
則
喪
祭
重
始
敬
本
則
冠
昏
肅
雝
嘉
淑
於
是
乎
有
朝
聘
享
頫
湛
樂
燕
衎
乃
制

之
射
鄕
食
饗
周
還
裼
襲
其
儀
整
如
也
俎
豆
玉
帛
其
節
森
如
也
是
以
執
玉
之
高
而
子
貢
知
其
死
亡
受
瑞
之
惰
而
内
史
知
其
不
終
審
威
儀

也
詩
曰
威
儀
抑
抑
德
音
秩
秩
又
曰
敬
愼
威
儀
維
民
之
則
重
威
儀
也
君
子
之
成
德
也
將
必
於
是
乎
觀
焉
故
曰
容
止
可
觀
進
退
可
度
致
威

儀
也
是
故
威
儀
德
之
表
也
法
度
禮
之
體
也
君
子
之
所
審
焉
禮
經
雖
缺
有
周
之
制
可
知
也
夫
時
有
升
降
所
遵
異
尚
以
今
視
于
數
千
百
祀

之
上
舍
法
度
威
儀
而
何
觀
哉
夫
法
度
威
儀
物
也
周
公
所
制
禮
經
之
載
豈
外
乎
物
以
今
視
于
數
千
百
祀
之
上
不
以
法
度
威
儀
求
之
乃
舍

本
論
理
舍
物
審
義
倀
倀
乎
其
不
能
合
也
必
也
審
物
而
論
厥
本
伏
習
之
久
宛
乎
身
周
旋
揖
讓
于
一
堂
之
上
秩
然
旦
莫
趨
詳
張
皇
于
一
庭

之
閒
夫
如
是
也
綴
綴
然
其
有
以
合
也
嗚
乎
專
門
之
學
廢
而
士
之
習
禮
節
者
益
少
明
氏
排
儀
禮
學
官
獨
立
禮
記
陳
氏
之
説
遂
孤
行
而
世

之
讀
儀
禮
者
益
鮮
亡
稽
之
談
一
錯
厠
明
氏
之
敝
斯
流
矣
悲
矣
夫
且
夫
辭
之
棘
焉
韓
愈
而
難
之
儀
文
已
繁
讀
者
不
能
竟
篇
奇
辭
奧
旨
又

奚
自
得
焉
世
之
儒
者
遂
束
而
不
窺
弁
髦
而
麾
棄
之
廼
又
諉
曰
禮
不
在
法
度
威
儀
屑
屑
焉
于
繁
文
末
節
祝
史
之
事
爾
夫
先
王
制
禮
以
能

成
民
能
事
神
修
外
而
爲
異
乃
法
度
威
儀
而
存
焉
不
求
於
法
度
威
儀
而
求
諸
浩
眇
宏
肆
之
中
■
矣
即
法
度
威
儀
之
外
而
別
有
浩
眇
宏
肆

之
理
彼
杞
宋
文
獻
夫
子
何
其
不
足
而
不
徴
也
禮
經
雖
缺
有
周
之
制
可
知
也
其
物
之
與
本
既
審
而
正
矣
讀
儀
禮
者
之
於
禮
也
其
猶
視
諸

其
掌
乎
不
獨
禮
也
六
籍
皆
是
也
余
得
錢
塘
鍾
氏
校
本
校
之
文
字
紕
繆
甚
多
不
得
則
不
通
廼
會
數
本
徧
蒐
諸
注
家
即
朱
熹
以
降
莫
不
該

焉
唯
其
古
義
之
得
以
爲
難
自
朱
熹
旁
引
經
傳
分
析
篇
章
其
徒
頗
知
言
儀
禮
而
其
得
也
蓋
少
獨
元
敖
繼
公
所
著
論
學
雖
不
純
古
皆
誦
證

于
二
禮
春
秋
多
所
發
明
予
是
以
旨
之
於
是
攷
定
較
訂
窮
年
累
月
始
得
其
正
嘻
經
術
蠱
壞
習
流
日
波
是
刻
也
成
其
庶
幾
乎
足
以
喩
夫
束

而
不
窺
又
從
而
排
之
者
焉
耳
矣
乃
志
古
之
士
其
有
少
鑒
于
予
之
言
夫
寶
暦
壬
午
夏
五
月
河
子
龍
伯
潜
撰 

（
句
返
送
縱
） 

 

■
（
レ
イ 

2
3
0
8
7

） 
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禮
記
正
文
五
卷 

寬
政
十
年
靑
蘿
館
刊
本 

靑
木
萬
邦
「
跋
（
版
心
）」 

 

余
之
在
越
前
也
客
從
京
師
來
而
謂
曰
大
哉
山
子
之
學
也
余
曰
子
之
出
此
言
將
何
所
見
客
曰
然
我
未
嘗
見
象
見
牙
而
知
象
之
大
今
京
師

學
士
尚
山
點
詩
書
簡
正
佔
畢
成
風
舊
習
之
陋
如
飲
灰
洗
膓
餘
風
所
扇
動
肥
之
西
紀
之
南
莫
不
靡
然
於
是
乎
引
領
東
望
曰
既
以
詩
書
惠

天
下
易
禮
盍
出
乎
夫
句
讀
細
故
也
我
以
見
山
子
之
學
之
大
豈
亦
不
象
之
牙
乎
余
曰
然
哉
然
哉
嗚
呼
無
此
物
何
以
易
之
昔
者
先
王
移
風

易
俗
禮
樂
則
其
物
也
子
以
象
之
牙
知
山
子
之
學
余
亦
以
子
之
言
知
禮
樂
之
德
詩
曰
如
切
如
磋
子
其
記
之
客
頷
而
去
客
歳
從
駕
於
東
朝

乃
縱
臾
葛
萩
二
子
授
此
書
於
梓
人
以
酬
東
望
之
士
云
爾
戊
午
之
冬
十
一
月
靑
木
萬
邦
識
生
駒
恒
書 

（
句
） 
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禮
記
三
十
卷 

寬
文
四
年
野
田
庄
右
衞
門
刊
本 

松
永
昌
易
跋 

 

右
禮
記
集
説
之
考
證
引
援
者
孔
頴
逹
正
義
及
柯
尚
遷
全
經
之
説
採
焉
掇
焉
爲
初
學
蒙
士
之
譚
柄
潤
色
而
已
矣
春
秋
館
敎
授
昌
易
記 

（
白
文
） 

     

禮
記
集
説
大
全
三
十
卷 

昌
平
坂
學
問
所
刊
本 

林
信
勝
跋 

 

禮
記
一
套
以
陳
澔
集
説
之
趣
爲
之
訓
點
道
春 

（
白
文
） 
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檀
弓
一
卷 

延
享
四
年
大
坂
堀
内
忠
助
等
刊
本 

仲
子
由
基
「
合
刻
檀
弓
孟
子
序
」 

山
縣
孝
孺
「
書
檀
弓
孟
子
批
點
後
」 

 

合
刻
檀
弓
孟
子
序 

三
墳
五
典
九
丘
八
索
吾
未
聞
有
伏
生
存
焉
夏
商
之
際
必
也
載
於
簡
而
後
能
瓜
瓞
後
世
則
文
之
不
可
已
也
如
是
乎
世
無
文
辭
日
月
不
明

仲
尼
曰
辭
達
而
已
矣
辭
也
者
文
辭
也
與
言
語
不
同
辭
而
不
文
安
乎
成
名
不
然
何
言
言
之
不
文
不
足
以
行
遠
夫
子
獨
警
夫
辭
飾
而
意
不

達
者
耳
自
韓
柳
□
六
朝
之
粉
□
祖
孟
子
唱
古
文
也
今
之
稱
古
文
者
遂
擯
孟
子
不
取
焉
夫
辭
有
正
有
譎
文
有
雅
有
辟
以
余
觀
之
孟
子
殊

無
譎
與
辟
未
見
其
或
不
正
不
雅
者
韓
柳
□
而
歐
蘇
歐
蘇
□
而
語
録
豈
孟
子
之
罪
哉
洙
泗
之
後
儒
者
能
言
莫
若
孟
與
荀
苟
祖
孟
子
而
不

爲
孟
子
之
奴
於
儒
家
文
辭
足
矣
孟
子
豈
可
擯
耶
□
者
□
縣
先
生
之
所
獲
謝
蘇
二
氏
所
批
檀
弓
孟
子
之
書
卒
業
則
二
氏
以
爲
鑿
鑿
中
肯

綮
不
啻
庖
丁
解
牛
若
夫
檀
弓
與
左
氏
頡
頏
時
或
出
其
右
唯
是
洛
誦
之
孫
知
讀
檀
弓
不
知
讀
檀
弓
之
文
謝
君
乃
一
上
其
手
一
下
其
手
是

或
可
庶
幾
歟
於
是
肄
業
之
暇
旁
註
國
字
以
便
誦
讀
且
舊
刻
一
二
疏
義
不
與
文
章
者
後
人
所
加
非
謝
君
之
意
今
悉
削
去
從
簡
顧
學
古
文

者
得
二
子
之
意
讀
二
書
焉
思
過
半
也
抑
亦
渉
嶮
之
津
梁
也
頃
剞
劂
請
梓
而
傳
不
許
三
余
曰
吾
過
矣
吾
過
矣
龜
玉
毀
於
櫝
中
是
誰
之
責

與
蠹
之
又
蠹
皮
之
不
存
如
之
何
沾
之
哉
沾
之
哉
遂
命
上
梨
棗
云
延
享
丙
寅
夏
六
月
長
門
仲
由
基
題 

（
句
） 

 

書
檀
弓
孟
子
批
點
後 

余
□
年
得
疊
山
批
點
檀
弓
老
泉
批
點
孟
子
於
傍
閒
初
廼
以
是
或
王
會
稽
千
字
文
不
必
出
乎
二
子
然
其
批
點
評
論
精
覈
周
□
非
老
於
文

章
者
不
能
爲
焉
復
及
見
淸
人
崑
山
徐
與
喬
經
史
初
學
辨
體
輒
有
言
曰
儒
之
尊
經
莫
若
宋
使
不
可
評
謝
疊
山
何
以
評
檀
弓
蘇
老
泉
何
以

評
孟
子
由
是
觀
之
二
書
傳
授
久
之
可
證
焉
唯
爲
王
李
古
文
之
□
厭
不
甚
著
焉
耳
命
置
帳
中
云
縣
孝
孺 

（
句
） 
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大
戴
禮
記
十
三
卷 

元
祿
六
年
刊
鴈
金
屋
昌
兵
衞
後
印
本 

淺
見
安
正
跋 

 

書
肆
某
欲
刊
大
戴
禮
記
因
點
和
讀
以
與
之
且
考
其
本
末
可
驗
者
載
諸
後
如
右
此
書
固
純
駁
混
襍
而
先
聖
偉
辭
禮
典
關
于
道
術
政
敎
之

要
者
蓋
亦
不
尠
讀
者
宜
愼
選
莫
忽
焉
（
逸
禮
出
于
説
郛
）
元
祿
壬
申
季
夏
日
淺
見
安
正
謹
書 

（
返
送
縱
） 

     

新
定
三
禮
圖
二
十
卷 

寶
暦
十
一
年
江
戸
前
川
六
左
衞
門
刊
本 

菊
池
武
愼
「
題
新
定
三
禮
圖
後
」 

 

題
新
定
三
禮
圖
後 

宋
河
南
聶
氏
所
奉
勅
而
集
註
新
定
三
禮
圖
定
擬
先
代
車
旗
服
色
鍾
鼎
祼
器
之
制
而
詳
悉
該
備
有
益
于
後
進
如
俯
拾
地
芥
矣
恨
國
朝
未

經
剞
劂
氏
之
手
坊
閒
畜
之
者
殆
少
矣
不
侫
適
得
善
本
於
同
志
之
珍
藏
乃
喜
而
校
訂
俾
書
肆
鋟
于
梓
云
寶
暦
辛
巳
之
春
南
陽
山
人
菊
池

武
愼 

（
白
文
） 
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春
秋
類 

  

春
秋
經
傳
集
解
三
十
卷 

寬
永
八
年
跋
刊
後
印
本 

堀
正
意
「
左
氏
春
秋
跋
」 

 

左
氏
春
秋
跋 

春
秋
有
五
傳
左
氏
公
羊
氏
穀
梁
氏
鄒
氏
夾
氏
是
也
鄒
夾
二
氏
無
傳
高
赤
倶
受
學
於
再
傳
之
子
夏
獨
左
丘
明
受
經
於
仲
尼
身
爲
國
史
躬

覽
載
籍
廣
記
而
備
言
之
其
文
艶
而
富
其
旨
遠
而
深
漢
魏
以
來
言
左
氏
者
數
十
家
而
晉
司
徒
杜
元
凱
耽
思
經
籍
自
謂
有
左
傳
癖
平
呉
之

後
辭
去
世
務
爲
春
秋
左
氏
經
傳
集
解
又
參
考
衆
家
譜
弟
歴
數
年
月
作
釋
例
長
暦
備
成
一
家
之
學
文
辭
質
直
理
義
幽
邃
卒
不
能
解
故
人

未
之
重
唯
摯
虞
賞
之
曰
此
書
孤
行
矣
宜
哉
鉅
儒
碩
才
崛
起
於
唐
宋
之
閒
無
加
點
竄
之
筆
矣
爾
後
林
唐
翁
藻
飾
之
爲
句
解
申
周
翰
羽
翼

之
作
詳
節
瑤
泉
評
苑
之
異
論
稚
隆
測
義
之
該
洽
遂
不
離
於
杜
氏
範
圍
之
中
矣
古
者
本
朝
之
盛
建
大
學
寮
設
得
業
學
生
之
科
令
讀
五
經

三
史
及
天
文
九
章
等
書
限
左
傳
以
七
百
余
日
以
謂
文
義
古
奧
簡
帙
重
大
故
也
自
是
至
今
迄
于
千
祀
朝
野
傳
習
師
弟
授
受
然
而
時
有
隆

汚
人
有
智
愚
則
琅
琊
之
稲
無
辨
而
空
束
高
閣
柰
何
至
於
艾
頴
擢
異
時
之
甲
科
東
萊
撰
一
月
之
博
議
耶
今
遇
明
時
大
闡
儒
敎
人
知
禮
讓

家
蓄
經
史
爰
杉
田
氏
玄
與
欲
刊
訓
點
左
傳
以
行
四
方
屬
予
求
善
本
予
嘉
此
書
之
裨
益
學
者
遍
考
數
本
正
字
畫
之
紕
繆
改
和
訓
之
異
同

可
者
存
之
闕
者
補
之
以
俟
後
之
君
子
矣
庶
幾
讀
之
者
辨
淄
澠
分
涇
渭
者
幸
甚
時
寬
永
八
年
歳
次
辛
未
冬
日
南
至
尾
陽
路
醫
官
法
眼
杏

菴
正
意
跋 

（
白
文
） 
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春
秋
左
傳
三
十
卷 

安
永
六
年
刊
大
坂
河
内
屋
茂
兵
衞
等
後
印
本 

源
頼
亮
「
重
刻
左
氏
傳
後
序
」 

那
波
師
曾
「
跋
（
版
心
）
」 

 

重
刻
左
氏
傳
後
序 

左
氏
與
公
榖
匹
固
勿
論
矣
而
左
氏
獨
行
者
以
屬
辭
比
事
三
體
五
情
曲
臻
也
至
其
文
所
結
搆
依
經
以
辨
理
錯
經
以
合
異
隨
義
而
發
例
則

杜
氏
更
修
傳
歸
凡
而
原
始
要
終
微
顯
闡
幽
而
其
義
確
如
也
是
復
所
以
獨
行
也
然
而
年
禩
之
久
編
蒲
之
所
致
剞
劂
之
所
加
紕
繆
已
多
矣

於
是
乎
阿
州
人
那
坡
某
務
辨
魚
魯
照
烏
焉
校
訂
研
究
句
讀
竟
歸
于
正
國
字
旁
注
全
備
矣
既
而
衆
志
貴
重
冠
於
藝
林
此
刻
最
行
焉
故
未

數
年
舊
版
已
靡
爛
猶
尚
切
劘
不
倦
再
刻
是
謀
乃
介
某
而
謁
予
言
予
曰
杜
氏
之
有
大
造
于
前
若
燒
犀
而
照
也
那
坡
氏
之
躡
影
于
後
若
浣

質
而
睨
之
也
其
所
以
最
獨
行
之
所
自
可
以
知
也
已
矣
奚
借
予
言
固
辭
不
許
竟
書
以
塞
其
責
云
爾
天
明
丁
未
冬
守
山
源
賴
亮
東
江
處
士

源
鱗
書 

（
白
文
） 

 

春
秋
一
書
聖
制
所
寓
輕
重
之
權
衡
曲
直
之
繩
墨
誰
得
而
易
之
哉
雖
然
時
有
遲
速
人
有
賢
愚
欲
因
遺
經
窺
聖
人
之
用
亦
既
難
矣
是
故
以

公
穀
之
專
門
而
猶
有
疎
漏
誤
事
之
毀
獨
至
武
夷
胡
康
侯
以
剛
大
正
直
之
説
明
天
理
正
人
心
史
外
精
義
炳
如
日
星
何
俟
於
後
進
之
贊
哉

蓋
此
數
家
以
經
爲
斷
以
義
爲
主
而
議
論
紛
紜
猶
尚
如
此
若
丘
明
傳
則
先
後
依
錯
未
嘗
必
以
經
爲
意
復
奚
與
焉
唯
敍
事
洽
博
往
往
與
經

相
爲
脣
齒
則
大
非
諸
家
縮
■
之
儔
也
潛
意
於
此
經
者
豈
其
可
措
乎
若
夫
陶
鑄
一
派
富
豓
浩
蕩
之
文
爲
鉤
棘
難
讀
之
地
以
丘
明
爲
口
實

抑
亦
降
哉
余
蚤
校
左
傳
集
解
三
年
卒
業
先
賢
有
言
讀
書
不
眠
徹
夜
聞
杜
鵑
之
聲
余
未
必
無
感
焉
嗚
呼
一
堆
破
爛
朝
報
其
勞
神
費
精
亦

勤
矣
此
何
心
哉
此
何
心
哉
寶
暦
四
年
甲
戌
冬
十
一
月
十
七
日
書
於
魯
堂
中
西
播
後
學
那
波
師
曾
舊
本
漫
漶
改
刻
再
校
安
永
六
年
丁
酉

春
三
月
二
十
一
日
魯
堂
重
識 

（
句
） 

 
 

■
（
ジ
ク 

1
4
3
56

） 
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鼇
頭
評
註
春
秋
左
氏
傳
校
本
三
十
卷 

明
治
十
三
年
東
京
山
中
市
兵
衞
刊
本 

柳
原
前
光
「
序
」 

北
畠
道
龍
「
序
」（
難
讀
） 

石
川
英
「
評
註
春
秋
左
氏
傳
序
（
版
心
）
」 

 

序 讀
書
有
死
法
有
活
法
誦
文
字
記
事
蹟
而
已
謂
之
死
法
以
古
商
今
由
今
稽
古
謂
之
活
法
宮
脇
通
赫
頃
者
著
一
書
名
曰
評
註
春
秋
左
氏
傳

校
本
請
序
於
余
焉
余
曾
讀
漢
譯
萬
國
公
法
序
今
之
全
地
球
譬
諸
彼
春
秋
列
國
以
余
親
之
米
則
齊
淸
則
魯
土
則
燕
俄
則
秦
英
佛
猶
呉
楚

普
澳
猶
趙
魏
而
伊
蘭
西
葡
諸
國
猶
宋
衞
陳
鄭
亞
佛
利
加
其
所
謂
蠻
夷
戎
狄
耶
夫
此
數
國
其
一
盛
一
衰
如
五
覇
互
起
然
而
以
一
小
國
竝

立
大
國
之
閒
保
其
國
權
者
抑
何
所
致
而
然
乎
曰
治
内
善
外
有
如
子
産
之
於
鄭
孔
丘
之
於
魯
者
而
然
矣
世
之
讀
是
書
者
能
以
其
意
明
之

可
謂
得
活
法
哉
神
武
天
皇
即
位
紀
元
二
千
五
百
四
十
年
明
治
十
三
年
五
月
一
日
議
官
柳
原
前
光
撰
并
書 

（
白
文
） 

 

羲
皇
之
世
邈
乎
不
可
考
故
夫
子
刪
書
斷
自
堯
典
而
弗
道
其
前
文
武
之
際
事
實
亦
不
詳
故
夫
子
脩
史
斷
自
隱
公
而
弗
書
其
前
蓋
夫
子
脩

春
秋
也
約
其
辭
以
述
其
道
於
萬
世
子
夏
之
徒
不
能
贊
一
辭
公
羊
傳
疏
云
孔
子
求
周
史
記
得
百
二
十
國
寶
書
立
成
然
而
三
子
之
徒
暢
其

辭
傳
之
豈
其
搜
索
各
國
遺
書
有
所
傳
而
述
之
者
歟
太
史
公
十
二
諸
侯
年
表
序
云
孔
子
西
觀
周
室
論
史
記
舊
聞
興
於
魯
而
次
春
秋
七
十

子
之
徒
口
授
其
傳
指
魯
君
子
左
丘
明
懼
弟
子
人
人
各
安
其
意
失
其
眞
故
因
孔
子
史
記
具
論
其
語
成
左
氏
春
秋
或
云
孔
子
將
脩
春
秋
與

左
丘
明
乘
如
周
觀
書
於
周
史
歸
而
脩
春
秋
之
經
丘
明
爲
之
傳
共
爲
表
裏
杜
元
凱
序
亦
云
左
丘
明
受
經
於
仲
尼
然
則
左
氏
之
述
經
學
乎

聖
人
所
傳
發
經
之
所
不
書
詳
經
之
所
不
言
探
賾
鉤
深
將
令
學
者
原
始
要
終
究
其
所
窮
其
有
益
於
天
下
後
世
可
謂
偉
且
大
矣
至
若
苞
羅

旁
魄
該
通
百
事
二
子
所
不
及
是
亦
所
以
有
三
長
五
短
之
説
也
而
韓
文
公
謂
之
浮
誇
呂
成
公
亦
謂
以
人
事
傅
會
災
祥
余
以
爲
若
申
生
伯

有
雖
事
渉
怪
妄
里
巷
所
傳
不
得
不
書
若
趙
盾
許
止
所
謂
爲
法
受
惡
非
可
復
難
特
至
引
易
稍
疑
之
莊
公
二
十
二
年
周
史
爲
陳
侯
筮
之
遇

觀
之
否
蓋
一
爻
變
也
閔
公
元
年
畢
萬
筮
仕
於
晉
遇
屯
之
比
又
一
爻
變
也
其
他
所
載
十
有
餘
大
率
係
一
爻
變
意
二
百
年
閒
各
國
所
筮
豈
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止
一
爻
變
哉
夫
爻
辭
聖
人
所
繫
如
繇
辭
乃
係
卜
人
造
語
猶
莊
公
二
十
二
年
鳳
凰
于
飛
和
鳴
鏘
鏘
襄
公
十
年
有
夫
出
征
而
裘
其
雄
裁
載

二
三
而
不
載
其
卦
豈
厭
卜
人
之
言
獨
擇
聖
人
之
語
者
歟
若
言
舊
史
所
載
如
斯
以
其
有
騐
者
傳
之
舊
史
亦
可
疑
也
凡
秦
漢
以
前
之
書
係

偽
選
者
最
多
以
古
文
尚
書
可
知
耳
其
他
如
管
晏
莊
虞
眞
偽
殆
相
半
所
謂
盡
信
書
則
不
如
無
書
豈
獨
左
氏
也
哉
由
是
觀
之
左
氏
之
傳
經

籍
焉
以
作
私
史
者
安
爲
微
顯
闡
幽
述
聖
意
乎
而
漢
唐
諸
儒
之
註
左
氏
者
皆
陷
其
術
中
者
若
劉
炫
之
規
杜
抑
亦
未
免
罟
擭
爾
且
夫
左
氏

者
不
審
其
生
卒
太
史
公
不
載
之
列
傳
或
云
魯
史
或
云
楚
左
史
倚
相
之
後
王
荊
公
疑
爲
六
國
時
人
顧
夫
子
距
隱
公
僅
二
百
年
而
不
書
其

前
左
氏
生
乎
其
後
安
得
詳
之
況
若
杜
氏
後
乎
左
氏
七
八
百
年
其
閒
一
罹
秦
火
何
以
證
焉
今
生
於
數
千
歳
之
後
搤
腕
騖
遠
喋
喋
求
以
究

其
理
嗚
呼
亦
不
量
力
而
務
勝
毋
乃
爲
君
子
之
嗤
乎
方
今
學
課
浩
繁
典
籍
爲
山
學
者
欲
盡
講
究
之
壽
餘
彭
祖
復
不
以
爲
足
矧
以
有
限
之

力
讀
無
限
之
書
乎
宮
脇
通
赫
著
左
傳
校
本
由
杜
註
以
芟
除
葛
藤
折
衷
諸
説
擇
其
佳
者
且
正
字
音
以
詳
句
讀
使
童
蒙
一
讀
了
解
大
意
世

之
學
左
氏
者
讀
斯
編
其
亦
足
矣
歐
陽
公
曰
君
子
之
學
不
窮
遠
而
爲
能
愼
所
傳
以
惑
世
者
通
赫
氏
之
著
蓋
亦
在
於
此
歟
明
治
十
三
年
龍

集
庚
辰
姑
洗
中
澣
日
後
學
鴻
齋
石
川
英
撰
并
書 

（
句
） 
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增
註
春
秋
左
氏
傳
校
本
三
十
卷 

明
治
十
五
年
大
阪
山
内
五
郞
兵
衞
等
刊
本 

近
藤
元
粹
「
凡
例
十
則
」 

 

凡
例
十
則 

一
斯
編
本
係
余
幼
時
課
讀
之
本
講
肄
之
次
有
異
説
足
訂
杜
氏
之
謬
者
則
隨
録
之
欄
外
積
久
增
多
丹
靑
溢
卷
至
無
復
餘
白
書
估
某
來
見

請
上
之
木
乃
再
校
一
過
略
令
整
齊
就
世
上
所
行
秦
氏
校
本
別
設
一
欄
於
上
層
次
第
塡
塞
之
命
曰
增
註
春
秋
左
氏
傳
校
本
以
附
之
非
敢

道
裨
益
于
大
方
君
子
姑
欲
爲
家
塾
課
本
焉
耳 

一
秦
氏
校
本
行
于
世
久
矣
其
書
摘
録
孔
氏
註
疏
者
過
半
於
諸
儒
所
著
僅
僅
止
於
趙
陸
傅
顧
數
家
耳
而
其
説
多
護
杜
氏
未
足
以
聳
動
人

意
也
余
斯
編
所
引
上
自
唐
宋
下
至
明
淸
兼
及
本
邦
儒
先
無
慮
數
十
家
而
於
杜
氏
注
辯
駁
討
論
不
遺
餘
力
至
其
護
杜
氏
者
僅
存
十
一
於

千
百
讀
者
或
將
有
好
駁
杜
氏
之
譏
也
雖
然
余
謂
左
氏
一
書
非
經
非
傳
作
一
家
文
集
看
自
可
耳
非
復
孔
孟
諸
書
可
信
可
敬
之
類
也
然
則

至
如
其
解
左
氏
者
亦
其
支
流
餘
裔
已
當
辯
其
非
何
暇
顧
慮
哉
要
在
使
文
意
易
通
豈
欲
與
區
區
左
僻
之
人
爭
分
寸
於
文
字
之
末
哉
且
擧

全
書
而
論
之
其
從
杜
氏
者
固
什
七
八
但
其
從
者
不
録
焉
耳
我
寧
爲
諤
諤
之
士
不
欲
爲
諾
諾
之
臣
矣
讀
者
其
諒
旃 

一
前
人
諸
説
鄙
意
所
取
而
校
本
既
豋
録
者
不
復
載
之
避
其
煩
也
有
標
其
意
於
上
欄
者
有
不
摽
者
讀
者
亦
應
知
之 

一
我
邦
儒
先
所
著
中
井
氏
左
氏
雕
題
刊
行
既
久
人
或
雖
有
排
擊
一
二
小
疵
者
然
高
眼
卓
見
頗
破
大
荒
後
儒
終
不
能
不
據
之
也
古
賀
氏

左
氏
探
賾
博
引
廣
證
而
別
出
一
機
軸
説
皆
適
人
意
增
島
氏
讀
左
筆
記
專
蒐
輯
舊
説
亦
時
有
奇
説
焉
二
書
皆
未
上
梨
棗
倶
爲
布
有
之
珍

余
得
之
鄕
先
輩
頗
摘
録
之
但
筆
記
缺
自
襄
元
年
至
二
十
七
年
一
卷
無
由
補
焉
期
其
完
全
不
異
俟
河
淸
故
姑
闕
之
不
復
遺
憾
哉
安
井
氏

左
傳
輯
釋
説
頗
爲
精
微
但
以
左
氏
爲
左
邱
明
信
傳
如
神
且
有
強
壓
前
賢
之
癖
則
爲
短
耳
其
他
至
如
宇
野
氏
左
傳
考
岡
氏
觿
伊
藤
氏
章

句
文
字
等
亦
徒
孔
疏
餘
唾
淸
儒
糟
粕
而
已
而
閒
非
無
一
二
隹
説
故
時
登
録
之
以
資
博
洽 

一
編
内
録
外
人
皆
掲
其
姓
名
録
本
邦
人
毎
卷
首
必
一
掲
其
姓
與
號
自
餘
則
掲
其
號
耳
不
徒
避
其
煩
亦
春
秋
尊
内
抑
外
之
意
也
但
宇
野
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霞
亭
特
書
宇
鼎
與
外
人
同
體
例
蓋
我
邦
有
宇
野
氏
無
宇
氏
而
彼
自
稱
爲
宇
是
蘐
園
餘
習
所
謂
不
善
變
者
故
書
法
如
此
亦
是
春
秋
貶
杞

之
意
山
井
氏
考
文
余
所
藏
係
淸
人
阮
元
輩
所
校
刻
書
中
不
録
其
號
故
不
得
已
掲
其
名
讀
者
勿
深
罪 

一
淸
儒
學
皆
主
考
證
故
如
臧
琳
王
引
之
焦
循
之
徒
好
誇
其
該
博
其
説
動
至
數
葉
之
多
如
古
賀
增
嶋
安
井
三
家
亦
其
説
或
過
長
斯
編
僅

餘
上
層
一
欄
至
其
不
得
已
則
雖
有
波
及
下
欄
或
本
文
行
閒
者
要
之
紙
幅
有
限
不
得
詳
登
録
之
故
儘
櫽
括
之
雖
云
頗
用
意
或
有
害
原
文

之
意
者
亦
不
可
計
也
余
他
日
欲
別
編
一
書
悉
載
前
人
之
説
更
加
鄙
説
論
其
是
非
讀
者
其
待
焉
以
訂
此
書
之
踈 

一
前
人
著
作
皆
好
欲
使
説
出
于
己
而
往
往
有
與
他
人
所
説
如
合
符
節
者
蓋
出
暗
合
決
非
踏
襲
者
雖
然
後
人
讀
之
或
有
不
慊
之
想
焉
余

謂
前
人
著
作
如
此
之
多
且
精
何
必
待
容
後
生
之
喙
哉
故
斯
編
雖
係
鄙
考
苟
於
前
人
書
中
已
發
之
則
特
掲
其
名
矣
雖
云
縁
學
問
淺
薄
腹

笥
無
所
出
也
其
或
庶
乎
免
班
史
摸
倣
之
譏
歟 

一
編
内
一
二
係
鄙
考
者
多
掲
賤
名
閒
或
用
一
案
字
者
亦
復
有
焉
至
前
人
説
尾
辯
其
是
非
之
類
用
一
案
字
者
頗
多
蓋
避
其
煩
也 

一
左
氏
爲
戰
國
人
而
非
仲
尼
所
稱
左
邱
明
傳
末
既
略
紀
三
晉
事
是
其
第
一
確
據
其
他
傳
中
可
以
爲
證
者
不
暇
倒
指
矣
以
左
氏
爲
左
邱

明
蓋
出
于
馬
遷
謬
説
相
續
以
及
輓
近
牢
不
可
破
也
雖
然
朱
紫
陽
之
好
古
而
既
辯
其
妄
明
郝
敬
著
春
秋
非
左
二
卷
駁
擊
頗
痛
快
淸
焦
循

所
著
左
傳
補
疏
直
論
杜
預
注
左
傳
以
佞
司
馬
氏
兼
辯
左
氏
之
妄
亦
自
豁
吾
人
之
胸
學
者
倶
不
可
不
讀
也
其
他
陸
粲
惠
棟
及
我
邦
儒
先

中
井
古
賀
諸
家
亦
各
有
説
焉
如
孔
廣
森
劉
逢
祿
之
徒
主
張
公
羊
而
直
斥
左
氏
則
却
不
免
爲
僻
説
也
要
之
三
傳
各
有
長
而
終
不
得
不
據

左
氏
但
大
信
之
則
不
可
大
斥
之
亦
不
可
爲
正
論
也
矣 

一
前
輩
貫
名
氏
翻
刻
馮
氏
左
繡
其
例
言
云
左
氏
非
夫
子
所
稱
左
邱
明
也
唐
啖
助
始
立
説
而
文
宗
恠
而
不
用
斥
而
爲
穿
鑿
家
弟
子
趙
匡

亦
卒
不
得
暢
其
説
韓
子
贈
盧
同
有
詩
春
秋
三
傳
束
高
閣
獨
抱
遺
經
窮
終
始
及
宋
程
朱
固
有
定
説
歐
陽
修
鄭
樵
呂
大
圭
以
至
郝
敬
顧
炎

武
諸
人
其
意
大
同
小
異
耳
又
云
近
世
如
林
雲
銘
金
聖
歎
儲
同
人
馮
天
閑
諸
人
皆
以
具
一
隻
眼
洞
見
千
古
自
詡
多
所
著
而
恬
然
不
疑
左

氏
非
夫
子
所
稱
左
邱
明
是
乃
千
古
之
疑
案
是
先
得
我
心
者
故
附
載
于
此
明
治
十
四
年
二
月
識
于
浪
華
寓
居
南
州
外
史
近
藤
元
粹 

（
句
返
） 
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春
秋
左
氏
傳
校
本
三
十
卷 

明
治
十
六
年
大
阪
修
道
館
排
印
本 

南
摩
綱
紀
「
增
補
春
秋
左
氏
傳
校
本
序
」 

 

增
補
春
秋
左
氏
傳
校
本
序 

春
秋
一
經
而
已
而
爲
之
傳
者
有
左
氏
有
公
羊
氏
有
榖
梁
氏
其
説
互
有
異
同
劉
漢
以
後
有
專
治
左
氏
或
公
羊
氏
或
榖
梁
氏
者
各
爲
一
家

之
學
其
註
解
亦
各
自
異
本
朝
文
武
天
皇
大
寶
元
年
定
大
學
國
學
之
制
易
詩
三
禮
及
春
秋
左
氏
傳
各
爲
一
經
而
左
氏
傳
用
服
虔
杜
預
註

公
榖
二
傳
則
不
取
之
其
取
之
則
始
於
桓
武
天
皇
十
七
年
式
部
省
奏
曰
敎
授
正
業
取
左
傳
而
公
榖
二
傳
棄
而
不
耴
是
以
古
來
學
者
未
習

其
業
寶
龜
七
年
遣
唐
使
伊
與
部
連
家
守
讀
習
而
還
竊
檢
唐
令
詩
書
易
三
傳
各
爲
一
經
立
之
學
官
望
請
公
榖
二
傳
各
準
小
經
永
聽
講
授

以
弘
學
業
詔
許
之
至
仁
明
天
皇
承
和
十
一
年
諸
儒
言
當
代
讀
公
羊
傳
者
惟
善
道
眞
貞
耳
恐
斯
學
墜
焉
乃
命
講
之
大
學
眞
貞
以
三
傳
三

禮
爲
業
承
和
十
一
年
諸
儒
言
當
代
讀
公
羊
傳
者
惟
善
道
眞
貞
耳
恐
斯
學
墜
焉
乃
命
講
之
大
學
眞
貞
以
三
傳
三
體
爲
業
承
和
十
一
年
距

桓
武
天
皇
十
七
年
僅
四
十
七
年
而
二
傳
之
衰
已
如
此
則
公
榖
二
傳
之
行
於
本
朝
不
若
左
傳
之
久
且
盛
也
其
後
時
勢
變
遷
大
學
國
學
有

名
而
無
實
繼
之
以
干
戈
文
學
掃
地
迨
德
川
氏
起
大
興
學
敎
自
經
史
至
諸
子
百
家
人
人
爭
治
之
而
獨
於
公
榖
二
傳
則
治
之
者
甚
鮮
矣
豈

左
氏
之
傳
獨
其
事
詳
實
其
文
簡
雅
以
致
然
乎
以
余
觀
之
三
傳
互
有
得
失
何
獨
取
左
氏
而
棄
公
榖
二
氏
哉
頃
山
田
榮
造
大
開
修
道
館
於

浪
華
印
刷
和
漢
諸
書
以
益
海
内
學
徒
遂
囑
余
友
豐
島
洞
齋
編
增
補
春
秋
左
氏
傳
校
本
梓
行
於
世
其
書
以
左
傳
爲
本
插
公
榖
二
傳
於
經

文
閒
註
解
則
以
杜
預
爲
本
雜
掲
諸
家
説
於
欄
頭
更
加
己
説
補
不
足
刻
已
成
謁
余
序
余
曰
三
傳
序
古
今
諸
先
軰
既
悉
焉
何
竢
後
學
余
軰

言
然
此
書
之
行
也
復
桓
武
天
皇
三
傳
竝
講
之
舊
合
劉
漢
以
後
各
家
專
治
之
偏
而
博
證
旁
通
得
以
詳
其
事
實
文
章
之
得
失
則
有
補
益
於

學
春
秋
者
不
少
小
矣
況
於
雜
掲
諸
説
以
解
難
文
疑
義
乎
余
焉
得
不
一
言
以
贊
之
是
爲
序
明
治
十
六
年
七
月
東
京
大
學
敎
授
南
摩
綱
紀

譔
泊
堂
愿
書 

（
句
） 
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呂
東
萊
先
生
左
氏
博
議
十
二
卷 

元
祿
十
三
年
跋
刊
京
都
永
原
屋
孫
兵
衞
等
後
印
本 

伊
藤
長
胤
「
書
東
萊
先
生
博
議
後
」 

 

書
東
萊
先
生
博
議
後 

傳
春
秋
者
三
家
而
左
氏
最
純
無
公
穀
歇
後
之
失
然
其
是
非
不
能
無
詭
乎
聖
人
則
不
能
無
待
乎
後
賢
之
折
衷
此
呂
子
之
所
以
不
得
已
於

議
也
後
之
讀
者
或
議
其
過
於
刻
或
嫌
其
傷
於
巧
或
咎
其
□
於
冗
何
也
鋪
敍
富
麗
則
疑
乎
冗
締
搆
密
緻
則
類
乎
巧
辨
究
覈
實
則
似
乎
刻

宜
其
議
之
嫌
之
咎
之
也
然
文
之
弊
常
緩
故
其
詞
貴
覈
實
文
之
疵
常
拙
故
其
製
貴
密
緻
文
之
病
常
枯
故
其
體
貴
鋪
敍
勢
也
法
也
蓋
呂
子

之
作
專
爲
擧
業
設
則
難
以
註
疏
家
繩
墨
裁
之
今
所
刊
者
專
係
黄
之
寀
校
本
陶
瞿
二
序
及
凡
例
評
注
釋
義
參
取
陶
稚
圭
本
其
考
異
疑
誤

今
所
新
附
者
別
加
小
圈
云
元
祿
庚
辰
之
春
伊
藤
長
胤
原
臧
謹
書 

（
句
返
送
縱
） 
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音
註
全
文
春
秋
括
例
始
末
左
傳
句
讀
直
解
七
十
卷 

寬
政
五
年
刊
大
坂
志
多
森
善
兵
衞
等
刊
本 

奧
田
元
繼
「
左
傳
評
林
序
（
版
心
）」
又
跋 

 

左
傳
評
林
本
朝
未
及
刊
布
實
爲
藝
林
欠
事
故
予
插
架
善
本
不
敢
自
祕
用
而
授
之
剞
劂
公
於
同
好
以
棟
氏
自
謂
較
昔
所
輯
史
漢
菫
菫
苦

心
予
元
繼
於
是
乎
不
揆
昧
懜
纂
脩
先
儒
微
言
論
述
之
散
見
于
羣
籍
者
以
繼
以
棟
氏
躅
於
百
有
餘
年
後
然
證
據
不
晰
最
爲
悶
濇
因
各
評

之
首
詳
録
某
書
某
人
閒
所
竊
附
管
窺
者
按
字
上
下
別
加
〔 

〕
不
敢
掠
古
人
之
美
以
要
譽
也
博
雅
君
子
敎
督
其
不
逮
更
貺
規
言
爲
幸

矣
林
堯
叟
直
解
七
十
卷
大
要
斟
酌
於
杜
氏
之
意
益
其
所
未
逮
補
其
所
未
備
章
章
句
句
反
覆
丁
寧
甚
便
初
學
考
索
焉
唯
恨
明
淸
貢
本
不

多
見
矣
故
坊
閒
舊
刻
字
畫
舛
漏
不
可
勝
指
近
日
購
得
鍾
人
傑
校
本
曁
申
瑤
泉
增
補
合
注
魏
永
叔
林
注
批
點
等
兼
讐
訂
定
遂
歸
至
正
而

止
庶
無
復
弊
耳
杜
預
序
善
舒
筆
削
大
意
而
經
傳
之
全
體
所
自
可
類
推
矣
故
講
此
書
者
必
先
宜
研
覈
焉
孔
疏
林
解
雖
具
美
然
亦
在
乾
隆

中
方
廷
珪
文
選
集
成
載
此
序
不
無
所
發
明
不
忍
捨
之
因
附
之
上
層
使
覽
者
無
遺
憾
矣
元
繼
識 

（
句
返
送
縱
） 

 

昔
孔
聖
因
魯
史
以
作
春
秋
誠
萬
世
不
刊
禮
典
極
宇
宙
罔
墜
也
其
後
有
公
穀
焉
有
左
氏
焉
各
傳
所
聞
以
羽
翼
經
義
矣
雖
持
論
互
有
得
失

然
要
其
淵
源
皆
自
聖
門
諸
弟
子
無
敢
私
剏
一
説
者
廼
所
以
尊
經
也
大
抵
公
穀
主
發
義
左
氏
兼
長
紀
事
紀
事
之
體
援
古
爲
鵠
依
例
示
法

臻
其
辭
令
之
妙
則
有
衍
爲
數
百
言
者
有
縮
不
過
數
字
者
節
節
照
應
處
處
融
通
故
世
儒
或
以
爲
失
之
誣
矣
予
夙
校
此
書
費
多
年
苦
心
毎

論
國
成
敗
事
臧
否
輒
如
身
履
其
時
然
猶
至
禮
樂
兵
賦
喪
葬
之
纎
悉
古
今
之
所
聚
訟
者
欲
會
衆
説
而
要
之
規
矩
焉
亦
難
矣
夫
於
是
乎
本

凌
稚
隆
評
林
續
輯
程
胡
朱
子
曁
明
淸
諸
贒
之
論
尤
當
於
實
理
者
三
子
餘
條
冀
以
致
經
之
蘊
焉
然
不
敢
定
其
爲
孰
是
者
信
以
傳
信
疑
以

傳
疑
蓋
其
愼
也
予
常
慨
焉
以
愧
無
芥
許
功
業
表
見
乎
世
時
適
撰
此
書
集
厥
大
成
垂
之
久
遠
亦
聊
所
以
仰
文
明
之
治
奬
來
學
之
心
矣
乎

日
本
寬
政
五
年
癸
丑
秋
七
月
七
日
識
于
浪
華
拙
古
堂
後
學
播
州
奧
田
元
繼 

（
句
） 
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音
點
春
秋
左
傳
詳
節
句
解
校
本
三
十
五
卷 

明
治
十
六
年
岐
阜
岡
安
慶
介
刊
本 

野
村
煥
「
跋
」 

 

跋 春
秋
左
氏
傳
注
解
行
于
世
者
不
尠
而
杜
元
凱
注
解
林
堯
叟
句
解
其
表
表
者
頃
者
書
肆
岡
安
主
人
擕
宋
魯
齋
朱
申
詳
節
句
解
來
示
余
乃

取
而
見
之
就
傳
文
中
摘
其
大
要
節
注
句
釋
明
白
通
曉
與
杜
氏
林
氏
相
爲
表
裏
閒
又
付
議
論
補
左
氏
之
缺
實
爲
後
學
之
津
梁
會
淸
人
陳

鴻
誥
曼
壽
來
處
吾
垣
城
示
之
曼
壽
曰
此
書
吾
邦
所
不
多
見
贊
稱
以
爲
善
本
但
歴
年
之
久
版
頗
漫
滅
以
爲
遺
憾
耳
主
人
將
謀
翻
刻
請
乎

校
正
乎
謀
之
門
人
河
相
春
等
春
等
奮
任
其
責
乃
相
共
校
讐
以
公
於
世
但
余
才
膚
學
淺
不
能
無
紕
繆
質
之
於
大
方
君
子
云
明
治
十
五
年

九
月
上
浣
美
濃
藤
陰
野
村
煥 
（
白
文
） 

     

春
秋
集
傳
大
全
三
十
七
卷 

官
版
京
都
吉
文
字
屋
庄
右
衞
門
後
印
本 

林
信
勝
跋 

 

余
嘗
點
春
秋
胡
氏
傳
以
成
訓
解
而
已
羅
浮
山
人 

（
白
文
） 
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左
傳
附
注
五
卷 

寬
政
十
一
年
江
戸
西
村
源
六
刊
本 

英
平
吉
後
印
本 

山
本
信
有
「
春
秋
左
氏
傳
附
註
序
」 

奧
村
眷
猷
「
跋
（
版
心
）」 

 

春
秋
左
氏
傳
附
註
序 

北
山
山
本
信
有
撰
儒
家
治
左
氏
春
秋
學
者
周
季
有
呉
期
鐸
椒
虞
卿
荀
況
西
漢
有
張
蒼
賈
誼
尹
咸
張
敞
劉
欽
東
漢
有
陳
元
延
篤
彭
汪
孔

奇
孔
嘉
鄭
興
鄭
衆
賈
徽
賈
逵
馬
融
服
虔
謝
該
頴
容
許
淑
魏
有
王
朗
王
肅
董
邁
呉
有
張
昭
各
作
詁
訓
義
解
今
皆
不
傳
也
晉
杜
元
凱
以
好

左
傳
癖
徧
集
諸
家
解
至
其
肯
綮
據
左
氏
釋
左
氏
是
所
以
砉
然
軱
解
異
夫
諸
家
襍
取
公
羊
穀
梁
強
通
之
故
能
傳
于
今
而
不
與
諸
家
同
佚

亡
蓋
有
故
矣
然
以
其
特
卓
乎
後
之
難
駁
者
亦
不
少
南
北
時
崔
靈
恩
著
左
氏
條
義
申
服
難
杜
樂
遜
著
春
秋
序
義
通
賈
服
發
杜
氏
違
衞
冀

精
服
氏
學
難
杜
六
十
三
事
又
陳
王
元
規
傳
云
自
梁
氏
諸
儒
相
傳
爲
左
氏
學
者
皆
以
賈
逵
服
虔
之
義
難
駁
杜
預
凡
一
百
八
十
條
蓋
駁
者

愈
多
行
愈
盛
矣
豈
非
其
駁
失
當
乎
將
依
勢
令
然
耶
唐
初
孔
頴
達
奉
勅
撰
正
義
巧
善
回
護
杜
氏
擯
斥
衆
異
使
斯
學
全
然
歸
于
一
師
先
是

沈
文
阿
蘇
寬
劉
炫
各
爲
義
疏
沈
一
意
奉
杜
然
其
説
極
踈
蘇
旁
攻
賈
服
劉
性
矜
伐
好
誹
毀
故
拾
杜
氏
失
一
百
五
十
餘
條
欲
奪
而
先
焉
無

如
人
不
許
何
是
後
趙
宋
陳
傅
良
著
左
氏
章
指
亦
多
異
乎
杜
至
元
黄
楚
望
説
左
氏
特
以
杜
注
爲
主
授
其
學
于
東
山
趙
汸
汸
奉
師
説
作
左

氏
補
注
亦
以
杜
爲
主
杜
所
未
足
則
旁
考
之
陳
而
補
其
缺
錢
虞
山
以
爲
高
出
宋
元
諸
儒
之
上
是
書
陸
粲
左
傳
附
注
之
藍
本
也
附
注
五
卷

前
三
卷
駁
正
杜
註
第
四
卷
駁
正
孔
疏
第
五
卷
駁
正
陸
德
明
音
義
不
翅
若
他
難
駁
杜
解
而
止
爲
左
氏
學
者
其
可
不
讀
焉
乎
然
此
書
甚
少

人
多
不
見
或
有
不
知
世
有
此
書
者
吾
門
奧
村
子
産
世
以
儒
爲
業
得
吾
學
該
博
好
古
而
研
究
□
日
家
藏
此
書
出
授
剞
劂
氏
以
博
此
傳
坊

閒
嘗
鐫
行
明
傅
遜
左
傳
注
解
辨
誤
辨
誤
之
爲
書
夤
縁
附
註
別
無
所
發
明
偶
至
其
所
自
爲
説
淺
陋
甚
矣
卷
末
附
刻
其
春
秋
古
器
圖
圖
舛

謬
一
如
聶
崇
儀
三
禮
圖
其
卒
誤
後
學
不
少
若
淸
顧
炎
武
補
正
惠
棟
補
注
朱
鶴
齡
補
録
沈
彤
小
疏
等
皆
瑣
瑣
小
家
要
之
不
能
出
附
注
之

範
圍
嗟
呼
夫
讀
春
秋
者
宜
憑
左
氏
傳
讀
傳
宜
憑
杜
注
讀
注
宜
憑
孔
疏
陸
音
欲
考
核
註
疏
之
當
否
宜
慿
附
注
然
後
宜
知
子
産
之
有
功
於

斯
學
而
惠
後
學
之
義
焉
寬
政
己
未
十
一
月
辛
酉 

（
白
文
） 
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左
傳
附
注
明
呉
郡
陸
貞
山
之
所
著
也
其
爲
書
也
援
證
精
博
行
文
簡
明
裨
益
乎
後
學
不
少
矣
後
儒
雖
別
成
家
有
所
論
著
者
率
不
得
弁
髦

陸
氏
至
若
博
士
遜
著
辨
誤
顧
炎
武
述
補
正
亦
是
暗
中
摸
索
庸
陋
荒
昧
無
所
發
明
因
此
標
竊
者
十
五
蓋
杜
征
南
之
注
比
之
於
賈
逵
服
虔

軰
不
啻
□
壌
異
耳
雖
然
人
以
不
同
聞
見
異
趣
是
非
相
易
要
之
明
月
之
珠
夜
光
之
璧
尚
猶
不
能
無
瑕
纇
雖
杜
注
一
二
豈
無
譌
謬
哉
然
則

陸
氏
之
作
此
書
於
千
載
之
下
雖
曰
爲
元
凱
之
忠
臣
不
亦
可
哉
眷
猷
家
藏
是
書
舊
矣
半
屬
蠹
蝕
今
也
得
數
本
而
讐
校
之
刻
于
家
塾
以
公

于
同
好
云
寬
政
己
未
夏
五
月
武
藏
奧
村
眷
猷
題
井
敬
義
録 

（
白
文
） 
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春
秋
左
傳
屬
事
二
十
卷 

文
化
九
年
大
坂
加
賀
屋
彌
助
等
修
本 

林
信
言
「
刻
春
秋
左
傳
屬
事
序
」 

 

刻
春
秋
左
傳
屬
事
序 

夫
學
者
博
覽
載
籍
而
精
其
義
明
于
古
今
而
知
于
理
亂
者
學
者
之
先
務
也
門
人
菊
池
武
愼
於
左
傳
屬
事
訓
點
之
翻
刻
之
研
究
之
力
饜
飫

之
功
有
年
于
此
一
日
請
益
之
閒
請
余
序
蓋
此
書
也
呉
郡
傅
士
凱
之
所
纂
而
王
弇
州
敍
其
始
潘
松
陵
敍
其
終
詳
哉
言
也
則
我
又
何
贅
言

哉
雖
然
武
愼
之
志
不
其
爲
己
唯
言
此
書
之
有
益
於
初
學
也
厚
好
而
不
怠
則
杜
當
陽
之
癖
千
載
一
致
也
而
公
之
世
閒
其
癖
以
大
也
因
以

一
言
而
稱
彼
之
務
明
于
古
今
知
于
理
亂
之
功
而
已
是
爲
序
寶
暦
壬
午
之
春
國
子
祭
酒
朝
散
大
夫
林
信
言
子
恭
父
識 

（
句
） 
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春
秋
左
氏
傳
註
解
辯
誤
二
卷 

寬
政
六
年
大
坂
河
内
屋
総
兵
衞
等
再
刊
本 

皆
川
愿
「
再
刻
左
傳
辨
誤
序
」 

 

再
刻
左
傳
辨
誤
序 

余
自
少
讀
左
傳
杜
預
注
毎
遇
其
説
與
私
意
不
合
者
輙
筆
之
簡
末
積
數
年
而
所
筆
頗
多
後
與
傅
氏
辨
誤
顧
氏
補
正
考
之
同
異
於
是
二
書

之
文
毎
閲
其
條
竝
皆
手
爲
施
之
句
讀
以
自
導
吾
心
目
之
審
詳
戊
申
歳
京
城
大
災
余
藏
書
幸
皆
免
於
禍
而
辨
誤
版
在
京
者
半
歸
烏
有
今

茲
大
阪
書
肆
某
收
其
燬
餘
而
謀
再
刻
聞
我
本
之
有
句
讀
請
以
就
鐫
余
心
因
欲
以
鄙
見
所
書
附
刻
而
書
肆
乃
欲
余
書
之
別
行
且
請
爲
其

再
刻
之
敍
夫
傅
氏
素
崇
仰
杜
者
乃
至
於
更
其
名
以
志
效
法
之
意
而
其
讀
傳
釋
意
乃
不
免
有
所
不
相
合
以
標
其
異
見
且
顧
氏
又
繼
辨
誤

而
有
補
正
則
是
所
謂
雖
百
世
可
知
也
抑
亦
非
以
人
心
不
同
如
面
故
而
然
耶
然
若
以
謂
左
氏
之
文
可
隨
所
見
各
通
其
義
則
是
左
氏
之
不

能
爲
其
文
也
則
豈
通
論
乎
哉
要
之
前
儒
率
皆
踈
名
義
昧
文
理
不
察
象
類
忽
略
事
情
各
主
意
見
互
相
排
訏
譬
如
羣
獼
猴
之
相
從
迭
指
其

尻
而
咍
笑
爾
苟
不
精
名
義
明
文
理
審
象
類
盡
事
情
恐
其
終
難
乎
得
作
者
之
意
矣
雖
然
傅
氏
之
所
辨
頗
亦
極
考
覈
其
可
採
者
甚
多
若
謂

不
爲
杜
氏
忠
臣
於
千
載
之
下
則
又
豈
通
論
乎
哉
寬
政
癸
丑
初
秋
三
日
平
安
皆
川
愿
撰
并
書 

（
句
） 



 60 

春
秋
非
左
二
卷 

明
和
三
年
京
都
河
南
四
郞
右
衞
門
等
刊
本 

皆
川
愿
「
刻
春
秋
非
左
序
」 

 

刻
春
秋
非
左
序 

春
秋
非
左
二
卷
明
郝
敬
所
著
本
附
載
其
山
草
集
中
乙
酉
冬
京
人
有
嘉
其
説
者
抽
出
而
刻
之
請
余
校
焉
余
爲
校
閲
數
日
卒
業
按
郝
敬
字

仲
輿
萬
暦
閒
仕
爲
禮
科
給
事
中
即
所
稱
京
山
先
生
者
是
也
所
著
有
九
經
解
余
未
能
得
而
覽
之
而
其
山
草
集
中
別
又
有
談
經
者
頗
亦
具

其
春
秋
之
説
蓋
其
大
略
曰
春
秋
無
例
但
據
史
所
記
之
事
有
慨
於
心
者
提
而
書
之
公
道
難
揜
是
非
自
見
時
或
創
新
義
如
正
月
稱
王
王
稱

天
鄭
棄
其
師
天
王
狩
于
河
陽
之
類
與
凡
書
或
不
出
隨
宜
化
裁
非
爲
例
也
其
餘
多
因
舊
史
櫽
括
成
文
蓋
經
特
標
其
要
領
而
顛
末
具
在
舊

史
原
非
棄
舊
史
不
用
也
後
人
以
雕
礱
之
辭
補
綴
□
籍
□
以
胸
臆
妄
起
凡
例
後
世
誤
爲
左
丘
明
一
切
憑
之
□
而
不
合
牽
強
附
會
聖
人
之

情
遂
晦
矣
春
秋
本
不
奬
覇
而
左
乃
尊
晉
春
秋
本
不
夷
於
九
州
之
地
而
三
傳
乃
於
秦
楚
呉
越
盡
翦
爲
夷
狄
故
舍
三
傳
而
知
春
秋
不
可
一

日
無
者
始
爲
眞
知
春
秋
觀
此
則
知
非
左
之
所
言
亦
□
之
其
緒
餘
者
爾
大
抵
世
謂
左
氏
爲
丘
明
者
始
自
司
馬
遷
而
其
實
乃
經
傳
之
旨
往

往
背
馳
豈
謂
之
曾
受
於
夫
子
乎
杜
預
集
解
猶
糾
正
傳
文
之
失
六
事
則
其
非
夫
子
同
時
之
人
者
亦
已
可
以
知
矣
是
以
自
唐
啖
助
趙
匡
痛

訾
之
以
爲
秦
後
偽
書
乃
有
虞
□
秦
庶
長
之
疑
矣
宋
儒
由
此
研
摩
乃
諸
家
春
秋
之
學
起
焉
明
儒
復
承
而
擴
之
則
其
卒
有
郝
氏
而
興
乎
其

閒
者
固
勢
也
未
足
爲
奇
也
已
但
專
斥
左
氏
特
成
一
書
者
何
休
膏
肓
以
還
其
唯
此
而
已
則
郝
氏
之
有
功
於
春
秋
也
豈
又
謂
之
淺
鮮
耶
今

我
邦
人
士
讀
書
率
多
以
左
氏
爲
標
的
而
善
治
左
氏
輙
足
名
家
矣
雖
乃
宿
耆
之
儒
亦
往
往
信
左
之
誇
張
眩
左
之
浮
□
若
夫
能
去
三
傳
之

蔽
惑
而
直
究
乎
夫
子
筆
削
之
眞
旨
則
數
千
百
人
未
嘗
夢
見
也
斯
尤
可
歎
也
顧
左
氏
之
言
其
以
此
一
破
則
來
者
必
有
興
者
乎
若
夫
郝
氏

春
秋
之
説
君
子
必
有
取
捨
焉
丙
戌
孟
夏
望
平
安
皆
川
愿
書 

（
白
文
） 
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左
傳
古
字
奇
字
音
釋
一
卷 

延
享
三
年
江
戸
前
川
六
左
衞
門
刊
本 

後
藤
世
鈞
「
左
傳
古
字
奇
字
音
釋
敍
」 

 

左
傳
古
字
奇
字
音
釋
敍 

自
古
癖
左
傳
者
莫
過
杜
征
南
而
癖
征
南
者
莫
過
明
傅
遜
氏
傅
雅
以
征
南
資
兼
文
武
實
深
欣
慕
焉
甚
至
自
更
字
曰
士
凱
嘗
編
左
傳
屬
事

及
註
解
辯
誤
自
謂
千
載
之
下
爲
杜
氏
忠
臣
耳
別
鈔
出
傳
中
所
載
古
字
轉
聲
假
借
通
用
者
奇
字
難
讀
者
音
殊
義
別
者
爲
之
音
釋
可
謂
左

氏
忠
臣
何
唯
於
杜
氏
已
也
我
國
左
傳
之
行
尚
矣
其
註
解
獨
宗
杜
氏
而
讀
者
苦
其
聲
音
難
臆
孔
疏
攙
入
陸
音
非
不
□
備
然
分
附
各
處
不

便
考
閲
近
得
傅
氏
書
讀
之
而
愛
其
音
釋
簡
且
便
因
校
訂
之
或
疑
者
質
諸
字
書
又
移
其
卷
末
補
遺
若
干
字
以
出
各
部
下
遂
付
梓
人
以
公

同
志
其
屬
事
辯
誤
俟
佗
日
刊
矣
延
享
丙
寅
六
月
望
讃
岐
後
藤
世
鈞
撰 

（
白
文
） 
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春
秋
左
氏
捷
覽
一
卷 

安
永
九
年
大
坂
田
原
平
兵
衞
等
刊
本 

奧
田
元
繼
「
跋
（
版
心
）」 

 

左
傳
文
上
下
二
百
四
十
有
餘
年
事
辭
互
見
醇
雅
竝
具
取
彼
兼
此
由
後
曉
前
貫
串
照
應
非
胸
圓
熟
全
文
靡
少
得
其
意
也
杜
氏
註
之
亦
簡

明
亡
儷
矣
往
昔
唐
王
維
畫
名
冠
于
古
今
曾
寫
垂
石
隱
泉
云
筆
斷
氣
不
斷
形
斷
意
不
斷
若
神
龍
雲
隱
首
尾
相
連
予
謂
文
辭
之
於
法
亦
然

故
能
讀
左
傳
者
詳
文
之
緩
急
主
意
眼
目
隔
承
插
入
等
爲
先
焉
不
識
此
訣
則
莫
由
窺
一
班
嘗
一
臠
況
意
外
之
意
味
外
之
味
乎
譆
善
哉
此

書
雖
巾
箱
小
册
顓
便
于
考
左
傳
也
章
句
段
段
節
取
類
分
瞭
然
于
目
下
也
則
如
庖
丁
之
經
肯
綮
矣
近
日
有
譯
而
傳
之
者
就
予
乞
點
定
因

姑
攄
所
視
以
題
簡
末
云
安
永
己
亥
冬
十
二
月
浪
華
奧
田
元
繼
撰 

（
句
） 
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左
傳
經
世
鈔
正
文
三
卷 

明
治
十
八
年
山
梨
徽
典
館
藏
版
活
字
印
本 

廣
瀨
範
治
「
左
傳
經
世
鈔
正
文
序
」 

 

左
傳
經
世
鈔
正
文
序 

余
在
西
京
獲
左
傳
經
世
鈔
以
爲
古
史
之
足
以
經
世
者
莫
善
於
此
將
翻
刻
之
不
果
今
茲
在
甲
府
講
本
傳
於
徽
典
館
毎
周
一
講
毎
講
一
時

非
費
數
歳
不
能
卒
業
因
思
方
今
學
則
多
科
株
守
一
經
不
如
博
渉
精
究
訓
詁
不
如
疏
通
如
本
傳
亦
不
必
全
部
就
簡
約
者
通
其
大
意
則
可

以
長
識
見
可
以
供
世
用
乃
謄
原
鈔
正
文
活
字
印
刷
以
便
初
學
初
學
之
路
在
諳
行
文
知
敍
事
故
以
熟
讀
爲
主
如
諸
家
論
評
雖
有
卓
見
校

引
浩
繁
非
初
學
所
先
故
不
載
之
魏
氏
以
爲
御
天
下
之
變
備
於
是
編
蓋
人
之
在
世
事
故
紛
錯
悲
歡
寵
辱
之
至
相
變
於
咄
嗟
之
問
則
所
以

應
之
之
方
不
可
不
豫
講
究
之
也
善
讀
是
鈔
者
其
立
志
也
貞
且
正
而
運
用
之
活
適
其
機
宜
則
忠
孝
之
美
亦
隨
而
□
徽
典
之
敎
自
在
其
中

矣
奚
翅
經
天
下
之
變
耶
明
治
十
五
年
歳
次
壬
午
冬
十
一
月
南
豐
靑
邨
廣
瀨
範
撰
并
書 

（
句
） 
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左
繍
三
十
卷 

嘉
永
七
年
刊
大
坂
梅
原
龜
七
後
印
本 

貫
名
包
「
翻
刻
左
繍
敍
」
又
「
例
言
」
又
「
引
書
目
」 

 

翻
刻
左
繡
敍 

左
傳
非
邱
明
所
作
也
唐
宋
已
來
論
之
鍾
惺
於
文
定
標
之
左
氏
文
章
也
非
經
傳
也
朱
軾
於
此
書
論
之
苞
謂
夫
子
修
魯
史
春
秋
以
爲
千
萬

世
史
家
法
也
後
之
爲
史
者
固
將
取
法
於
斯
奉
以
周
旋
也
然
春
秋
之
爲
書
俟
後
賢
傳
説
疏
解
尚
且
左
支
右
吾
不
易
明
晰
如
是
則
後
人
何

從
措
手
古
之
所
稱
以
爲
良
史
者
不
以
不
懼
不
諂
不
失
事
實
耶
如
果
如
諸
傳
所
説
義
例
拘
攣
典
要
詭
祕
俾
人
不
易
解
乎
則
無
乃
史
官
無

其
人
而
職
或
闕
乎
夫
子
以
王
法
寓
魯
史
其
文
則
史
游
夏
之
徒
不
能
贊
一
辭
其
義
炳
焉
以
魯
史
爲
難
解
者
諸
傳
家
袛
以
攬
之
爾
夫
子
如

慮
後
世
之
茫
然
而
親
授
之
乎
慈
舍
游
夏
之
徒
附
之
別
人
之
有
如
果
授
之
邱
明
乎
則
公
羊
榖
梁
豈
敢
於
吾
師
之
師
所
親
授
立
異
議
之
有

夫
子
之
不
授
邱
明
也
昭
焉
謬
以
左
氏
爲
邱
明
者
自
漢
時
司
馬
遷
劉
歆
班
固
以
至
晉
杜
預
因
癖
作
解
承
謬
護
訛
竭
力
闡
思
其
解
之
精
詳

明
辨
衆
家
所
不
及
乃
後
之
學
者
亦
并
其
謬
而
奉
之
焉
爾
左
氏
既
不
可
解
經
因
并
二
傳
而
不
用
獨
取
胡
傳
而
胡
氏
亦
不
得
舍
三
傳
而
別

成
傳
則
是
并
四
傳
鈞
雖
是
謬
各
自
以
爲
經
傳
矣
其
不
可
以
解
經
也
審
矣
而
今
此
專
斥
左
氏
者
其
他
不
待
言
也
抑
以
左
氏
爲
邱
明
爲
夫

子
親
授
則
孰
不
尸
而
祝
之
今
明
知
三
傳
非
夫
子
親
授
猶
且
各
宗
而
戴
之
至
寧
乖
經
不
乖
傳
信
傳
不
信
經
陷
誣
聖
之
罪
而
不
覺
是
誠
何

心
哉
是
誠
何
心
哉
今
如
崇
左
氏
之
文
章
其
義
則
繡
固
竭
於
斯
矣
嘉
永
七
年
甲
寅
之
歳
仲
春
之
月
阿
波
貫
名
苞
題
於
平
安
城
東
錦
織
村

廬 

（
句
返
） 

 

例
言 

一
翻
刻
左
繡
雜
插
累
輯
如
此
者
何
也
木
係
苞
家
塾
課
本
年
來
與
生
徒
講
肄
之
閒
隨
得
隨
録
初
無
詮
次
積
久
增
多
殆
無
餘
白
乃
與
繡
本

意
不
相
副
者
亦
有
之
然
書
肆
得
本
漫
貪
其
多
將
併
刻
之
既
而
知
之
索
予
一
校
今
因
準
繡
整
頓
行
閒
字
數
則
塡
溢
不
能
容
不
得
已
割
愛
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亦
有
之
語
本
不
必
録
而
因
塡
空
白
贅
者
亦
有
之 

一
新
加
者
●
下
必
記
出
處
鄭
康
成
惠
此
是
惠
棟
補
注
所
引
鄭
玄
也
他
傚
此
●
下
無
出
處
者
屬
鄙
見
如
繡
中
典
故
偶
爲
初
學
拈
出
者
●

低
一
字
無
餘
地
則
已 

一
馮
氏
大
率
湊
合
諸
家
評
及
細
閲
則
針
縫
隨
見
輙
各
歸
其
舊
曰
其
字
句
以
上
某
氏
評
某
字
句
以
下
某
氏
評
非
欲
以
盡
復
舊
貫
又
非
敢

許
之
也
庶
見
馮
氏
亦
猶
用
古
賢
集
注
意
矣 

一
繡
意
專
論
文
不
敢
論
及
經
崇
經
也
今
於
經
本
文
不
敢
施
句
讀
圈
發
者
亦
循
其
意
一
所
采
於
朱
批
本
者
最
多
其
偶
論
及
諸
傳
異
同
經

傳
當
否
者
有
之
雖
非
繡
之
本
意
人
各
有
所
取
仍
厠
録
之
不
能
犁
然
亦
有
之
但
於
繡
則
不
敢
揺
動
一
字 

一
左
氏
非
夫
子
所
稱
邱
明
也
唐
啖
助
始
立
説
而
文
宗
恠
而
不
用
斥
而
爲
穿
鑿
家
弟
子
趙
匡
亦
卒
不
得
暢
其
説
韓
子
贈
廬
仝
有
詩
春
秋

三
傳
束
高
閣
獨
抱
遺
經
窮
終
始
及
宋
程
朱
固
有
定
説
歐
陽
修
鄭
樵
呂
大
圭
以
至
郝
敬
顧
炎
武
諸
人
其
意
大
同
小
異
耳 

一
以
左
氏
爲
邱
明
以
爲
夫
子
所
稱
者
漢
馬
遷
以
後
相
續
及
輓
近
如
林
雲
銘
金
聖
歎
儲
同
人
馮
天
閑
諸
人
皆
以
具
一
隻
眼
洞
見
千
古
自

詡
多
所
者
而
恬
然
不
疑
是
乃
千
古
之
疑
案 

一
古
人
以
左
氏
爲
相
斮
書
爲
刑
書
爲
禮
書
爲
敎
戒
之
書
乃
今
觀
其
一
事
各
貫
穿
其
始
末
其
善
惡
報
應
禍
福
倚
伏
本
未
必
具
有
條
理
有

案
有
斷
以
此
爲
自
省
之
書
則
不
但
文
章
之
鼻
祖
可
以
爲
陰
隲
願
體
勸
懲
書
部
之
源
宗 

一
古
人
於
評
林
疏
釋
之
類
多
用
省
略
字
者
以
從
簡
便
耳
而
非
皆
悉
俗
體
已
如
從
爲
从
事
爲
□
與
爲
予
類
古
字
也
離
爲
■
篤
簡
筆
从
艸

類
是
所
謂
書
家
字
也
此
類
尚
多
他
如
職
聀
過
■
實
■
舊
旧
靈
灵
猶
鄭
□
■
難
觀
勸
歎
■
■
■
■
當
当
黨
党
歐
欧
義
■
賢
■
雙
双
學
■

擧
夆
書
□
變
変
巒
■
賓
■
竊
窃
讀
読
續
続
體
体
聲
声
劉
刘
圖
■
會
会
獻
献
歸
皈
遷
迁
勞
■
雖
■
衆
■
廟
庿
异
與
異
通
之
類
竝
依
舊
不

改
不
必
正
字
畫
者
不
但
惜
工
抑
且
有
説
蓋
古
今
字
體
之
變
之
多
一
字
或
至
十
數
字
今
將
盡
从
楷
正
尤
非
易
易
視
如
干
祿
書
五
經
文
字

九
經
字
體
亦
可
見
且
久
遠
所
用
來
則
亦
是
字
也
如
謂
其
書
不
正
而
不
能
讀
則
不
能
讀
者
之
愧
也
乃
讀
此
等
書
亦
初
學
之
學
也
（
又
有

杜
撰
字
聊
且
字
之
類
今
不
及
辨
） 
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一
予
已
喜
於
卒
舊
業
不
以
老
憊
辭
而
書
閒
應
接
亦
不
可
以
拒
絶
寒
宵
篝
灯
眼
華
淒
耿
旁
無
將
伯
矻
矻
自
苦
極
覺
多
謬
至
其
穿
鑿
傅
會

之
誚
尤
所
自
甘
厭
見
之
者
一
筆
勾
可
矣
甲
寅
春
二
月
貫
名
苞
識 

（
句
返
） 

 
■
（
リ 

4
2
1
0
2

） 

■
（
カ 

38733

） 

■
（
ジ
ツ 

7123

） 

■
（
テ
イ 

策11
07

） 

■
（
ナ
ン 

策1109

） 

■
（
カ

ン 
策1

1
0
6

） 

■
（
カ
ン 

策1105

） 

■
（
カ
ン 

策1106

） 

■
（
ギ 

策1
1
05

） 

■
（
ケ
ン 

2577

） 

■
（
ガ

ク 
1
3
4
5
3

） 
  

■
（
無
字
） 

■
（
無
字
） 

■
（
ヒ
ン 

策110
9

） 

■
（
ズ 

策1108

） 

■
（
ロ
ウ 

策1107

） 

■

（
ス
イ 

策1
1
0
8

） 

■
（
無
字
） 

 

引
書
目 

左
氏
傳
解
誼
（
漢
服
虔
）
春
秋
五
論
（
宋
呂
大
圭
）
六
經
奧
論
（
鄭
漁
仲
）
春
秋
臣
傳
（
王
當
）
困
學
紀
聞
集
証
（
王
應
麟
）
左
氏

傳
説
（
呂
祖
謙
）
春
秋
王
覇
列
國
世
紀
編
（
李
琪
）
東
萊
博
義
（
呂
祖
謙
）
春
秋
或
問
（
呂
大
圭
）
春
秋
意
林
（
劉
公
是
）
春
秋
左

傳
評
苑
（
牛
申
）
春
秋
集
注
（
張
合
）
春
秋
或
問
（
元
程
端
學
）
春
秋
本
義
（
程
端
學
）
春
秋
諸
傳
會
通
（
李
廉
）
春
秋
左
翼
（
明

王
震
）
春
秋
傳
注
解
辨
誤
（
傅
遜
）
春
秋
左
傳
補
注
（
趙
汸
）
左
傳
附
注
（
陸
粲
）
春
秋
輯
傳
（
王
樵
）
左
傳
事
緯
（
馬
驌
）
春
秋

翼
附
（
黄
世
憲
）
左
傳
文
定
（
孫
鑛
評
選
鍾
惺
參
訂
）
五
經
餘
閏
（
陳
智
錫
）
古
文
奇
賞
（
陳
仁
錫
）
千
百
年
眼
（
張
燧
）
山
曉
閣

左
傳
選
（
孫
琮
以
下
淸
人
）
春
秋
三
傳
異
同
考
（
呉
陳
琰
）
春
秋
鈔
（
朱
軾
）
春
秋
左
氏
古
經
（
段
玉
裁
）
春
秋
注
疏
校
勘
記
（
阮

元
皇
淸
經
解
十
三
經
校
勘
記
）
惜
抱
軒
筆
記
（
姚
鼐
）
左
氏
春
秋
聚
（
唐
述
山
房
遺
稿
）
易
堂
問
目
（
呉
鼎
）
古
文
觀
止
（
呉
楚
材
）

古
文
翼
（
唐
德
宜
）
春
秋
四
家
五
傳
（
張
秀
初
）
春
秋
左
氏
傳
杜
林
匯
參
（
周
正
思
）
古
文
析
義
（
林
雲
銘
）
重
訂
批
點
春
秋
左
傳

詳
節
句
解
（
魏
邦
達
）
義
門
讀
書
記
（
何
焯
）
朱
批
左
傳
（
姚
培
謙
）
湛
園
札
記
（
姜
宸
英
）
春
秋
紀
事
本
末
（
李
國
華
）
春
秋
毛

傳
（
毛
龜
齡
）
儲
同
人
文
集
（
儲
欣
） 

他
如
西
疇
春
秋
麟
旨
明
微
麟
經
指
月
春
秋
單
合
析
義
諸
書
之
類
或
偏
於
胡
傳
不
與
他
傳
相
通
或
純
於
經
不
與
傳
義
相
屬
或
主
辨
傳
例
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異
同
不
與
左
氏
相
闡
發
者
概
而
不
登
録
或
雖
隻
字
之
義
理
半
句
之
異
同
而
有
不
可
忽
者
采
録
以
備
他
日
參
甄
苞
又
識 

茲
丙
辰
孟
陬
偶
得
一
本
題
曰
左
傳
詳
解
自
其
序
文
迄
列
國
圖
説
十
二
公
年
位
序
次
原
注
評
論
悉
與
文
定
無
二
惟
無
列
國
圖
而
序
文
則

爲
史
官
陳
仁
錫
毎
卷
爲
長
洲
明
卿
陳
仁
錫
評
選
潭
陽
開
侯
劉
肈
慶
點
定
爲
十
卷
然
陳
鍾
時
已
同
論
選
著
述
之
富
亦
頗
同
固
非
白
晝
剽

竊
者
則
其
一
出
於
賈
人
射
利
之
爲
可
知
矣
余
本
隨
得
隨
取
非
有
所
取
舍
而
爾
而
今
不
能
遽
定
其
是
非
姑
録
此
以
俟
能
辨
二
水
者
云
苞

重
識 

（
句
返
） 
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新
刊
公
榖
白
文 

寬
文
八
年
荒
川
宗
長
刊
本 

植
村
藤
右
衞
門
後
印
本 

林
恕
「
新
刊
公
榖
白
文
序
」 

公
羊
林
恕
（
弘
文
學
士
）
跋 

榖
梁
林
恕
跋 

 

新
刊
公
榖
白
文
序 

春
秋
之
有
三
傳
如
鼎
足
之
峙
左
詳
於
事
公
榖
精
於
義
共
出
自
聖
門
而
幸
免
秦
火
公
榖
盛
于
西
京
左
氏
興
于
東
都
同
立
學
官
名
家
專
門

各
有
所
取
不
能
相
捨
焉
左
氏
逐
世
而
顯
公
榖
稍
微
然
傳
授
不
絶
昔
本
朝
學
寮
之
盛
明
經
紀
傳
之
兩
流
講
左
傳
者
不
爲
不
多
加
倭
訓
以

敎
徒
弟
故
家
家
無
不
讀
焉
人
人
無
不
習
焉
曾
聞
桓
武
帝
朝
伊
與
部
家
守
入
唐
受
公
榖
説
而
歸
興
一
家
之
學
爾
來
都
良
香
等
諸
儒
通
其

義
者
歴
世
不
乏
宇
縣
左
僕
射
之
好
經
學
也
三
傳
交
講
無
闕
然
則
本
朝
亦
不
廢
公
榖
者
可
知
焉
其
後
猶
有
讀
左
氏
者
而
公
榖
寥
寥
不
聞

豈
不
嘆
息
哉
我
先
考
羅
山
先
生
暇
日
始
加
訓
點
於
公
榖
二
傳
然
深
藏
巾
笥
不
妄
示
人
偶
偶
有
懇
求
寫
之
者
又
祕
不
廣
行
焉
嗚
呼
公
榖

之
文
古
而
簡
約
在
初
學
則
不
易
分
句
讀
豈
輙
會
得
其
義
哉
余
竊
痛
之
故
使
一
二
門
生
寫
家
本
訓
點
於
白
文
乃
附
剞
劂
氏
播
于
世
若
夫

由
是
聊
分
句
讀
而
據
註
疏
以
解
文
義
而
後
參
考
左
氏
以
辨
其
異
同
而
後
潛
心
於
程
胡
之
傳
知
其
折
衷
其
爲
窺
聖
門
藩
籬
之
一
路
乎
然

則
先
考
惠
末
徒
之
意
不
空
而
有
補
於
起
聖
學
乎
近
世
明
儒
説
春
秋
者
往
往
有
之
而
其
中
非
無
新
奇
之
驚
耳
者
然
多
是
入
室
操
戈
者
也

本
根
之
基
枝
葉
之
分
不
可
不
思
焉
噫
左
氏
讀
而
不
廢
則
公
榖
亦
果
不
可
廢
焉
是
余
所
以
不
祕
家
本
也
寬
文
戊
申
春
三
月
國
史
館
提
擧

弘
文
院
學
士
林
恕
之
道
甫
序 

（
返
送
縱
） 

 

公
羊
傳
聞
本
朝
昔
曾
有
讀
之
者
然
未
見
其
點
本
我
先
考
羅
山
叟
加
之
訓
點
家
藏
年
久
今
使
一
門
生
就
元
本
寫
其
點
於
白
文
而
爲
副
本

者
也
他
日
可
再
考
焉
寬
文
丁
未
秋
弘
文
學
士 

（
白
文
） 

 

顕
考
羅
山
先
生
曾
加
訓
點
於
穀
梁
傳
此
傳
點
本
未
聞
先
於
此
者
我
受
讀
之
藏
巾
笥
有
年
而
令
一
門
生
寫
其
點
於
白
文
以
爲
副
本
頃
閒
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再
校
之
然
猶
恐
有
風
葉
之
拂
殘
戊
申
孟
春
林
學
士
恕
記 

（
白
文
） 
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春
秋
四
傳
三
十
八
卷 

寬
文
四
年
野
田
庄
右
衞
門
刊
本 

松
永
昌
易
跋 

 

右
春
秋
四
傳
者
以
胡
氏
傳
爲
本
註
以
公
羊
穀
梁
左
氏
傳
爲
附
註
矣
故
今
考
證
評
註
以
胡
氏
爲
全
體
以
三
傳
爲
大
用
胡
傳
以
陳
哲
説
公

羊
以
何
休
説
穀
梁
以
范
寧
説
左
氏
傳
以
林
唐
翁
説
爲
引
證
者
也
春
秋
館
敎
授
昌
易
書
焉 

（
白
文
） 
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孝
經
類 

  

孝
經
集
覽 
安
永
四
年
奚
塾
藏
版
刊
本 

山
本
信
有
「
孝
經
集
覽
序
」 

太
宰
純
「
古
文
孝
經
序
」 

 

孝
經
集
覽
序 

孝
者
百
行
之
首
道
德
之
典
所
以
人
之
爲
人
孝
爲
職
之
魁
然
孝
之
不
易
若
瞿
塘
爾
不
知
艶
預
之
出
沒
欲
布
帆
無
恙
得
邪
夫
子
爲
之
状
而

陳
如
牛
如
象
如
馬
如
■
之
序
垂
後
世
名
曰
孝
經
孝
經
之
爲
書
語
上
非
幽
玄
之
不
可
及
語
下
無
可
厭
譬
諸
江
海
人
飲
各
滿
其
量
故
自
人

主
以
下
逮
吾
儕
小
人
遊
學
者
必
尊
信
孝
經
不
敢
舍
而
求
佗
者
信
有
以
哉
逮
茲
炎
漢
孝
經
在
二
本
一
河
閒
王
所
獻
隷
書
也
一
所
出
孔
壁

科
斗
文
也
學
者
各
徇
所
受
列
素
粲
於
古
文
置
酒
肉
於
今
文
夫
先
王
之
遺
書
文
有
今
古
也
何
啻
孝
經
耳
也
哉
先
王
之
遺
書
文
有
今
古
既

不
啻
孝
經
則
何
論
佗
經
之
今
古
者
眇
無
聞
相
爭
錙
銖
於
此
而
數
經
匠
石
運
斧
之
手
柹
屑
益
多
而
繩
矩
彌
不
定
抑
得
無
説
乎
孝
經
者
六

經
之
大
本
論
語
之
輗
軏
所
以
格
五
典
經
綸
邦
厦
不
過
推
而
擴
之
耳
若
謬
爽
一
字
風
馬
千
里
滔
滔
焉
幾
多
岐
亡
厥
踪
跡
有
後
世
君
子
乗

槎
而
窮
河
源
厥
辜
在
所
歸
蓋
先
輩
愼
焉
也
愼
則
愼
也
然
厥
識
不
足
於
夫
子
曰
信
而
好
古
尚
有
閒
孝
經
者
夫
子
所
口
授
子
輿
氏
而
子
思

子
春
之
徒
聞
斯
記
諸
也
爾
來
嘗
割
據
之
艱
歴
秦
火
之
厄
僅
存
矣
假
令
之
出
于
一
手
勿
差
錯
金
木
者
在
其
閒
耶
後
儒
大
抵
取
諸
厥
胸
臆

斷
今
古
之
臧
否
故
桓
桓
名
厦
魚
貫
不
見
弄
於
韓
氏
兒
者
亡
幾
旨
哉
宋
景
濂
曰
古
今
文
所
異
者
特
語
微
有
不
同
稽
其
文
誼
初
無
絶
相
遠

者
諸
儒
於
經
之
大
旨
未
見
有
所
發
揮
而
獨
斷
斷
然
致
其
紛
紜
抑
亦
末
矣
故
予
於
今
古
不
左
袒
一
於
此
見
其
可
乙
而
乙
之
述
所
以
乙
之

意
著
乙
一
篇
二
三
諸
君
子
看
之
欲
刊
諸
塾
上
予
笑
曰
古
人
有
言
俟
年
六
十
而
后
著
書
亦
不
晩
豈
著
書
之
難
也
哉
恐
識
未
足
神
未
定
也
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信
有
今
茲
二
十
有
三
歳
宜
納
而
不
出
之
秋
也
舍
諸
何
厚
顏
受
佩
觹
之
謗
時
母
親
在
歩
障
後
聞
之
喚
予
曰
噫
兒
過
矣
自
知
厥
非
也
雖
聖

難
之
矧
女
小
兒
乎
乙
自
以
爲
非
歟
爲
非
則
已
矣
不
非
則
已
不
知
其
非
也
不
知
其
非
而
忌
人
質
責
之
何
其
陋
矣
不
知
女
亦
將
爲
一
上
梓

材
二
難
更
其
説
而
遂
其
非
之
俗
儒
熊
歟
若
陰
揜
其
非
陽
飾
其
美
非
吾
志
曰
唯
出
而
謀
諸
君
子
曰
孝
經
固
非
俟
註
説
喋
喋
便
通
者
彼
遙

望
夫
子
之
牆
於
千
里
外
而
目
未
睹
俎
豆
之
殷
是
甲
非
乙
何
異
於
敲
鼓
而
求
迷
子
然
註
説
亦
勿
起
予
者
乎
請
竝
擧
諸
家
註
解
俾
讀
者
各

擇
其
可
否
奈
何
僉
曰
諾
竟
在
此
役
經
文
輙
繇
古
文
用
厥
古
也
今
文
所
無
傍
施
黑
圈
子
刊
語
所
刊
傍
施
白
圈
子
以
便
易
見
也
上
方
標
故

事
若
干
者
聊
省
寒
士
閲
市
之
勉
耳
不
悉
抱
携
之
養
不
與
孝
經
也
輯
成
而
名
以
集
覽
也
竊
効
守
山
侯
論
語
集
覽
之
例
云
安
永
三
年
甲
午

孟
冬
北
山
山
本
信
有
喜
六 

（
白
文
） 

 
 

■
（
ホ
ク 

3
4
5
7
5

） 

 

古
文
孝
經
序 

先
王
之
道
莫
大
於
孝
仲
尼
之
敎
莫
先
於
孝
自
六
經
而
下
無
非
孔
氏
遺
書
其
有
出
孝
經
之
右
者
乎
何
以
言
之
天
下
無
有
無
父
母
之
人
故

也
孝
經
有
二
本
其
一
河
閒
王
所
得
十
八
章
者
謂
之
今
文
其
一
魯
共
王
壞
孔
壁
所
得
竹
牒
科
斗
文
二
十
二
章
者
孔
安
國
所
爲
作
傳
謂
之

古
文
安
國
曰
今
文
十
八
章
文
字
多
誤
又
曰
河
閒
王
所
上
雖
多
誤
然
以
先
出
之
故
諸
國
往
往
有
之
漢
先
帝
發
詔
稱
其
辭
者
皆
言
傳
曰
其

實
今
文
孝
經
也
由
是
觀
之
今
文
孝
經
之
行
也
已
久
矣
古
文
者
雖
安
國
爲
之
訓
傳
蓋
當
時
未
之
行
也
迨
乎
漢
季
馬
季
長
擬
作
忠
經
十
八

章
傚
今
文
孝
經
也
鄭
康
成
注
孝
經
亦
其
今
文
者
也
自
是
厥
後
今
文
孝
經
之
行
彌
盛
而
古
文
亦
與
之
倶
行
至
唐
明
皇
親
注
孝
經
雖
兼
取

孔
鄭
二
家
之
説
然
其
經
則
用
今
文
取
其
闕
閨
門
章
也
於
是
古
文
孝
經
遂
廢
不
行
至
宋
邢
昞
依
明
皇
御
注
作
正
義
然
後
孝
經
唯
御
注
本

行
于
世
鄭
注
遂
亡
古
文
孝
經
亦
亡
其
傳
文
而
僅
存
其
經
文
宋
人
尊
信
孝
經
者
莫
若
司
馬
温
公
然
特
得
古
文
本
經
而
讀
之
耳
不
睹
孔
傳

也
自
二
程
至
朱
熹
氏
皆
疑
孝
經
以
爲
後
人
所
擬
作
朱
子
又
妄
改
易
本
經
篇
章
著
爲
經
一
章
傳
十
四
章
且
刪
去
其
本
文
二
百
餘
字
孔
子

曰
信
而
好
古
若
朱
子
者
可
謂
拂
矣
自
是
以
來
學
朱
氏
者
擧
不
信
孝
經
塾
師
不
以
爲
敎
至
令
童
子
軰
目
弗
見
孝
經
悲
夫
先
王
之
道
莫
大
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於
孝
仲
尼
之
敎
莫
先
於
孝
夫
子
不
曰
乎
吾
志
在
春
秋
行
在
孝
經
是
以
後
世
人
主
不
讀
書
則
已
苟
讀
書
者
必
自
孝
經
始
況
下
焉
者
乎
今

朱
氏
之
徒
不
讀
孝
經
而
學
心
法
其
不
爲
浮
屠
之
歸
者
幾
希
夫
古
書
之
亡
于
中
夏
而
存
于
我
日
本
者
頗
多
宋
歐
陽
子
嘗
作
詩
稱
逸
書
百

篇
今
尚
存
昔
僧
奝
然
適
宋
獻
鄭
注
孝
經
一
本
於
太
宗
司
馬
君
實
等
得
之
大
喜
云
今
去
其
世
七
百
有
餘
年
古
書
之
散
逸
者
亦
不
少
而
孔

傳
古
文
孝
經
全
然
尚
存
于
我
日
本
豈
不
異
哉
予
嘗
試
檢
其
書
古
人
所
引
孔
安
國
孝
經
傳
者
及
明
皇
御
注
之
文
邢
昞
以
爲
依
孔
傳
者
畢

有
特
有
一
二
字
不
同
耳
得
非
傳
寫
之
互
訛
乎
先
儒
多
疑
孔
傳
以
爲
後
人
僞
造
者
予
獨
以
爲
非
經
曰
身
體
髮
膚
受
之
父
母
弗
敢
毀
傷
孝

之
始
也
諸
家
解
皆
以
爲
孝
子
不
得
以
凡
人
事
及
過
失
毀
傷
其
身
體
孔
傳
乃
以
爲
刑
傷
蓋
三
代
之
刑
有
劓
刵
及
宮
非
傷
膚
乎
以
此
觀
之

孔
傳
尤
有
所
當
也
王
仲
任
亦
嘗
誦
是
經
文
而
曰
孝
者
怕
入
刑
辟
刻
畫
身
體
毀
傷
髮
膚
少
德
泊
行
不
戒
愼
之
所
致
也
合
而
觀
之
可
以
見

古
訓
焉
如
從
諸
家
説
則
忠
臣
赴
君
難
者
不
避
水
火
兵
刃
節
婦
有
斷
髮
截
鼻
者
彼
皆
爲
不
孝
矣
是
説
不
通
也
余
故
曰
孔
傳
者
安
國
所
作

無
疑
也
或
曰
尚
書
之
文
奇
古
難
讀
安
國
傳
之
其
言
甚
簡
孝
經
之
文
平
易
安
國
傳
之
乃
不
厭
繁
文
何
也
曰
傳
尚
書
者
爲
學
士
大
夫
也
故

不
盡
其
説
使
讀
者
思
而
得
之
傳
孝
經
者
爲
凡
人
也
故
丁
寧
其
言
以
告
諭
之
此
其
所
以
不
同
也
嗚
呼
夫
孝
者
百
行
之
本
萬
善
之
先
自
天

子
至
庶
人
所
不
可
以
一
日
廃
也
夫
孝
不
可
以
一
日
廃
則
孝
經
亦
不
可
以
一
日
廢
也
夫
自
朱
氏
之
學
行
而
孝
經
久
廃
于
世
純
常
慨
焉
幸

孔
壁
古
文
孝
經
并
與
安
國
之
傳
存
于
我
日
本
者
寧
不
知
珍
而
寶
之
哉
惟
是
經
國
人
相
傳
之
久
不
知
歴
幾
人
書
寫
是
以
文
字
訛
謬
魚
魯

不
辨
純
既
以
數
本
校
讐
且
旁
及
他
書
所
引
若
釋
氏
所
稱
述
苟
有
足
徴
者
莫
不
參
考
十
更
裘
葛
乃
成
定
本
其
經
文
與
宋
人
所
謂
古
文
者

亦
不
全
同
今
不
敢
從
彼
改
此
蓋
相
承
之
異
未
必
宋
本
之
是
而
我
本
之
非
也
傳
中
閒
有
不
成
語
雖
疑
其
有
誤
然
諸
本
皆
同
無
所
取
正
故

姑
傳
疑
以
俟
君
子
今
文
唐
陸
元
朗
嘗
音
之
古
文
則
否
今
因
依
陸
氏
音
例
竝
音
經
傳
庶
乎
令
讀
者
不
誤
其
音
矣
書
成
而
欲
刻
之
家
塾
則

淺
田
思
孝
出
其
槖
裝
以
助
費
遂
趣
命
工
從
事
予
未
能
爲
吾
家
孝
子
且
爲
孔
氏
忠
臣
云
爾
日
本
享
保
十
六
年
辛
亥
十
一
月
壬
午
大
宰
純

謹
序 

（
返
） 
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孝
經
一
卷 

文
政
六
年
跋
福
山
藩
刊
本 

阿
部
正
精
（
福
山
藩
）
跋 

 

西
土
之
文
籍
逸
於
彼
而
存
於
我
者
爲
不
少
矣
即
是
皇
國
一
大
美
事
而
足
以
觀
守
文
至
厚
之
化
也
古
文
孝
經
孔
傳
即
爲
其
一
按
此
書
梁

末
亡
逸
而
顯
於
隋
當
時
諸
儒
以
疑
劉
炫
偽
撰
唐
司
馬
貞
從
而
議
之
謂
近
儒
欲
崇
古
學
妄
作
此
傳
假
稱
孔
氏
雖
然
隋
代
以
至
盛
唐
此
傳

與
鄭
注
竝
著
令
式
矣
皇
國
先
王
通
信
使
於
彼
文
物
頗
有
遵
其
制
者
故
大
寶
學
令
以
習
孔
鄭
二
家
傳
注
彼
及
唐
玄
宗
自
撰
新
注
以
行
於

世
二
家
始
廢
而
至
趙
宋
時
遂
又
屬
亡
逸
我
貞
觀
時
有
詔
立
玄
宗
注
於
學
官
二
家
亦
不
充
試
業
然
世
猶
或
講
習
而
不
廢
矣
享
保
中
淸
商

來
長
崎
者
訪
求
以
歸
鮑
廷
博
得
而
大
喜
依
式
雕
梓
盧
文
弨
序
之
引
用
唐
代
諸
書
證
其
爲
隋
代
舊
本
也
吁
千
年
外
之
書
存
於
皇
國
傳
至

今
日
豈
不
珍
而
貴
哉
無
論
其
爲
孔
氏
之
舊
與
否
耳
世
往
往
有
舊
鈔
其
字
體
所
謂
隷
古
文
者
數
本
皆
同
則
增
可
以
見
爲
開
元
改
字
以
前

之
書
矣
凡
古
書
之
傳
世
者
據
其
字
體
察
知
時
世
如
此
書
最
方
然
但
坊
閒
刻
本
改
鈔
轉
寫
以
便
童
蒙
讀
誦
字
體
無
一
存
舊
貫
甚
至
以
今

文
本
改
換
經
文
其
所
傳
播
西
土
亦
是
爲
之
種
四
庫
全
書
總
目
排
譏
此
書
謂
宋
元
以
後
所
影
附
之
書
雖
固
屬
臆
斷
蓋
由
不
見
正
本
歟
林

祭
酒
述
齋
先
生
悲
其
正
本
遂
堙
滅
以
弘
安
鈔
本
活
字
刷
印
收
之
於
其
所
輯
逸
存
叢
書
中
字
畫
悉
依
舊
學
者
以
爲
饜
飫
也
余
閲
其
本
自

有
叢
書
邊
格
故
不
得
不
換
舊
裁
亦
不
無
遺
憾
焉
弘
安
鈔
本
近
日
歸
余
挿
架
紙
質
精
堅
筆
蹟
沈
遒
裝
成
卷
子
實
爲
五
百
年
前
之
舊
本
矣

於
是
乎
影
摸
以
刻
於
家
但
惜
原
本
序
文
脱
簡
僅
存
二
行
今
以
一
古
家
所
藏
元
亨
中
淸
原
良
枝
校
本
補
繕
之
以
倣
百
衲
史
記
之
顰
耳
此

擧
也
欲
酬
升
平
文
運
之
化
以
備
考
古
學
者
之
用
若
夫
充
翫
奇
家
之
好
則
余
意
不
敢
也
文
政
癸
未
冬
十
月
阿
正
精
識 

（
白
文
） 
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古
文
孝
經
一
卷 

天
保
六
年
跋
活
字
印
本 

山
田
文
靜
「
翻
刻
古
本
序
」（
活
字
版
孝
經
附
録
） 

 

活
字
版
孝
經
附
録 

翻
刻
古
本
序 

班
掾
之
史
曰
孝
經
者
孔
子
爲
曾
子
陳
孝
道
也
夫
孝
天
之
經
地
之
義
民
之
行
也
擧
大
者
言
故
曰
孝
經
其
書
曩
傳
皇
國
與
五
經
竝
立
於
學

官
以
敎
天
下
大
寶
元
年
學
令
曰
凡
敎
授
正
業
孝
經
孔
安
國
鄭
玄
注
天
平
寶
字
詔
曰
令
天
下
家
藏
孝
經
一
本
誦
習
之
貞
觀
二
年
制
行
御

注
其
文
曰
此
閒
學
令
孔
鄭
二
注
爲
敎
授
正
業
然
其
學
徒
相
沿
盛
行
於
世
者
安
國
之
注
劉
炫
之
義
也
若
猶
敦
孔
注
兼
聽
試
用
事
載
在
國

史
雖
中
或
經
亂
離
孔
傳
獨
存
于
世
者
蓋
亦
有
以
也
其
存
于
世
者
孰
不
知
之
昔
者
靜
少
年
之
時
嘗
聞
活
版
孝
經
猶
存
自
爾
已
來
服
膺
四

十
年
不
圖
今
春
獲
二
通
自
不
堪
喜
就
而
校
之
其
内
一
通
最
爲
先
出
原
版
後
人
字
旁
記
古
點
上
層
或
擧
述
義
經
年
之
久
册
子
蠹
蝕
殆
難

翻
閲
洵
希
代
寶
典
也
因
意
物
已
如
此
人
何
不
然
異
日
散
失
不
可
不
謀
於
是
斷
意
割
愛
命
工
督
之
字
體
殘
缺
不
可
辨
者
皆
依
舊
本
毫
無

所
補
翻
刻
于
家
傳
之
子
孫
以
貽
後
代
若
好
古
博
雅
君
子
與
我
同
志
亦
所
不
隱
也
天
保
五
年
仲
冬
日
（
以
下
非
序
跋
） 

天
保
六
年
乙
未
三
月
日
後
學
信
濃
山
田
文
靜
太
古
氏
謹
識 

（
句
返
送
） 
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古
文
孝
經
一
卷 

寬
政
十
一
年
序
活
字
印
佚
存
叢
書
本 

林
衡
「
題
古
文
孝
經
孔
傳
後
」 

 

題
古
文
孝
經
孔
傳
後 

古
文
孝
經
孔
傳
坊
刻
數
本
余
所
見
古
寫
本
四
五
種
唯
弘
安
二
年
書
本
爲
最
古
而
又
多
與
坊
本
異
經
文
往
往
雜
異
體
字
如
上
作
丄
下
作

丅
始
作
■
終
作
■
之
類
蓋
所
謂
隷
古
文
者
已
足
利
學
藏
孔
傳
尚
書
多
用
異
字
而
其
體
亦
與
此
同
乃
知
此
本
之
傳
於
我
蓋
在
唐
開
元
改

定
之
前
也
往
者
山
井
鼎
等
撰
七
經
孟
子
考
文
獨
收
尚
書
異
字
而
不
及
孝
經
或
未
之
見
耳
余
故
取
書
本
數
種
參
互
校
訂
定
爲
此
本
至
孔

序
則
刊
本
皆
載
之
而
書
本
多
不
載
今
亦
從
之
孔
傳
之
出
於
僞
托
先
儒
既
已
論
之
雖
然
舊
籍
之
留
遺
於
今
日
者
無
幾
即
其
出
於
僞
托
要

亦
千
年
外
物
寧
可
使
之
終
歸
淪
廢
乎
己
未
仲
春
初
七
日
天
瀑
識 

（
白
文
） 

 

■
（
シ 

1
9
3

） 

■
（
シ
ュ
ウ 

227
29

？
） 
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孝
經
一
卷 

天
明
元
年
京
都
田
中
市
兵
衞
刊
本 

淸
原
則
賢
「
序
（
版
心
）」 

淸
原
宣
條
「
序
（
版
心
）
」 

赤
松
鴻
「
跋
（
版
心
）」 

 

古
文
孝
經
者
孔
氏
之
遺
策
而
安
國
之
訓
傳
也
學
者
必
先
讀
之
所
以
立
敎
本
也
余
家
世
宗
古
學
此
書
亦
傳
之
久
矣
嚮
門
生
某
請
我
先
子

以
梓
行
恨
會
先
子
病
篤
不
及
再
訂
余
自
幼
從
同
宗
佩
蘭
先
生
受
業
毎
歎
此
經
之
多
訛
而
懼
覽
者
疑
惑
今
也
先
生
再
考
訂
以
授
梓
闕
誤

已
正
大
義
粲
然
余
甚
説
之
謹
題
其
首
天
明
辛
丑
年
冬
十
月
少
納
言
兼
侍
從
博
士
淸
原
朝
臣
則
賢 

（
白
文
） 

 

古
文
孝
經
行
于
世
久
矣
我
家
所
藏
與
世
所
傳
文
字
有
異
同
焉
夫
孝
經
漢
以
來
已
有
二
本
其
一
今
文
十
八
章
河
閒
王
所
得
者
其
一
古
文

二
十
二
章
孔
壁
所
得
者
今
文
漢
有
鄭
註
唐
有
御
註
我
先
人
不
取
焉
蓋
以
今
文
不
存
乎
家
也
我
家
業
儒
已
六
百
餘
年
祖
先
所
見
不
及
宋

朝
朱
氏
刊
誤
之
説
古
文
者
實
夫
子
之
裔
安
國
所
傳
註
而
無
閒
然
焉
享
保
中
某
生
請
鄙
宗
故
三
品
保
文
刻
以
公
于
世
保
文
當
時
疾
病
不

能
詳
校
無
幾
逝
矣
條
不
侫
欲
繼
其
志
更
就
家
本
頗
有
所
校
正
乃
以
授
梓
豈
敢
他
本
之
非
而
家
本
之
是
云
乎
欲
使
讀
者
識
其
異
同
而
已

天
明
辛
丑
年
冬
十
月
正
二
位
淸
原
朝
臣
宣
條
撰
男
從
三
位
侍
從
宣
光
書 

（
白
文
） 

 

伏
原
公
所
考
訂
孔
傳
孝
經
刻
成
矣
公
既
自
序
之
又
以
示
不
侫
鴻
俾
志
其
簡
末
蓋
先
是
孔
傳
孝
經
行
于
世
者
有
數
本
而
皆
未
悉
讐
對
之

功
衍
闕
訛
舛
傳
文
最
甚
其
一
則
公
同
宗
故
三
品
舟
橋
保
文
君
所
校
當
時
以
病
劇
不
能
再
正
無
幾
捐
館
公
深
以
爲
憾
毎
欲
一
定
正
而
未

果
一
日
其
所
善
源
生
孺
皮
造
見
語
次
及
之
孺
皮
乃
從
臾
曰
不
獨
舟
橋
君
本
缺
明
備
他
刻
亦
甚
踈
陋
公
盍
速
正
之
以
惠
後
學
也
公
慨
然

遂
有
斯
擧
矣
蓋
公
家
所
藏
孝
經
及
論
語
六
經
各
有
數
本
鴻
以
辱
知
嘗
閲
之
或
繕
本
或
鏤
本
或
活
版
有
簿
袟
有
卷
軸
有
摺
本
盡
是
先
世

所
傳
公
乃
據
以
取
可
替
否
鉛
槧
數
易
遂
成
善
本
宜
哉
此
刻
之
精
且
備
也
於
是
乎
鴻
乃
私
嘆
曰
美
哉
吾
大
東
之
爲
國
也
天
神
地
神
邈
矣

不
可
得
而
考
已
神
武
垂
統
列
聖
相
承
一
姓
相
傳
迄
今
二
千
四
百
餘
年
矣
朝
臣
世
家
相
從
不
變
各
世
專
門
術
業
不
廢
若
夫
舟
橋
伏
原
二
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家
皆
淸
原
氏
其
先
肇
乎
藤
森
親
王
寶
冑
蝉
聯
至
車
析
公
以
明
經
爲
高
倉
帝
侍
讀
自
爾
以
還
家
學
相
傳
世
奉
恩
榮
近
世
雖
分
二
家
其
學

淵
源
一
也
重
惟
自
車
析
公
至
今
日
六
百
有
餘
年
而
祖
宗
手
澤
具
存
乎
二
家
之
堂
焉
豈
可
不
尊
信
哉
宋
歐
陽
子
嘗
作
日
本
刀
歌
而
欣
慕

於
逸
書
百
篇
之
存
豈
復
知
有
子
孫
雲
仍
傳
而
不
朽
若
此
盛
者
邪
公
方
奉
帝
師
之
寵
命
日
侍
講
筵
非
有
多
暇
而
研
究
典
籍
不
苟
就
宴
安

好
學
之
篤
世
業
之
隆
可
知
焉
耳
矣
日
本
天
明
紀
元
辛
丑
冬
十
月
播
磨
赤
松
鴻
謹
志
於
平
安
客
舍 

（
句
） 
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孝
經
鄭
註
（
知
不
足
齋
本
）
文
化
十
二
年
昌
平
坂
學
問
所
刊
本 

岡
田
挺
之
「
鄭
註
孝
經
序
」 

 

鄭
註
孝
經
序
（
日
本
國
原
文
） 

孝
經
有
古
文
有
今
文
孔
安
國
爲
古
文
作
傳
而
鄭
康
成
註
今
文
孔
傳
世
多
有
刻
本
鄭
註
則
否
南
齊
時
國
學
置
鄭
玄
孝
經
陸
澄
乃
與
王
儉

書
論
之
曰
世
有
一
孝
經
題
爲
鄭
玄
注
觀
其
用
辭
不
與
注
書
相
類
案
玄
自
序
所
注
衆
書
亦
無
孝
經
儉
答
曰
鄭
注
虚
實
前
代
不
嫌
意
謂
可

安
仍
舊
立
置
據
之
則
鄭
註
之
行
其
來
尚
矣
是
本
與
陸
德
明
經
典
釋
文
吻
合
無
差
其
爲
鄭
註
審
矣
頃
者
讀
知
不
足
齋
叢
書
所
載
古
文
孝

經
鮑
盧
諸
家
序
跋
乃
知
唯
得
孔
傳
未
得
鄭
註
瀛
海
之
西
其
佚
已
久
嗚
呼
書
之
災
厄
不
獨
水
火
靳
祕
之
甚
其
極
有
至
澌
滅
者
豈
不
悲
乎

今
刻
是
本
予
之
志
在
傳
諸
瀛
海
之
西
與
天
下
之
人
共
之
家
置
數
通
人
挾
一
本
讀
之
誦
之
則
聖
人
之
道
由
是
而
弘
悠
久
無
窮
海
舶
之
載

而
西
者
保
其
無
恙
冀
賴
神
明
護
持
之
力
鮑
盧
諸
家
得
是
本
再
附
剞
劂
則
流
傳
遍
於
寰
宇
當
我
世
見
其
收
在
叢
書
中
所
翹
跂
以
俟
之
也

癸
丑
之
秋
尾
張
岡
田
挺
之
撰 

（
白
文
） 
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孝
經
一
卷 

寬
政
十
二
年
跋
井
上
慶
壽
刊
本 

屋
代
弘
賢
跋 

 

右
逍
遙
院
内
府
實
隆
公
眞
跡
開
元
御
注
孝
經
一
卷
往
歳
獲
諸
牛
込
門
外
書
肆
今
茲
摸
刻
以
傳
世
跋
曰
原
本
後
小
松
帝
御
用
者
夫
孝
經

用
玄
宗
注
始
自
貞
觀
以
距
于
今
凡
九
百
有
餘
年
矣
弘
賢
嘗
疑
謂
古
書
之
存
於
我
邦
者
居
多
而
特
不
見
玄
宗
注
孝
經
古
鈔
本
近
偶
得
而

讀
之
其
成
在
開
元
十
年
而
石
臺
之
經
奏
於
天
寶
之
初
其
閒
相
距
廿
餘
歳
試
取
石
臺
之
本
校
讐
之
正
義
謂
舊
註
者
咸
合
而
石
臺
之
改
竄

昭
然
明
矣
註
疏
序
天
寶
二
年
註
成
頒
行
天
下
者
蓋
似
不
知
有
舊
注
也
而
此
卷
闕
疏
爲
恨
雖
然
今
之
正
義
多
存
元
疏
之
舊
何
以
知
之
正

義
序
曰
剪
截
元
疏
若
感
應
章
長
幼
順
故
上
下
治
下
疏
與
注
不
合
及
見
此
本
乃
知
字
句
用
元
疏
而
不
改
化
也
吁
嗟
微
此
卷
則
何
據
明
之

乎
可
謂
奇
矣
元
氏
序
往
佚
于
彼
今
存
于
此
亦
復
奇
矣
其
可
不
刻
而
傳
哉
寬
政
十
二
年
五
月
九
日
源
弘
賢
識 

（
白
文
） 
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孝
經
一
卷 

明
治
二
十
四
年
三
条
公
美
景
刊
本 

屋
代
弘
賢
跋
（
前
書
同
文
略
） 

三
条
實
美
跋 

三
条
公
美
跋 

藤
原
實
美
跋 

三
条
公
美
又
跋 

 

逍
遙
院
内
府
臨
書
開
元
御
注
孝
經
一
卷
原
係
我
十
九
世
祖
後
押
小
路
内
府
公
手
寫
進
後
小
松
天
皇
者
今
也
原
書
散
亡
不
可
復
見
而
視

是
卷
猶
視
公
書
追
慕
之
餘
再
上
諸
木
以
永
其
傳
明
治
甲
申
七
月
裔
孫
三
條
實
美
識 

（
白
文
） 

 

先
考
内
府
公
曾
製
此
跋
既
而
聞
原
書
藏
於
祕
閣
請
拜
覽
對
校
未
及
改
作
跋
文
罹
病
薨
今
者
檢
遺
篋
獲
其
手
書
日
付
卷
尾
云
明
治
廿
四

年
三
月
十
八
日
不
肖
公
美
拜
誌 

（
白
文
） 

 

御
注
孝
經
剞
劂
功
告
竣
偶
閲
故
筐
得
後
押
小
路
内
府
公
日
記
紙
背
有
古
文
孝
經
父
母
生
績
章
數
行
諦
視
之
則
公
書
也
嗚
呼
曩
得
臨
本

今
又
見
眞
蹟
何
其
遇
合
之
奇
也
不
遑
復
論
經
文
今
古
併
刻
附
後
以
誌
余
喜
云
明
治
十
七
年
九
月
後
裔
藤
原
實
美
識 

（
白
文
） 

 

按
後
押
小
路
内
府
公
以
弘
和
三
年
十
二
月
薨
享
年
六
十
所
著
有
後
愚
昧
記
本
文
所
謂
曰
記
即
是
而
先
考
之
得
公
書
在
甲
申
歳
其
鈎
摸

之
者
爲
堀
博
附
記
于
此
辛
卯
三
月
公
美
拜
誌 

（
白
文
） 
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孝
經
一
卷 

文
政
九
年
跋
狩
谷
氏
求
古
楼
重
刊 

狩
谷
望
之
「
跋
（
版
心
）」 

 

夫
孝
者
德
之
本
敎
之
所
由
生
則
家
不
可
一
日
而
無
敎
人
不
可
頃
刻
而
忘
孝
故
天
平
寶
字
元
年
四
月
辛
巳
詔
曰
古
者
治
民
安
國
必
以
孝

理
百
行
之
本
莫
先
於
茲
宜
令
天
下
家
藏
孝
經
一
本
精
勤
誦
習
倍
加
發
□
其
敎
授
正
業
孝
經
用
孔
安
國
鄭
玄
注
既
明
著
大
寶
之
令
甲
而

貞
觀
二
年
十
月
壬
辰
制
若
曰
哲
王
之
訓
以
孝
爲
基
夫
子
之
言
窮
性
盡
理
即
知
一
卷
孝
經
十
八
篇
章
六
籍
之
根
源
百
王
之
摸
範
也
然
此

閒
學
令
孔
鄭
二
注
爲
敎
授
正
業
厥
其
學
徒
相
沿
盛
行
於
世
者
安
國
之
注
劉
炫
之
義
也
唐
玄
宗
開
元
十
年
撰
御
注
孝
經
作
新
疏
三
卷
以

爲
世
傳
鄭
注
比
其
所
注
餘
□
義
理
專
非
又
稽
之
鄭
志
康
成
不
注
孝
經
安
國
之
本
梁
亂
而
亡
今
之
所
傳
出
自
劉
炫
事
義
紛
薈
誦
習
尤
艱

靡
厭
衆
心
更
招
疑
義
故
廣
酌
儒
流
深
廻
睿
想
爲
之
訓
注
冀
闡
微
言
即
敕
學
士
儒
官
僉
議
可
否
於
是
當
時
有
識
碩
德
名
儒
咸
集
廟
堂
恭

尋
聖
義
妙
理
甚
深
常
情
難
測
同
共
嗟
服
伏
請
頌
傳
侍
中
安
陽
縣
男
乾
曜
等
奏
曰
天
文
昭
爛
洞
合
幽
微
望
即
流
行
佇
光
來
葉
制
曰
可
然

則
孔
鄭
之
注
竝
廢
於
時
御
注
之
經
獨
行
於
世
而
唯
傳
彼
注
未
讀
件
經
假
之
通
論
未
爲
允
愜
鄭
孔
二
注
即
謂
非
眞
御
注
一
本
理
當
遵
行

宜
自
今
以
後
立
於
學
官
敎
授
此
經
以
充
試
業
庶
革
前
儒
必
固
之
失
遵
先
王
至
德
之
源
但
去
聖
久
遠
學
不
厭
博
若
猶
敦
孔
注
有
心
講
誦

兼
聽
試
用
莫
令
失
望
自
是
以
來
天
皇
太
子
御
讀
孝
經
必
奉
授
玄
宗
注
而
人
閒
依
兼
聽
之
制
多
守
孔
傳
者
然
古
文
之
非
眞
孔
傳
之
依
託

制
中
固
既
明
辨
而
斥
之
且
曰
御
注
一
本
立
於
學
官
革
前
儒
必
固
之
失
則
捨
御
注
而
學
孔
傳
豈
非
沿
習
之
陋
蔽
邪
御
注
孝
經
舊
無
刻
本

近
時
源
輪
池
弘
賢
摸
刻
逍
遙
院
内
府
眞
蹟
本
卷
首
有
元
行
沖
序
注
文
與
天
寶
石
臺
本
不
同
按
唐
會
要
開
元
十
年
六
月
上
注
孝
經
頒
天

下
及
國
子
學
天
寶
二
年
五
月
上
重
注
又
頒
天
下
則
知
逍
遙
内
府
本
爲
開
元
御
注
是
本
西
土
失
傳
足
稱
最
奇
然
天
寶
四
載
九
月
以
重
注

本
刻
石
於
大
學
則
今
日
授
業
理
宜
用
天
寶
重
定
本
而
世
猶
未
有
刻
本
蒙
竊
憾
焉
嚮
有
依
開
元
本
增
益
改
竄
以
天
寶
本
刻
於
京
師
者
不

知
校
書
之
法
亦
甚
矣
所
幸
篋
衍
中
有
北
宋
天
聖
明
道
閒
刻
本
精
意
摸
彫
以
公
世
夫
家
不
可
一
日
而
無
敎
人
不
可
頃
刻
而
忘
孝
則
伏
冀

家
藏
日
誦
欽
遵
天
平
寶
字
詔
天
下
之
聖
意
庶
革
必
固
恭
奉
貞
觀
立
御
注
之
明
制
云
爾
文
政
九
年
十
一
月
長
至
日
市
井
之
臣
狩
谷
望
之
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昧
死
敬
識 

（
白
文
） 
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孝
經
會
通
一
卷 

文
化
四
年
京
都
林
權
兵
衞
刊
本 

朝
川
鼎
「
孝
經
會
通
序
」 

 

孝
經
會
通
序 

孝
經
原
無
二
本
而
其
文
有
古
今
焉
所
謂
今
文
十
八
章
古
文
二
十
二
章
蓋
分
拆
併
合
雖
異
體
裁
而
其
爲
孝
經
一
也
故
今
不
分
經
傳
不
次

章
第
會
而
通
之
今
文
古
文
又
奚
別
焉
沈
氏
作
孝
經
會
通
其
意
或
在
此
矣
惟
其
列
先
後
次
序
爲
一
十
五
條
者
予
所
未
信
也
司
馬
温
公
曰

經
猶
的
也
一
人
射
之
不
若
衆
人
射
之
其
爲
取
中
多
矣
然
則
綺
文
主
人
梓
而
傳
之
豈
其
徒
哉
文
化
丁
卯
秋
八
月
朔
日
江
戸
善
庵
處
士
朝

川
鼎
譔 

（
白
文
） 
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孝
經
宗
旨
一
卷
・
孝
經
引
證
一
卷 

文
政
二
年
江
戸
小
林
新
兵
衞
等
刊
本 

井
田
龍
「
序
」 

山
崎
苞
「
序
」 

井
田
經
綸
「
跋
」 

 

序 語
曰
天
下
有
大
戒
二
其
一
命
也
其
一
義
也
子
之
愛
親
命
也
不
可
解
於
心
臣
之
事
君
義
也
無
適
而
非
君
也
無
所
逃
於
天
地
之
閒
也
至
哉

言
也
吾
儕
小
人
未
世
窮
年
徒
學
雜
識
志
未
會
讀
書
活
法
而
妄
鼓
饒
舌
曰
莊
周
異
端
之
徒
不
知
聖
人
者
也
唐
虞
三
代
之
禮
樂
吾
獨
明
之

孔
曾
思
孟
之
道
術
吾
深
達
之
退
而
視
觀
其
所
以
由
克
伐
怨
欲
荼
毒
心
胸
蔽
陷
離
窮
枳
棘
思
意
虚
譌
百
端
暴
賊
萬
計
其
所
安
者
亦
唯
財

色
名
利
讀
書
百
萬
以
至
汗
牛
充
棟
未
嘗
得
顧
其
安
而
由
其
誠
也
是
以
弟
子
負
其
師
極
口
而
訐
徼
讒
毀
師
亦
擯
斥
弟
子
不
墜
諸
淵
則
罟

擭
陷
阱
隱
賊
暗
害
以
爲
祕
密
眞
印
於
所
謂
不
可
解
於
心
者
與
無
適
而
非
君
者
弁
髦
不
啻
也
父
子
君
臣
之
際
亦
猶
如
此
而
況
於
夫
婦
兄

弟
乎
況
於
朋
友
之
交
乎
若
使
漆
園
老
人
復
起
於
九
原
以
奉
咳
唾
之
餘
敎
吾
儕
小
人
豈
可
不
嚙
舌
而
死
哉
夫
古
之
爲
學
也
豫
時
孫
摩
約

達
微
藏
終
以
盡
命
義
之
性
故
曰
顧
諟
天
之
明
命
又
曰
盡
其
心
者
知
其
性
也
既
而
德
成
道
明
出
服
官
政
則
忠
貞
輔
弼
使
君
超
然
立
乎
顯

榮
之
地
天
下
稱
孝
焉
其
開
道
術
也
活
潑
圓
機
如
此
君
苟
有
過
臣
能
諫
之
父
有
失
德
子
善
喩
之
夫
婦
兄
弟
朋
友
之
信
亦
以
救
過
全
爲
己

任
所
謂
人
倫
正
而
孝
德
備
焉
者
非
耶
不
然
定
省
不
曠
養
事
不
懈
皆
是
陽
飾
孝
慈
之
僞
行
而
陰
逞
貪
欲
之
邪
術
欺
己
誑
人
以
至
于
如
彼

流
泉
淪
胥
以
亡
故
曰
禿
而
施
髢
病
而
求
醫
孝
子
操
藥
而
修
慈
父
其
色
燋
然
聖
人
羞
之
一
日
山
如
山
入
室
出
示
羅
汝
芳
之
孝
經
宗
旨
楊

起
元
之
孝
經
引
證
二
篇
曰
弟
子
以
是
書
爲
帳
祕
論
衡
者
有
年
於
斯
矣
毎
聽
先
生
開
示
之
説
暗
合
默
恊
分
毫
不
差
不
審
先
生
亦
嘗
讀
焉

耶
否
龍
手
閲
之
徐
語
如
山
曰
南
山
生
蘭
採
取
以
比
北
嶽
之
蘭
花
葉
色
香
皆
同
焉
西
洋
産
金
淘
汰
以
混
東
海
之
金
堅
剛
利
斷
盡
均
焉
五

方
之
民
嗜
欲
不
同
學
以
盡
性
則
眼
橫
鼻
直
凡
聖
何
擇
焉
小
子
勿
輕
視
廼
公
舜
何
人
是
顏
之
學
也
行
堯
之
行
是
孟
之
術
也
小
子
勿
輕
視

廼
公
夫
子
不
言
乎
自
其
異
者
視
之
肝
膽
楚
越
也
自
其
同
者
視
之
萬
物
皆
一
也
一
也
者
何
命
義
是
也
如
山
起
曰
若
夫
知
命
明
義
其
性
同

一
弟
子
既
已
得
聞
命
矣
不
知
汝
芳
起
元
出
于
何
代
而
傳
道
於
何
等
明
師
也
龍
時
揮
麈
曰
學
稼
問
之
老
農
爲
圃
請
之
老
圃
余
唯
取
二
君
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子
痛
醒
世
人
之
妄
夢
以
達
至
性
之
孝
德
已
何
賣
博
學
奇
才
以
掠
市
井
之
虚
譽
小
子
欲
審
二
子
之
行
状
事
實
則
質
之
於
考
證
學
士
學
士

不
知
通
讀
明
史
羅
楊
列
傳
及
王
守
仁
一
家
書
何
煩
無
學
愚
直
翁
時
如
山
言
下
醒
悟
拜
跪
曰
弟
子
今
開
無
相
宗
旨
豈
敢
不
正
有
相
引
證

哉
於
是
乎
遂
以
爲
序
于
時
文
政
二
年
祝
犂
單
閼
春
三
月
望
書
於
東
都
城
南
建
標
樓
中
赤
城
愚
直
翁
田
龍
雲
卿
甫
撰 

（
句
返
送
縱
） 

 

序 道
猶
燈
也
燈
火
不
明
則
視
物
不
眞
欲
視
物
眞
唯
在
明
燈
已
百
年
幽
谷
一
燈
照
之
則
豁
然
光
明
數
掾
小
室
失
一
紙
燭
則
立
地
昏
黑
然
則

不
可
頃
刻
無
燈
也
不
可
須
臾
無
道
也
以
道
燭
物
則
是
非
枉
直
之
状
歴
分
明
赤
者
我
知
其
爲
狐
黑
者
我
知
其
爲
烏
花
紅
柳
緑
絲
毫
不
差

也
看
來
聖
賢
佛
菩
薩
隨
縁
應
時
交
開
小
鋪
席
賣
鬻
燈
心
暗
夜
若
有
求
明
之
客
出
來
不
賖
分
文
隨
手
賣
與
使
之
傳
燈
續
燄
燭
天
耀
地
也

獨
奈
燈
火
將
明
八
風
易
動
能
不
被
吹
滅
者
不
知
有
幾
人
也
昔
者
洙
泗
之
一
燈
至
於
孟
軻
而
光
燄
大
熾
其
既
沒
也
幾
數
百
年
不
聞
有
傳

燈
者
在
也
及
明
道
象
山
善
覔
火
種
以
續
不
傳
之
燈
於
是
道
燈
一
明
乎
趙
宋
也
後
數
百
年
至
於
朱
明
有
王
陽
明
者
盛
講
良
知
之
學
有
陳

白
沙
者
別
持
主
靜
之
説
各
以
續
聖
賢
之
燈
使
學
者
各
明
慧
炬
以
入
乎
堯
舜
之
社
火
於
是
道
燈
二
明
乎
皇
明
也
余
好
讀
其
書
旁
及
龍
溪

王
氏
近
溪
羅
氏
念
庵
羅
氏
等
之
所
述
作
自
以
怡
悦
嘗
藏
羅
近
溪
之
孝
經
宗
旨
楊
復
所
之
孝
經
引
證
二
篇
鍾
愛
有
年
於
此
矣
一
日
家
君

召
如
山
於
膝
下
誨
言
曰
夫
孝
者
善
繼
人
之
志
善
述
人
之
事
汝
愚
昧
而
不
能
繼
述
然
從
學
日
久
矣
先
生
之
提
耳
面
命
不
知
其
幾
數
次
想

當
是
非
枉
直
之
閒
小
有
辨
知
焉
如
能
梓
是
書
以
公
諸
天
下
與
孝
子
慈
孫
相
共
造
道
使
吾
一
家
祖
燈
永
不
滅
乎
後
世
則
庶
幾
得
報
乎
父

師
敎
育
之
萬
一
而
可
以
無
愧
怍
乎
俯
仰
之
閒
小
子
勉
之
如
山
謹
拜
受
誨
言
退
而
命
工
以
垂
過
庭
之
義
訓
云
文
政
己
卯
暮
之
春
中
澣
後

肥
宇
土
藩
臣
■
崍
陳
人
山
如
山
撰
竹
屋
今
井
戴
雪
書 

（
返
送
） 

 

■
（
キ
ョ 

8
1
6
7

） 
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跋 劉
子
有
言
曰
吾
聞
之
民
受
天
地
之
中
以
生
所
謂
命
也
是
以
有
動
作
禮
義
威
儀
之
則
以
定
命
也
能
者
養
之
以
取
福
不
能
者
敗
以
取
禍
由

是
觀
之
孝
者
實
天
地
之
性
也
若
夫
陋
讀
五
車
四
庫
雜
識
志
傲
然
抗
顏
談
笑
於
衆
人
廣
座
之
閒
而
已
則
其
爲
學
者
亦
賤
矣
是
以
仲
尼
之

敎
以
詩
書
禮
樂
之
四
術
使
人
皆
以
自
得
孝
之
所
以
爲
固
有
命
性
也
不
然
誰
謂
堯
舜
之
道
孝
弟
而
已
乎
山
■
崍
家
嚴
高
足
弟
子
其
言
曰

人
之
讀
書
也
苟
不
達
於
固
有
之
命
性
則
畢
竟
口
頭
禪
自
救
不
了
且
瞿
曇
之
所
説
大
異
於
仲
尼
之
所
敎
猶
曰
天
上
天
下
唯
我
獨
尊
所
謂

我
也
者
豈
有
他
故
異
物
也
哉
即
吾
人
所
受
於
父
母
之
面
目
不
可
以
不
尊
也
故
曰
孝
順
至
道
之
法
而
況
聖
賢
儒
中
之
君
子
而
耽
著
名
利

賤
棄
眞
我
乎
可
謂
善
繼
志
者
矣
今
茲
新
刻
宗
旨
引
證
二
書
乃
使
經
綸
作
跋
予
也
乳
臭
愚
童
未
嘗
知
盡
性
之
所
以
爲
孝
也
雖
然
格
物
窮

理
以
辨
至
性
之
爲
我
而
養
之
以
福
獨
立
於
中
心
安
仁
天
下
一
人
之
塲
則
掦
名
顕
親
不
出
於
瞿
曇
之
下
云
爾
東
都
田
經
綸
謹
撰
武
州
磯

田
榮
章
書 

（
句
） 

■
（
キ
ョ 

8
1
6
7

） 
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群
經
總
義
類 

  

五
經
白
文 
寬
永
五
年
安
田
安
昌
刊
本 

林
信
勝
跋 

 

本
朝
詞
人
博
士
振
古
講
五
經
者
唯
讀
漢
唐
諸
儒
之
註
疏
未
能
知
宋
儒
之
道
學
故
世
人
皆
拘
於
訓
詁
不
能
窮
物
理
殆
數
百
千
歳
然
今
世

往
歳
妙
壽
院
惺
窩
滕
先
生
講
學
格
物
之
暇
新
加
訓
點
于
五
經
易
則
從
程
傳
兼
朱
義
詩
則
主
朱
傳
書
則
原
蔡
傳
禮
記
則
依
陳
説
春
秋
則

拠
胡
傳
至
若
倭
訓
之
古
而
不
可
易
者
參
之
舊
點
而
不
盡
削
之
也
其
可
筆
可
削
者
亦
竊
取
其
義
而
已
頃
有
人
自
京
師
來
于
武
州
曰
今
洛

人
安
田
安
昌
薩
摩
正
重
等
鏤
五
經
白
文
於
梓
其
訓
點
則
滕
先
生
所
嘗
爲
之
也
願
請
余
一
言
置
諸
卷
尾
余
謂
先
生
雖
嘗
爲
之
訓
點
而
其

元
本
藏
之
不
出
蓋
其
副
流
落
人
閒
而
然
乎
點
畫
偏
旁
雖
未
必
無
三
豕
渡
河
之
訛
敎
授
參
校
豈
是
非
貽
千
金
滿
籝
之
謀
耶
於
是
乎
書
戊

辰
春
正
月
日
羅
山
子
道
春
把
筆
于
東
武
寓
所
夕
顏
巷 

（
白
文
） 
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改
正
音
訓
五
經 

天
明
七
年
刊
安
政
二
年
大
坂
炭
屋
五
郞
兵
衞
等
五
刻
本 

林
信
敬
「
後
藤
點
五
經
序
」 

佐
藤
坦
「
再
刻
五
經
序
」 

 

後
藤
點
五
經
序 

往
年
余
奉
命
爲
五
經
改
點
既
而
應
書
肆
之
請
稍
稍
命
刻
而
剞
劂
未
孱
功
也
今
茲
門
人
高
松
世
儒
後
藤
元
茂
齎
新
刻
五
經
來
示
乃
其
父

守
中
所
訓
譯
也
余
受
而
閲
之
則
其
去
繁
從
簡
以
便
誦
讀
與
余
之
所
爲
者
大
相
同
矣
因
謂
訓
譯
之
於
經
書
特
爲
童
蒙
耳
固
非
居
業
之
要

務
也
然
吾
學
之
有
淵
源
亦
足
以
徴
一
端
焉
守
中
名
世
鈞
及
吾
高
祖
懿
子
之
門
學
成
而
仕
于
高
松
侯
才
學
文
章
號
稱
高
第
弟
子
曾
成
此

書
寔
其
緒
餘
耳
然
其
惠
童
蒙
豈
淺
淺
乎
元
茂
請
冠
一
言
蓋
亦
欲
證
不
乖
我
家
學
也
於
是
乎
序
焉
寬
政
庚
戌
孟
春
國
子
祭
酒
林
信
敬
譔 

（
白
文
） 

 

再
刻
五
經
序 

五
經
白
文
無
慮
若
干
種
而
芝
山
後
藤
氏
塾
本
獨
盛
行
既
閲
二
十
餘
年
板
幾
漫
漶
芝
山
之
子
曰
元
茂
孫
曰
伯
雍
更
加
讐
勘
以
再
刻
之
寄

余
序
余
嘗
謂
今
人
往
往
有
颺
秕
言
逞
浮
辭
不
且
巾
笥
焉
而
繡
鐫
之
是
則
徒
災
棗
梨
孰
若
刻
一
部
經
典
之
爲
有
裨
於
人
後
藤
氏
世
篤
學

其
意
或
亦
出
於
此
歟
則
吾
盍
與
焉
雖
然
於
後
藤
氏
未
足
道
也
已
文
化
九
年
壬
申
九
月
江
都
佐
藤
坦
撰
河
三
亥
書 

（
句
） 
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校
定
音
訓
五
經 

文
化
十
年
江
戸
須
原
屋
茂
兵
衞
等
刊
本 

佐
藤
坦
「
音
訓
五
經
序
」 

三
谷
僩
「
刻
音
訓
五
經
序
」 

 

音
訓
五
經
序 

郁
郁
之
爲
都
都
文
哉
之
爲
丈
我
陋
矣
彼
且
然
況
我
乎
廼
黄
吻
學
語
咿
唔
良
艱
不
但
直
下
而
倒
行
目
一
失
歩
口
輙
躓
之
所
以
艱
也
雖
然

倒
直
閒
而
語
乃
順
音
訓
參
而
義
直
見
則
亦
不
爲
非
捷
法
矣
五
經
校
刻
成
爲
引
其
端
文
化
十
年
癸
酉
五
月
上
浣
江
都
佐
藤
坦
譔
河
三
亥

書 

（
句
返
送
） 

 

刻
音
訓
五
經
序 

語
曰
辟
如
行
遠
必
自
邇
辟
如
登
高
必
自
卑
凡
事
皆
然
五
經
聖
人
之
道
載
焉
學
者
攀
而
躋
之
可
以
至
於
堯
舜
矣
然
讀
之
之
初
必
由
乎
佔

畢
課
誦
而
其
法
莫
要
於
辨
音
訓
何
也
齊
楚
語
異
南
北
聲
殊
在
彼
猶
爲
然
況
我
以
吾
譯
讀
之
有
數
譯
而
一
字
有
一
譯
而
數
字
或
同
言
異

字
或
同
字
異
言
夫
苟
弗
明
焉
則
是
非
信
所
學
輕
重
因
所
習
恠
不
見
毀
不
聞
不
惟
自
誤
并
誤
人
可
不
愼
乎
凡
訓
蒙
之
道
譬
諸
染
絲
斲
梓

功
在
初
變
一
旦
器
成
采
定
難
復
改
移
處
鮑
居
芝
先
入
必
爲
之
主
一
薰
一
蕕
十
年
尚
猶
有
臭
亦
不
可
不
識
也
書
賈
千
鍾
房
嘗
藏
音
訓
五

經
鈔
本
頃
將
梓
而
行
恐
其
有
差
謬
也
更
就
一
齋
先
生
乞
校
余
亦
與
焉
音
訓
之
得
失
訂
諸
大
全
諸
書
字
軆
之
乖
訛
一
照
康
煕
官
撰
諸
本

正
之
然
後
其
書
庶
乎
無
謬
矣
初
學
之
士
由
是
漸
進
推
而
上
之
安
見
其
不
爲
行
遠
登
高
之
邇
卑
也
乎
文
化
十
年
癸
酉
九
月
東
奧
三
谷
僩

撰 

（
句
返
送
四
） 
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音
訓
五
經 

文
化
十
年
刊
明
治
三
年
大
阪
山
内
五
良
助
三
刻
本
後
印 

川
田
興
「
再
刻
音
訓
五
經
引
」 

 

再
刻
音
訓
五
經
引 

音
訓
五
經
嘗
刻
於
江
都
而
板
今
藏
於
浪
速
松
敬
堂
初
此
書
之
出
邇
布
遠
被
不
知
幾
百
千
部
版
已
漫
漶
未
及
改
槧
屆
戊
戌
歳
燬
於
祝
融

於
是
松
敬
堂
主
人
請
覆
校
於
我
一
齋
先
生
先
生
乃
命
門
生
就
舊
本
更
加
釐
正
及
刻
成
則
淸
刷
瞭
然
最
便
誦
讀
殆
乎
祝
融
爲
之
媒
也
主

人
謁
引
乃
弁
一
言
天
保
辛
丑
首
春
下
澣
川
田
興
撰
關
研
書 

（
句
返
送
） 
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訂
正
音
訓
五
經 

慶
應
二
年
序
刊
本 

東
條
喆
「
五
經
句
讀
序
」 

 

五
經
句
讀
序 

詩
有
朱
註
書
有
蔡
傳
禮
有
陳
註
易
有
程
傳
春
秋
胡
傳
而
五
經
定
矣
自
是
而
後
元
明
淸
之
際
古
學
益
盛
而
考
證
之
學
於
是
乎
起
矣
新
古

相
頡
頏
雖
各
有
一
得
一
失
要
歸
於
經
義
耳
抑
亦
賴
宋
學
之
力
一
洗
漢
唐
之
陋
習
邪
通
志
學
海
二
堂
經
解
是
也
學
者
折
衷
之
可
矣
雖
然

古
書
有
古
言
存
焉
非
徒
所
以
可
以
訓
詁
明
字
義
者
也
是
故
説
聖
經
者
直
溯
秦
燔
以
上
而
以
古
書
徴
古
言
則
莫
有
一
而
難
解
者
也
雖
曰

周
誥
殷
盤
佶
屈
聱
牙
亦
春
融
冰
釋
焉
然
而
習
句
讀
者
必
以
四
書
五
經
爲
先
務
故
姑
依
釋
文
音
義
以
爲
初
學
之
資
已
夫
我
邦
讀
書
法
與

彼
從
頭
直
下
者
不
同
音
訓
參
伍
順
逆
廻
反
文
義
自
會
則
字
字
之
位
置
句
句
之
斷
接
不
得
不
施
轉
聲
加
助
聲
也
欲
詳
悉
邪
則
迂
冗
近
于

諄
言
從
省
約
乎
而
短
粗
類
於
偏
語
語
路
一
躓
則
唇
舌
倶
澁
雖
欲
琅
誦
豈
可
得
乎
是
以
去
偏
諄
而
就
簡
雅
將
欲
使
人
馴
讀
也
若
夫
助
辭

則
宜
讀
知
而
不
可
目
記
也
蓋
其
於
聖
賢
之
蘊
意
庶
乎
有
餘
味
矣
五
經
新
刻
成
序
以
冠
其
首
慶
應
丙
寅
端
午
前
一
日
東
都
東
條
喆
譔
永

井
喜
暉
書 

（
句
返
送
） 
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明
治
新
刻
五
經 

明
治
十
三
年
東
京
前
田
誠
之
助
刊
本 

永
阪
潜
「
校
刻
五
經
序
」 

 

校
刻
五
經
序 

初
學
之
於
佔
畢
譬
之
斲
梓
染
絲
其
質
一
成
不
可
復
變
愼
終
于
始
之
言
良
有
以
哉
坊
閒
所
刻
五
經
讀
本
者
其
類
極
夥
矣
其
訓
詁
邦
譯
雖

皆
出
先
儒
之
手
煩
簡
精
粗
各
自
異
趣
一
是
一
非
得
失
迭
存
余
毎
憾
焉
頃
日
書
賈
岡
中
堂
主
人
將
裒
資
以
從
新
鋟
之
役
乞
校
于
余
余
乃

就
各
本
旁
搜
獮
索
訂
正
其
音
訓
折
中
其
邦
譯
務
取
煩
簡
之
宜
俾
以
便
誦
讀
焉
苟
誦
讀
之
便
足
以
能
鼓
舞
唔
咿
之
業
則
憤
悱
之
力
自
此

而
生
勃
然
弗
可
已
也
於
是
乎
愼
終
于
始
之
效
可
以
見
矣
抑
夫
於
豫
時
孫
摩
之
際
兒
輩
取
材
于
此
則
他
年
知
類
通
達
之
功
將
在
于
此
矣

而
余
之
微
志
亦
在
于
此
而
世
敎
之
資
亦
將
在
于
此
矣
刻
竣
爲
之
序
明
治
十
三
年
十
一
月
下
澣
會
輔
學
舍
永
阪
潜
撰 

（
白
文
） 
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標
註
詳
解
五
經 

明
治
十
五
年
東
京
中
外
堂
柳
河
梅
次
郞
刊
本 

後
藤
義
求
「
自
序
」 

（
無
名
氏
）
緒
言 

 

自
序 

古
者
以
易
書
詩
禮
樂
春
秋
爲
六
經
至
秦
焚
書
樂
書
亡
今
以
易
書
詩
禮
記
春
秋
爲
五
經
而
聖
賢
脩
己
治
人
之
道
莫
不
由
此
也
我
邦
亦
擬

彼
而
以
爲
經
國
之
典
籍
矣
維
新
以
來
政
府
設
學
制
而
置
之
於
高
等
不
使
兒
童
讀
之
然
山
村
僻
邑
之
人
依
舊
閒
欲
使
子
弟
學
焉
則
無
其

師
而
自
欲
以
授
焉
則
力
不
足
偶
雖
有
其
書
而
有
音
訓
假
字
用
格
之
誤
謬
而
憂
難
供
其
用
嘆
息
移
時
荏
苒
消
日
者
不
尠
矣
余
不
忍
見
之

自
忘
其
固
陋
終
揮
毫
於
南
窻
之
下
云
明
治
十
五
年
四
月
後
藤
義
求
識 

（
句
） 

 

緒
言 

一
凡
讀
書
者
有
三
望
知
字
一
也
解
字
義
二
也
記
事
三
也
是
故
著
書
者
亦
不
可
不
勉
也
然
自
古
至
今
以
國
字
記
字
音
或
施
傍
訓
者
一
不

見
有
得
其
正
者
至
於
近
世
其
失
愈
甚
而
四
聲
混
淆
五
十
連
音
錯
亂
使
初
學
之
徒
有
迷
津
哭
岐
之
歎
可
謂
杜
撰
之
極
矣
予
深
憾
焉
爰
書

肆
中
外
堂
亦
以
與
予
同
其
歸
今
回
共
議
而
編
次
此
書
矣
然
至
其
國
字
用
格
非
予
所
得
意
也
是
以
質
之
南
山
先
生
而
歸
其
本
源
苟
初
學

之
徒
玩
味
此
書
則
於
知
字
解
義
記
事
知
國
字
用
格
之
義
萬
不
失
一
也 

一
字
音
附
假
字
者
雖
原
於
二
百
六
韻
而
記
適
有
國
風
之
弊
音
而
歸
之
正
律
却
有
爲
初
學
之
惑
者
譬
如
香
雖
原
音
幾
也
宇
用
次
音
加
宇

應
雖
原
音
伊
與
宇
用
次
音
於
宇
央
雖
原
音
伊
也
宇
用
次
音
阿
宇
依
舊
而
不
改
之
初
學
諒
焉 

一
如
屬
蕭
宵
（
上
去
准
此
）
之
字
雖
漢
原
音
之
也
宇
伊
也
宇
次
音
佐
宇
也
宇
等
今
有
故
而
用
呉
次
音
世
宇
衣
宇
而
記
之
初
學
勿
咎
矣 

一
如
字
訓
之
假
字
從
皇
國
之
假
字
用
格
八
種
活
之
格
而
記
焉 

一
如
鼇
頭
注
音
之
假
字
閒
有
用
上
略
和
音
中
略
和
音
者
此
無
他
故
但
以
其
境
域
之
狹
隘
也
初
學
勿
怪
訝
焉
編
者
謹
識 

（
句
返
） 
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新
刻
改
正
五
經 

明
治
十
五
年
大
阪
和
田
巳
之
助
刊
本 

近
藤
元
粹
「
新
刻
五
經
序
」 

 

新
刻
五
經
序 

幼
童
讀
書
常
以
先
入
爲
師
故
誦
讀
一
謬
而
與
文
義
相
背
馳
者
不
爲
少
矣
坊
閒
所
刻
五
經
白
文
無
慮
如
千
種
而
或
繁
或
簡
得
失
迭
存
其

不
致
幼
童
之
謬
者
蓋
幾
希
矣
書
賈
某
持
新
刻
五
經
來
乞
序
謂
斯
書
係
松
陰
後
藤
氏
所
訓
譯
余
取
而
閲
之
似
得
繁
簡
之
中
者
幼
童
據
焉

以
便
誦
讀
則
至
他
日
講
求
其
義
分
析
其
理
之
時
思
過
半
矣
然
則
如
斯
書
雖
曰
以
先
入
爲
師
亦
不
妨
也
嗟
其
惠
豈
少
小
哉
於
是
乎
書
以

與
之
明
治
十
四
年
冬
十
一
月
鐵
峰
眞
逸
粹
撰 

（
白
文
） 
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音
訓
標
註
五
經 

明
治
十
八
年
東
京
後
藤
宗
秀
刊
本 

土
田
泰
「
五
經
序
」 

小
永
井
嶽
「
後
藤
點
五
經
序
」 

 

五
經
序 

天
有
五
星
猶
人
有
五
常
書
有
五
經
也
天
無
五
星
者
不
可
謂
天
矣
人
與
書
無
五
常
與
五
經
者
不
可
謂
人
與
書
矣
五
星
者
何
也
曰
木
火
土

金
水
五
常
者
曰
仁
禮
義
智
信
五
經
者
曰
詩
禮
書
易
春
秋
夫
人
者
受
五
星
而
生
故
生
而
保
五
常
是
以
人
者
爲
萬
物
靈
以
毓
生
萬
物
矣
故

天
地
之
心
者
則
人
之
丹
府
也
人
之
丹
府
者
亦
爲
萬
物
之
靈
犀
矣
夫
春
者
温
厚
和
柔
煦
軟
惠
暖
莫
物
不
生
長
莫
人
不
歡
情
猶
仁
之
博
愛

篤
近
而
及
遠
也
且
如
木
之
德
無
爲
而
化
也
夏
者
暑
氣
炎
氤
朝
露
夕
雨
以
盛
盈
萬
物
堅
確
人
體
千
緑
萬
靑
南
風
薰
陶
猶
禮
之
敬
愼
自
卑

至
高
皆
不
懈
怠
也
且
如
火
之
始
鑽
燧
火
食
以
祭
神
也
秋
者
金
柔
尚
低
火
老
愈
熾
肅
殺
慘
憺
樹
落
木
枯
猶
義
之
果
毅
捨
生
而
取
死
也
且

如
金
之
錬
刀
鋭
利
斷
物
也
冬
者
則
四
時
惣
會
就
往
知
來
悉
皆
瞭
然
數
計
龜
卜
猶
智
之
坐
而
可
致
千
歳
也
且
如
水
之
所
流
莫
不
知
淺
深

也
土
用
者
則
中
央
四
時
調
和
陰
陽
寒
往
暑
來
循
環
不
已
猶
信
之
主
於
一
行
於
四
也
府
下
某
會
上
五
經
於
梓
而
請
余
於
序
其
端
余
竊
藏

此
論
久
矣
偶
以
有
五
經
擧
乃
品
評
之
曰
詩
之
温
厚
禮
之
敬
愼
尚
之
刑
律
易
之
知
明
而
春
秋
之
不
離
四
經
猶
土
用
中
央
四
時
木
火
金
水

生
於
土
也
時
明
治
十
六
年
十
二
月
念
日
土
田
泰
撰 

（
句
） 

 

後
藤
點
五
經
序 

學
校
敎
童
蒙
之
目
出
今
人
作
意
非
古
所
謂
敎
也
蓋
五
經
掃
地
久
矣
然
日
星
華
嶽
理
不
卒
歸
頽
滅
孰
復
回
狂
瀾
於
既
倒
者
乃
者
書
肆
某

氏
使
後
藤
某
刻
其
家
定
本
五
經
來
請
言
余
謂
道
亡
猶
有
經
典
焉
擧
而
脩
之
耆
儒
宿
學
之
任
也
不
意
此
事
出
一
書
肆
顧
一
綫
之
統
未
絶

有
有
力
者
繼
而
唱
之
則
古
學
校
之
敎
尚
可
見
矣
我
家
誦
讀
僅
存
舊
規
朝
陽
一
鳴
耳
今
聞
茲
擧
知
常
綱
之
不
可
冺
滅
喜
而
弁
一
言
明
治

癸
未
冬
東
京
小
永
井
嶽
譔 

（
句
） 
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音
註
釋
義
五
經
白
文 

寬
文
十
一
年
跋
京
都
積
德
堂
刊
本 

不
秀
軒
跋 

 

右
五
經
之
訓
點
予
曾
入
宇
都
宮
三
近
先
生
門
受
句
讀
口
授
之
趣
書
以
韞
匵
蓋
古
義
新
傳
註
釋
同
者
專
從
舊
訓
其
於
不
同
者
捨
故
用
新

是
口
授
之
微
意
也
今
也
命
梓
以
敎
童
蒙
恐
記
臆
之
踈
而
有
筆
書
之
誤
見
者
撰
之
可
也
寬
文
十
一
年
春
正
月
日
不
秀
軒
謹
跋 

（
白
文
） 

     

五
經
集
註 

寬
政
三
年
今
村
八
兵
衞
印
本 

鈴
木
温
跋
（
標
註
五
經
集
註
） 

 

標
註
五
經
集
註
者
平
安
書
肆
郁
文
堂
所
刊
行
也
而
行
于
世
日
久
印
版
磨
滅
且
舊
點
國
讀
紛
櫌
煩
碎
學
者
嘗
苦
讀
而
詩
傳
殊
甚
矣
於
此

謀
再
刻
來
乞
校
正
余
則
從
望
楠
軒
所
藏
之
本
正
其
國
讀
刈
煩
從
簡
一
以
不
失
傳
義
而
便
乎
誦
讀
爲
要
若
夫
標
註
與
傳
之
旨
相
背
馳
也

存
而
循
舊
者
將
鳴
寸
雲
子
之
勤
而
又
使
芻
蕘
雉
兎
者
往
焉
其
至
剞
劂
氏
之
屢
失
工
也
猶
似
蚊
蠅
驅
撲
之
患
有
不
可
堪
者
讀
者
恕
諸
寬

政
辛
亥
之
秋
尋
思
齋
鈴
木
温
記 

（
句
） 
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五
經
掲
要 

明
治
十
七
年
東
京
樂
善
堂
校
銅
版
刊
本 

岸
國
華
「
縮
刻
五
經
掲
要
跋
」 

 

縮
刻
五
經
掲
要
跋 

聖
人
之
道
如
日
月
之
麗
天
瀰
千
萬
歳
無
能
掩
其
明
也
我
邦
輓
近
專
仿
泰
西
文
物
競
講
西
學
當
是
時
新
進
後
生
唯
新
奇
之
趨
六
經
四
子

朿
之
高
閣
語
及
經
藝
羣
笑
爲
迂
濶
而
來
未
十
數
年
天
下
漸
悟
其
非
府
縣
學
校
亦
皆
延
老
儒
宿
學
爲
生
徒
講
經
學
四
方
靡
然
嗚
呼
是
多

見
不
知
其
量
者
雖
欲
自
絶
其
何
損
日
月
之
明
乎
顧
我
東
方
世
重
聖
學
至
德
川
氏
時
諸
儒
盛
唱
宋
學
四
書
匯
參
五
經
體
注
五
經
大
全
及

七
經
輯
疏
欽
定
四
經
等
諸
書
皆
有
刊
本
而
卷
帙
浩
澣
書
價
亦
準
之
人
家
子
弟
常
以
不
易
購
求
爲
憾
曩
年
余
在
滬
上
偶
得
許
穆
堂
先
生

五
經
掲
要
其
書
取
諸
儒
解
説
合
新
注
者
句
梳
字
櫛
一
目
瞭
然
而
不
過
僅
僅
數
卷
可
卷
而
懷
之
尤
便
擕
帶
價
亦
隨
廉
唯
此
書
盛
行
中
土

刊
本
濫
惡
脱
誤
極
多
後
得
石
峰
書
院
袖
珍
本
上
層
有
某
氏
五
經
説
余
服
其
文
辭
工
妙
括
盡
奧
旨
乃
請
高
明
老
儒
校
對
數
次
繡
刻
公
世

今
也
聖
朝
龍
興
文
化
蔚
起
此
興
庠
序
講
聖
學
之
時
是
書
盛
行
庶
幾
可
以
充
鼓
舞
名
敎
振
起
世
道
之
用
也
明
治
十
六
年
龍
集
癸
未
仲
春

月
東
都
岸
國
華
識 

（
白
文
） 
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四
書
類 

  

大
學
古
本
一
卷 
明
治
三
十
年
東
京
六
合
館
排
印
本 

佐
藤
坦
「
大
學
古
本
旁
釋
序
」 

 

大
學
古
本
旁
釋
序 

王
文
成
公
大
學
古
本
旁
釋
本
邦
人
所
未
見
余
嘗
撿
朱
彝
尊
義
考
曰
文
成
大
學
一
本
四
卷
取
鄭
注
孔
義
本
而
旁
釋
之
毛
奇
齡
曰
今
行
本

有
注
釋
者
係
門
人
僞
入
嘉
靖
閒
給
事
賀
欽
出
陽
明
大
學
有
章
截
無
注
釋
案
文
成
序
明
明
曰
傍
爲
之
釋
而
今
以
無
釋
者
爲
眞
豈
其
然
乎

至
於
文
政
甲
申
筑
人
抵
崎
始
得
之
呉
商
轉
傳
歸
於
余
其
書
爲
淸
人
李
氏
調
元
刻
本
詮
釋
厪
厪
止
數
處
後
半
截
尤
簡
略
與
世
之
訓
注
事

體
殊
異
遽
讀
之
若
淺
率
不
經
意
者
毛
氏
斥
以
爲
僞
入
殆
以
此
歟
嘗
讀
文
成
答
顧
東
橋
書
其
所
擧
問
目
有
似
指
旁
釋
中
語
者
久
疑
之
今

取
比
校
果
然
則
知
決
非
門
人
所
僞
造
矣
但
自
序
係
正
德
戊
寅
舊
撰
經
義
考
所
引
亦
與
此
同
當
時
未
專
説
良
知
之
説
故
序
中
亦
不
及
之

嘉
靖
癸
未
與
薛
尚
謙
書
有
云
致
知
二
字
在
虔
時
終
日
論
此
同
志
中
尚
多
未
徹
近
於
古
本
序
中
改
數
語
頗
發
此
意
今
閲
文
録
所
收
古
本

序
於
致
知
三
致
意
焉
與
李
本
序
不
同
是
知
李
本
序
未
經
改
定
也
至
於
經
義
考
指
爲
四
卷
今
不
可
考
李
本
則
本
文
一
卷
附
録
一
卷
共
一

本
而
附
録
全
襲
取
經
義
考
蓋
出
於
調
元
所
爲
矣
錢
德
洪
曰
大
學
問
鄒
謙
之
嘗
附
刻
於
大
學
古
本
而
其
跋
載
在
東
廓
集
則
鄒
氏
刻
本
其

有
大
學
問
可
知
也
余
今
重
訂
之
序
取
文
録
所
收
者
旁
釋
極
爲
簡
易
因
亦
僣
補
數
條
除
去
李
本
附
録
依
倣
鄒
本
以
大
學
問
附
焉
庶
幾
於

讀
古
本
者
或
有
所
裨
益
爾
文
政
十
二
年
己
丑
嘉
平
月
晦
江
都
佐
藤
坦
識 
（
句
返
） 
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大
學
解
一
卷 

文
化
四
年
刊
京
都
梶
川
七
郞
兵
衞
等
後
印
本 

中
野
煥
「
大
學
解
敍
」 

 

大
學
解
敍 

大
學
中
庸
者
禮
書
也
故
併
列
禮
記
爲
四
十
九
篇
夫
祗
析
爲
二
書
以
行
于
世
蓋
歴
漢
唐
以
逮
于
宋
但
宋
賢
好
理
學
説
經
義
棄
注
疏
爲
糟

粕
師
心
自
用
欲
悉
通
其
説
於
是
大
學
一
篇
爲
之
遷
徙
爲
之
增
損
其
割
裂
特
甚
改
本
即
出
精
神
隨
失
離
禮
獨
行
以
逮
于
元
明
改
經
沿
習

既
久
展
轉
效
尤
焉
指
瑜
爲
瑕
指
瑕
爲
瑜
改
之
又
改
愈
失
其
精
神
遂
至
使
後
世
學
者
茫
乎
不
知
有
舊
本
且
其
爲
禮
書
也
朱
本
一
出
舊
本

似
乎
無
用
夫
以
遷
徙
割
裂
之
篇
章
用
講
正
心
誠
意
其
亦
迂
矣
惟
郝
仲
輿
九
經
解
大
學
依
舊
本
還
原
文
又
合
四
十
九
篇
之
記
以
爲
禮
書

此
蓋
漢
儒
校
書
之
例
夫
郝
氏
以
經
學
蜚
聲
明
季
其
博
洽
淹
貫
窮
波
討
源
闡
繹
聖
眞
腹
笥
甚
富
蓋
胸
有
獨
照
能
破
萬
卷
之
疑
今
之
皓
首

而
不
能
通
者
郝
氏
皆
能
通
之
然
其
書
寥
寥
不
得
舶
來
者
久
矣
是
以
雖
老
師
宿
儒
之
家
罕
有
藏
本
而
印
本
又
益
罕
當
時
談
經
之
家
寫
以

爲
繕
本
亦
窮
年
纍
月
以
成
其
視
此
如
九
鼎
其
爲
高
價
厚
貲
可
以
知
也
於
是
乎
好
學
之
士
厚
禮
卑
辭
就
以
借
之
猶
有
難
色
三
浦
世
傑
仙

臺
士
也
來
游
于
輦
轂
下
交
遊
最
與
余
親
異
聞
必
識
祕
簡
必
校
但
患
九
經
解
之
難
得
而
人
亦
困
求
假
焉
乃
捐
金
於
其
書
誠
意
以
營
之
踴

躍
之
心
未
知
其
止
忽
欲
刊
梨
棗
嘉
惠
來
學
然
而
簡
帙
浩
瀚
恐
其
難
成
因
先
抽
大
學
一
篇
於
其
記
中
刻
于
平
安
城
乃
謂
余
曰
若
能
得
同

志
之
嗣
成
全
書
者
則
初
稱
快
矣
此
僅
爲
鑊
中
一
臠
耳
余
曰
不
猶
愈
于
不
得
味
者
過
屠
門
而
嚼
乎
況
是
書
雖
小
經
中
之
最
小
者
舊
合
于

記
中
則
是
大
經
不
可
不
知
也
且
經
之
小
也
非
道
之
小
也
此
則
卷
之
少
也
卷
之
少
也
易
鬻
又
易
覽
善
讀
者
内
以
自
鑑
其
身
心
外
以
爲
天

下
國
家
之
治
具
是
書
一
出
凡
後
來
好
學
之
士
人
人
得
置
之
几
篋
閒
則
是
書
之
精
神
先
露
而
且
知
全
書
之
概
知
全
書
之
概
又
且
知
是
書

之
爲
禮
書
知
是
書
之
爲
禮
書
而
後
求
道
則
道
斯
得
矣
文
化
四
年
丁
卯
臘
月
中
野
煥
季
文
題
併
書
于
有
竹
居 

（
句
返
送
） 
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論
語
十
卷 

文
化
八
年
跋
刊
本 

大
藏
讓
與
「
翻
刻
古
本
論
語
序
」 

仙
石
政
和
「
跋
語
」 

 

翻
刻
古
本
論
語
序 

仙
石
君
鶴
君
以
古
本
論
語
本
經
一
部
屬
余
曰
此
是
家
嚴
尹
泉
南
時
所
得
也
其
版
藏
在
界
南
宗
寺
相
傳
細
川
幽
齋
所
受
淸
原
宣
賢
而
寄

也
淸
原
者
吾
邦
博
士
家
之
一
族
稱
舟
橋
此
書
存
何
氏
集
解
之
題
有
序
而
無
解
卷
末
載
淸
原
跋
語
所
云
與
世
之
相
傳
者
不
相
同
然
不
可

考
今
竊
校
之
諸
本
互
有
出
入
而
與
皇
本
大
同
小
異
筆
畫
古
勁
似
六
朝
初
唐
人
之
隷
書
蓋
奇
本
也
遂
爲
作
考
異
欲
刻
藏
於
家
子
試
考
正

其
文
字
余
受
讀
曰
千
百
年
之
後
徴
千
百
年
之
前
豈
易
哉
孔
子
嘗
曰
夏
禮
吾
能
言
之
杞
不
足
徴
也
殷
禮
吾
能
言
之
宋
不
足
徴
也
從
牧
野

倒
戟
至
洙
泗
講
禮
之
日
六
百
有
餘
歳
以
其
世
如
彼
其
久
矣
以
其
土
考
之
則
非
異
域
殊
俗
必
待
九
譯
而
後
得
通
者
且
當
紂
之
亡
也
有
故

家
遺
俗
流
風
善
政
猶
存
而
不
絶
者
然
其
閒
不
有
如
老
莊
申
韓
亂
眞
悖
理
之
徒
不
有
如
呂
政
李
斯
焚
書
坑
儒
之
政
而
孔
子
以
天
縱
之
聖

知
而
徴
揆
一
之
聖
跡
宜
無
難
焉
然
而
難
其
如
是
何
耶
是
其
文
獻
不
足
也
故
而
已
然
則
苟
文
獻
不
足
以
聖
知
徴
聖
跡
固
難
事
矣
況
經
傳

之
道
幾
熄
於
戰
國
焚
滅
於
暴
秦
乎
故
其
欲
較
同
異
正
得
失
者
必
當
詳
終
始
而
牴
牾
質
於
聖
人
而
悖
理
害
經
之
甚
有
不
得
已
而
後
正
其

訛
誤
矣
苟
不
能
盡
讀
先
儒
之
書
而
闡
其
微
意
妄
意
牴
牾
特
生
得
失
者
果
有
能
得
哉
余
未
之
信
也
況
至
愚
淺
陋
何
足
敢
議
聖
經
耶
昔
者

當
西
漢
募
收
燼
餘
求
拾
亡
迭
獨
論
語
一
書
以
人
口
相
習
誦
魯
論
齊
論
更
興
古
論
又
出
自
夏
侯
勝
蕭
望
之
王
卿
庸
生
之
徒
傳
魯
齊
論
如

張
孔
馬
鄭
王
周
等
大
儒
名
家
繼
興
注
解
作
家
者
不
一
而
足
矣
至
何
氏
集
諸
家
之
善
於
其
不
安
者
爲
改
易
經
傳
最
詳
審
確
定
而
諸
家
之

本
皆
廢
閣
焉
從
是
以
來
逮
程
子
朱
子
出
而
探
遺
義
發
薀
奧
頗
多
所
正
然
於
本
經
壹
主
何
之
本
至
今
取
正
焉
是
皆
雖
前
數
君
子
之
澤
何

之
功
固
居
多
也
然
則
學
者
於
何
之
本
苟
近
古
者
一
句
隻
字
可
不
盡
思
耶
余
故
以
爲
君
此
擧
亦
前
數
君
子
之
亞
而
非
彼
妄
意
牴
牾
特
生

得
失
者
之
厸
也
古
書
逸
彼
而
存
吾
不
少
昔
釋
奝
然
適
宋
齎
鄭
注
孝
經
爲
彼
所
貴
重
近
太
宰
氏
孔
傳
孝
經
知
不
足
齋
叢
書
收
之
其
餘
錢

氏
讀
書
敏
求
記
等
所
載
往
往
可
見
也
今
此
書
之
行
不
啻
不
朽
於
吾
而
已
亦
將
不
朽
於
彼
矣
豈
不
快
事
乎
於
是
君
鶴
君
惞
然
命
剞
劂
問
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序
余
余
録
此
數
語
以
贈
云
爾
文
化
八
年
九
月
大
藏
讓
與
識 

（
白
文
） 

 
跋
語 

古
本
論
語
泉
南
南
宗
寺
所
藏
版
本
家
嚴
□
淡
州
君
乎
泉
南
時
所
得
也
筆
畫
奇
古
如
初
唐
人
之
隸
書
相
傳
其
版
淸
原
宣
賢
所
附
細
川
幽

齋
幽
齊
附
南
宗
也
蓋
淸
原
者
吾
邦
博
士
家
之
一
族
稱
舟
橋
此
書
存
何
晏
集
解
之
題
有
序
而
無
解
當
時
上
木
之
由
在
淸
原
跋
語
中
曰
累

葉
的
本
以
付
與
據
之
則
淸
原
附
阿
佐
井
野
以
家
藏
之
本
阿
佐
井
野
以
上
木
者
也
然
云
附
幽
齋
者
阿
佐
井
野
所
受
刻
即
今
南
宗
所
藏
者

以
附
之
乎
抑
阿
佐
井
野
所
刻
集
解
全
文
而
附
之
幽
齋
刪
集
解
改
刻
以
附
南
宗
乎
且
淸
原
所
附
阿
佐
井
野
今
何
本
乎
不
可
得
而
知
也
嘗

恨
不
得
見
其
全
本
者
久
焉
聞
書
肆
千
鍾
房
藏
正
平
版
即
嘱
摺
之
其
版
亦
脱
數
十
枚
校
之
閒
所
有
異
同
而
字
樣
甚
相
似
此
也
是
翁
得
而

爲
書
庫
中
奇
本
者
彼
不
知
正
平
我
邦
年
號
其
以
得
朝
鮮
竟
疑
爲
朝
鮮
年
號
也
後
又
重
價
購
得
舟
橋
手
校
正
平
全
本
同
異
所
以
朱
旁
注

毎
卷
末
有
自
記
校
若
干
家
本
語
并
歳
月
其
以
家
本
不
一
所
謂
累
葉
的
本
者
雖
不
可
悉
得
然
據
之
講
求
既
得
思
過
半
矣
吾
所
以
爲
書
庫

中
一
珍
珠
也
遂
取
校
讎
旁
及
世
所
行
集
解
根
伯
修
足
利
鈔
本
其
餘
若
干
本
頗
互
有
出
入
而
與
皇
本
大
同
小
異
也
爲
作
考
異
一
篇
翻
刻

本
經
及
序
跋
以
附
之
以
藏
於
家
其
傳
寫
之
訛
謬
雖
有
易
辨
不
敢
正
而
亂
其
本
爾
文
化
辛
未
夏
五
月
仙
石
政
和
識
吉
信
天
敬
書 

（
白

文
） 
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論
語
十
卷 

文
化
十
三
年
跋
刊
本 

狩
谷
望
之
跋 

 

謹
按
應
神
天
皇
十
五
年
勅
百
濟
澂
博
士
王
仁
十
六
年
二
月
王
仁
來
貢
上
論
語
十
卷
千
字
文
一
卷
論
語
之
入
皇
國
是
爲
始
矣
實
彼
晉
武

帝
太
康
六
年
也
大
寶
學
令
敎
授
正
業
論
語
用
鄭
玄
何
晏
注
爾
來
明
經
諸
儒
皆
奉
是
令
中
世
海
内
騷
擾
干
戈
日
繼
學
校
不
講
生
徒
不
肄

於
是
鄭
注
湮
滅
不
傳
殊
爲
可
惜
矣
吾
師
明
經
伏
原
淸
公
世
遵
先
王
之
訓
不
敢
失
墜
其
業
是
以
何
晏
集
解
古
本
往
往
而
存
矣
今
日
所
傳

雖
有
明
應
板
本
菅
家
本
宗
重
本
莫
若
正
平
本
之
正
且
善
也
又
有
活
字
諸
本
及
伊
藤
東
涯
校
本
皆
依
邢
昞
疏
本
妄
意
改
竄
不
足
據
也
但

正
平
刻
本
傳
世
絶
少
學
者
或
不
能
見
友
人
市
野
迷
菴
憂
其
如
此
捐
貲
翻
彫
以
公
于
世
別
作
札
記
附
之
卷
末
考
證
精
核
覽
者
自
瞭
焉
近

日
淸
人
有
翻
刻
古
書
者
善
則
善
矣
然
皆
不
過
宋
槧
元
鈔
諸
本
已
比
此
書
之
爲
六
朝
遺
本
不
可
同
日
而
論
也
迷
菴
之
功
於
此
經
可
謂
大

矣
方
今
文
運
昌
明
經
學
盛
行
國
家
假
順
考
古
道
有
石
經
之
擧
舍
此
本
其
將
何
取
焉
文
化
十
三
年
二
月
辛
亥
朔
湯
島
狩
谷
望
之
識 

（
白
文
） 
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論
語
（
縮
臨
古
本
）
十
卷 

天
保
八
年
序
津
藩
有
造
館
刊
本 

石
川
之
褧
「
縮
臨
古
本
論
語
集
解
敍
」 

 

縮
臨
古
本
論
語
集
解
敍 

先
聖
之
敎
莫
要
於
論
語
後
進
之
業
莫
尚
於
論
語
此
其
所
以
號
稱
宇
宙
第
一
寶
典
也
自
罹
秦
火
之
厄
僅
存
於
口
傳
與
壁
藏
漢
代
所
授
受

遂
有
齊
魯
古
三
本
之
異
劉
向
班
固
唯
記
其
篇
第
多
寡
而
不
著
卷
數
至
鄭
玄
作
注
合
三
論
爲
一
又
分
爲
十
卷
三
國
時
王
肅
虞
翻
譙
周
等

所
注
皆
同
鄭
本
何
晏
集
解
亦
因
之
粤
稽
國
史
應
神
天
皇
御
宇
三
韓
率
服
歳
貢
方
物
其
十
六
年
百
濟
博
士
王
仁
來
歸
獻
論
語
十
卷
皇
太

子
稚
郞
子
就
而
受
之
皇
國
之
有
經
學
蓋
始
於
此
即
晉
武
帝
太
康
六
年
也
其
爲
漢
注
與
魏
解
今
不
可
得
而
詳
焉
逮
隋
唐
通
信
海
路
始
開

聘
使
學
生
來
往
不
絶
資
彼
禮
文
潤
飾
我
凡
百
儀
度
大
寶
學
令
論
語
用
鄭
何
二
家
亦
遵
隋
唐
之
制
也
明
經
諸
公
充
世
其
業
郁
郁
之
羔
大

備
矣
保
元
已
降
乾
綱
中
弛
學
庭
日
就
荒
穢
鄭
注
湮
晦
不
復
見
於
世
何
解
則
傳
習
較
盛
是
以
古
昔
鈔
本
印
本
收
儲
於
舊
庠
故
家
者
猶
多

以
褧
之
寡
陋
所
聞
見
餘
二
十
通
而
我
津
藩
有
造
館
所
藏
鈔
本
十
卷
爲
最
古
此
本
係
我
封
内
大
和
古
市
名
族
廣
瀨
某
家
祕
祐
信
公
時
獻

之
鑒
家
了
仲
元
祿
八
年
證
記
定
爲
贈
大
政
大
臣
菅
公
親
蹟
褧
謹
審
定
白
紙
墨
欄
欄
高
七
寸
五
分
界
廣
一
寸
經
文
毎
行
十
一
字
注
雙
行

小
字
增
一
格
獨
第
一
卷
注
或
增
或
否
第
六
卷
經
注
倶
十
二
格
而
第
一
卷
用
筆
凝
重
頗
多
姿
態
二
卷
以
下
則
結
體
遒
勁
略
似
世
所
傳
大

安
寺
縁
起
雍
也
篇
末
署
手
自
書
寫
畢
字
樣
既
得
其
正
子
孫
可
寶
之
丞
相
十
八
字
通
編
施
朱
墨
兩
點
又
掲
音
注
及
宋
槧
摺
本
異
文
閒
於

欄
外
若
紙
背
條
記
釋
文
疏
義
并
家
説
毎
卷
背
有
釋
深
尊
貞
和
二
年
識
語
特
述
授
受
不
苟
之
義
第
六
第
九
第
十
卷
尾
竝
有
極
樂
院
主
順

乗
記
云
我
神
文
道
大
祖
天
滿
天
神
垂
擁
護
亦
似
爲
菅
公
書
者
柿
漆
紙
褾
黝
漆
木
軸
製
造
極
樸
古
香
藹
然
可
掬
深
尊
順
乖
皆
未
詳
何
人

或
曰
南
都
元
興
寺
中
有
極
樂
院
二
釋
疑
其
住
持
貞
和
二
年
南
朝
改
元
正
乎
距
今
天
保
八
年
凡
四
百
九
十
二
年
菅
公
昌
泰
二
年
拜
右
大

臣
在
官
三
歳
左
遷
大
宰
府
昌
泰
二
年
距
今
九
百
三
十
九
年
此
編
果
出
公
手
與
否
固
非
褧
輩
所
能
辨
要
其
紙
質
墨
彩
一
望
可
以
知
爲
九

百
年
外
物
也
祐
信
公
嘗
齎
到
江
戸
時
出
示
人
吉
田
漢
宦
見
而
奇
之
私
鈔
上
之
活
板
刷
印
一
百
部
以
貽
同
好
其
所
著
集
解
攷
異
稱
卷
子
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本
市
野
光
彦
正
平
板
集
解
札
記
稱
菅
家
本
皆
指
此
也
札
記
云
皇
國
刊
板
經
籍
莫
古
於
正
平
論
語
較
之
羣
書
治
要
開
成
石
經
頗
有
異
同

閒
與
後
漢
石
經
及
史
記
漢
書
説
文
所
引
合
又
多
與
陸
氏
釋
文
所
引
一
本
合
乃
知
其
六
朝
遺
經
而
非
唐
本
也
褧
試
取
諸
本
對
校
其
經
注

字
句
增
減
以
至
筆
畫
奇
異
多
用
六
朝
書
體
唯
我
古
本
與
正
平
本
大
略
相
近
而
美
其
年
代
久
近
則
此
殆
倍
於
彼
洵
爲
宇
宙
第
一
古
籍
矣

抑
又
通
觀
古
今
以
推
究
一
部
集
解
顯
晦
存
亡
之
跡
誠
有
可
惡
可
悲
可
憾
可
喜
者
嘗
試
論
之
在
西
土
五
季
之
亂
古
籍
蕩
盡
其
幸
而
存
者

不
過
何
氏
集
解
皇
侃
義
疏
等
數
種
然
據
晁
公
武
所
記
則
宋
初
見
行
集
解
唯
有
長
興
監
本
一
派
耳
所
謂
監
本
後
唐
長
興
三
年
詔
諸
儒
就

唐
石
經
各
部
編
插
注
文
鏤
板
者
唐
石
經
用
開
元
改
寫
今
文
已
非
古
本
眞
面
長
興
編
注
又
成
一
時
衆
手
匆
卒
竣
功
所
以
多
訛
誤
也
邢
昞

正
義
出
於
皇
疏
而
經
注
全
依
監
本
其
訛
誤
字
句
往
往
望
文
下
解
不
復
就
皇
疏
校
正
焉
鹵
莽
之
甚
貽
害
後
學
是
可
惡
也
邢
疏
行
而
皇
疏

亡
既
而
注
疏
合
刊
本
出
人
憙
其
便
覽
單
注
監
本
亦
湮
滅
無
遺
加
以
劉
王
蘇
程
諸
家
新
義
紛
紛
競
興
各
立
門
戸
漢
唐
之
學
掃
地
矣
朱
熹

集
注
一
從
邢
本
其
所
比
校
僅
止
晁
氏
所
録
孟
蜀
石
經
及
福
州
寫
本
二
種
當
南
渡
偏
安
之
世
文
獻
兩
闕
使
人
學
問
枯
單
至
此
是
可
悲
也

夫
窮
經
之
要
在
於
講
明
大
義
得
立
敎
之
本
旨
原
不
以
搜
求
奇
祕
爲
長
然
一
字
之
訛
或
害
全
章
之
義
自
非
取
徴
於
古
審
訂
得
失
則
著
論

雖
辨
析
理
雖
精
憑
虚
鑿
空
究
不
免
爲
燕
説
明
季
以
來
諸
儒
有
見
於
此
故
其
説
經
專
力
考
證
主
張
漢
唐
之
學
者
項
背
相
望
但
歴
世
散
佚

之
餘
所
存
無
幾
如
錢
曾
好
聚
古
書
賞
鑒
之
精
儲
藏
之
富
一
時
無
比
猶
且
不
能
見
集
解
原
本
財
獲
摸
寫
正
平
本
爲
希
世
之
珍
以
其
傳
自

朝
鮮
目
爲
高
麗
鈔
本
後
之
著
録
家
沿
襲
其
繆
竟
不
知
正
乎
是
皇
國
年
號
洋
海
茫
茫
無
由
通
其
情
是
可
憾
也
於
戲
赫
赫
日
出
處
風
土
之

美
實
冠
萬
國
偃
武
二
百
年
人
文
之
盛
不
讓
於
漢
唐
往
時
西
條
藩
臣
山
井
鼎
就
下
野
足
利
學
所
藏
古
本
校
録
其
異
同
作
七
經
孟
子
考
文

侯
偉
其
業
獻
之
於
征
夷
府
講
官
物
觀
等
又
補
其
遺
享
保
十
六
年
刊
行
明
年
下
令
長
崎
附
西
舶
送
致
淸
國
即
彼
雍
正
十
年
也
皇
疏
舊
鈔

亦
出
於
足
利
坊
刻
既
久
流
傳
海
外
會
有
乾
隆
購
書
之
擧
皆
取
入
祕
庫
又
翻
刻
布
世
學
者
莫
不
崇
奉
爲
是
可
喜
也
總
之
以
宇
宙
第
一
寶

典
遠
越
滄
溟
托
迹
於
無
雙
靈
區
神
天
之
所
護
持
傳
其
眞
本
至
於
今
日
豈
非
斯
文
之
幸
乎
況
其
最
古
本
儼
然
存
我
學
館
吾
儕
晩
進
之
幸

莫
大
焉
褧
承
乏
學
職
竊
謂
此
編
已
顯
於
古
學
興
隆
之
時
然
其
顯
較
後
不
逮
入
考
文
補
遺
之
撰
財
有
吉
田
氏
活
字
之
擧
歴
四
十
年
亦
復

散
佚
殆
盡
今
而
不
圖
不
朽
恐
違
先
聖
垂
訓
之
旨
乃
使
書
手
影
鈔
一
通
以
充
副
本
毎
張
十
行
統
計
二
百
六
十
葉
釘
爲
十
册
便
披
覽
也
又
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縮
臨
經
注
一
通
勒
成
二
册
建
請
上
梓
爲
學
中
誦
習
定
本
所
冀
頒
行
之
餘
還
傳
西
土
或
有
篤
信
之
士
若
阮
元
鮑
廷
博
者
翻
雕
以
資
稽
古

之
業
焉
則
不
唯
發
我
學
之
菁
華
而
已
亦
足
以
增
皇
國
文
明
之
輝
矣
褧
不
敏
謹
敍
其
概
略
以
諗
觀
此
編
者
皇
天
保
八
年
歳
次
丁
酉
二
月

丙
辰
津
藩
督
學
兼
侍
講
石
川
之
褧
謹
撰
并
書 

（
白
文
） 
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論
語
集
解
義
疏
十
卷 

寬
政
五
年
大
坂
柳
原
喜
兵
衞
等
重
刊
本 

服
部
元
喬
「
皇
侃
論
語
義
疏
新
刻
序
」 

 

皇
侃
論
語
義
疏
新
刻
序 

往
者
根
伯
修
與
神
君
彝
倶
遊
下
毛
足
利
學
足
利
之
藏
昔
稱
石
室
中
遭
散
失
而
厪
厪
乎
存
於
今
海
外
後
世
所
不
傳
異
書
猶
多
矣
君
彝
乃

與
伯
修
讐
校
七
經
孟
子
而
還
考
文
既
刊
行
於
世
矣
伯
修
與
功
爲
多
矣
而
又
伯
修
所
寫
而
還
皇
侃
論
語
義
疏
即
亦
海
外
後
世
蓋
無
傳
焉

據
馬
端
臨
考
乃
目
論
語
疏
十
卷
而
晁
氏
云
梁
皇
侃
引
衞
瓘
某
某
凡
十
三
家
之
説
成
此
書
其
引
事
雖
時
詭
異
而
援
證
精
博
爲
後
學
所
宗

又
云
皇
朝
邢
昞
等
亦
因
皇
侃
所
採
諸
儒
之
説
刊
定
而
撰
正
義
正
義
因
皇
疏
則
然
也
未
知
馬
氏
所
考
即
所
親
覩
而
云
歟
抑
將
徒
耳
所
傳

而
勦
説
歟
夫
邢
疏
出
而
後
亡
幾
程
朱
諸
氏
經
生
之
學
紛
紛
軰
出
雖
別
成
家
弁
髦
舊
傳
於
其
所
校
皇
本
異
同
無
一
及
焉
者
泯
焉
可
知
況

復
後
繼
無
覩
而
非
宋
説
者
時
乃
益
遠
其
書
不
傳
必
矣
獨
焦
弱
侯
云
公
冶
長
辨
鳥
語
具
論
語
疏
以
駁
楊
用
修
其
他
匏
瓜
爲
星
一
二
若
覩

皇
疏
者
然
不
可
以
一
信
百
道
聽
相
傳
文
獻
不
足
徴
也
因
此
視
之
海
外
後
世
今
亡
矣
夫
要
之
世
好
事
唯
新
是
貴
乃
積
薪
之
情
率
以
後
世

爲
尚
而
作
者
不
厚
亦
不
欲
存
其
舊
宋
人
之
弊
乃
爾
則
蓋
邢
疏
出
而
皇
疏
廢
矣
廢
以
至
亡
無
聞
焉
爾
亦
其
勢
耳
夫
邢
氏
所
疏
比
諸
他
正

義
既
屬
丙
科
皇
疏
雖
詭
援
證
復
博
觀
聽
不
決
寸
有
所
長
兩
立
而
竝
行
非
過
存
也
焉
可
附
之
烏
有
氏
哉
惟
我
皇
和
神
明
扶
持
物
亦
與
世

代
永
久
於
是
可
知
也
唯
是
足
利
之
藏
我
不
可
保
今
而
不
傳
後
世
恐
復
散
失
是
可
惜
也
乃
伯
修
氏
之
志
如
斯
則
鐫
刻
之
擧
其
可
緩
歟
近

有
請
鐫
焉
者
伯
修
既
再
校
以
授
之
矣
此
擧
也
余
惟
非
獨
海
以
内
行
既
弘
矣
即
傳
之
海
外
而
俾
知
吾
邦
厚
固
有
關
文
明
則
伯
修
之
勤
有

功
於
國
華
哉
乃
復
伯
修
氏
志
余
亦
喜
其
足
以
酬
焉
遂
爲
之
序
寬
延
庚
午
春
正
月
平
安
服
元
喬 

（
句
返
送
四
） 
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增
補
蘇
批
孟
子
二
卷 

明
治
十
三
年
刊
大
坂
岡
島
眞
七
等
後
印
本 

藤
澤
恒
「
刻
蘇
批
孟
子
序
」 

 

刻
蘇
批
孟
子
序 

秦
火
■
矣
六
經
缺
矣
後
之
學
道
者
不
得
不
取
翼
于
諸
子
諸
子
之
可
以
爲
經
翼
者
孟
荀
爲
尚
而
古
文
之
秀
光
焰
煥
赫
貽
範
于
今
者
世
推

孟
與
莊
然
則
孟
也
者
可
謂
兼
華
實
也
而
世
人
皆
以
實
取
孟
後
之
註
者
不
復
説
其
華
雖
然
道
由
文
以
傳
言
而
不
文
則
其
行
不
遠
也
華
豈

可
廢
乎
余
平
素
以
爲
憾
焉
去
歳
秋
原
田
西
疇
來
贈
此
本
閲
之
則
蘇
批
趙
評
探
賾
拔
祕
毫
分
釐
析
無
復
餘
蘊
余
大
喜
乃
校
正
上
梓
矣
然

而
取
舍
人
異
識
見
家
殊
蓋
先
考
之
於
孟
勸
王
一
事
所
不
取
是
以
後
之
尊
孟
以
比
孔
子
推
其
書
以
配
經
命
爲
醇
之
醇
者
皆
不
取
也
此
別

有
録
故
不
贅
記
矣
今
額
上
補
疏
施
圈
以
別
舊
者
皆
字
句
解
或
先
輩
評
語
而
亦
任
讀
者
之
取
舍
云
爾
明
治
庚
辰
首
月
南
嶽
藤
澤
恒
撰
養

素
村
田
壽
書 

（
句
） 

 

■
（
セ
ン 

1
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3
7
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四
書
集
註 

文
政
八
年
刊
安
政
四
年
江
戸
須
原
屋
伊
八
重
刊
本 

佐
藤
坦
「
刻
四
書
集
註
敍
」 

三
谷
僩
跋 

 

刻
四
書
集
註
敍 

四
書
章
句
集
註
亡
慮
數
十
版
惟
呉
志
忠
校
本
爲
尤
善
但
以
其
與
通
行
諸
本
異
同
極
夥
生
徒
聽
講
者
輒
錯
惑
非
便
也
又
有
朱
錫
旂
雕
本

依
遵
監
本
更
加
校
勘
不
似
坊
本
多
繆
曩
日
余
謀
刻
呉
本
未
成
今
又
刻
朱
本
取
便
也
至
於
讀
式
吾
塾
舊
從
簡
省
五
經
既
有
讀
本
今
亦
沿

其
例
文
政
八
年
端
午
江
都
佐
藤
坦
識 

（
句
返
送
） 

 

四
書
坊
刻
概
不
勝
陋
惟
朱
氏
鐫
本
庶
無
紕
繆
翻
刻
之
擧
洵
士
林
之
幸
也
是
以
喜
而
校
之
文
政
八
年
乙
酉
上
元
三
谷
僴
記 

（
句
返
送
） 
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重
校
四
書 

明
治
六
年
大
阪
高
槻
平
治
郞
刊
本 

横
尾
謙
七
「
四
書
重
校
序
」 

 

四
書
重
校
序 

自
大
權
復
古
奎
運
日
開
月
盛
而
天
下
府
縣
設
大
中
小
學
校
上
自
縉
紳
子
弟
下
至
衆
庶
兒
童
無
不
入
校
習
讀
焉
然
而
其
習
讀
之
所
主
張

以
平
穩
簡
易
易
進
歩
者
爲
目
的
非
如
彼
誦
讀
難
澁
難
解
者
以
爲
高
超
也
非
如
彼
渉
獵
浩
澣
無
邊
者
以
爲
博
雅
也
故
入
校
者
先
自
數
字

五
十
韻
下
手
以
漸
次
及
國
乗
律
令
譯
書
諸
書
而
施
之
實
事
行
之
活
物
非
復
如
彼
一
生
窮
窮
老
死
于
章
句
閒
之
儒
家
者
流
也
於
是
乎
學

制
一
洗
而
從
來
迷
迂
路
之
徒
始
就
上
達
之
捷
路
何
其
幸
之
甚
哉
頃
日
堺
縣
下
某
氏
齎
四
書
來
請
予
訓
點
予
斷
然
辭
曰
方
今
讀
書
貴
平

穏
簡
易
者
如
四
書
既
屬
陳
腐
迂
遠
而
今
施
之
訓
點
以
付
剞
劂
氏
不
亦
可
笑
之
甚
乎
某
氏
強
之
不
止
且
曰
此
書
非
難
渋
難
解
者
又
非
浩

澣
無
邊
者
而
其
中
仁
義
忠
孝
之
道
叮
嚀
敎
示
而
其
切
實
著
明
無
不
至
矣
無
不
盡
矣
唯
因
舊
來
讀
法
不
善
以
屬
陳
腐
迂
遠
耳
今
讀
法
一

變
而
爲
實
事
活
用
之
具
則
其
平
穏
而
簡
易
者
無
過
焉
予
以
其
言
不
誣
且
有
所
大
悟
乃
從
其
所
請
歳
之
八
月
遂
卒
業
焉
其
所
訓
點
大
抵

折
衷
道
春
點
後
藤
點
其
他
一
齋
東
條
諸
點
閒
又
以
予
臆
見
以
爲
詳
略
而
其
訓
點
之
旨
趣
唯
使
兒
童
便
誦
讀
而
易
進
歩
耳
是
以
或
渉
繁

冗
或
不
免
俚
俗
也
如
其
注
脚
多
存
舊
點
而
不
復
下
手
者
因
賴
氏
不
讀
注
脚
説
不
敢
區
區
費
力
也
夫
方
今
雖
珍
書
奇
册
或
廢
或
衰
展
轉

變
遷
無
所
底
止
而
如
此
四
書
依
然
不
變
遷
而
戸
誦
之
家
讀
之
愈
盛
愈
行
昔
人
以
此
書
爲
兒
童
入
學
之
初
楷
梯
可
謂
卓
見
也
且
夫
此
書

關
係
于
仁
義
忠
孝
固
不
待
言
矣
讀
彼
布
告
書
新
聞
誌
其
他
譯
書
掲
示
文
之
便
無
若
熟
此
四
書
何
則
布
告
新
聞
諸
書
無
一
不
漢
字
塡
之

無
一
不
漢
語
譯
之
苟
熟
此
四
書
焉
解
漢
語
漢
字
猶
解
國
字
國
語
耳
且
至
解
洋
書
記
洋
語
亦
思
過
半
嗚
呼
方
今
皇
運
隆
盛
鳳
翔
鸞
舞
化

溢
四
表
而
學
校
增
立
日
盛
一
日
遂
至
不
可
計
矣
當
此
際
刻
便
用
書
以
供
智
識
開
洞
之
具
則
其
功
用
之
大
不
特
爲
児
童
實
可
謂
報
皇
恩

之
一
端
矣
四
書
固
便
用
書
也
豈
可
謂
之
迂
遠
而
束
高
閣
哉
豈
可
謂
之
陳
腐
而
委
長
物
哉
猶
且
有
可
服
膺
之
要
語
大
學
云
日
新
又
日
日

新
是
與
西
洋
知
新
之
學
相
苻
焉
論
語
云
祭
如
神
在
是
與
皇
朝
敬
神
之
道
相
齊
焉
然
則
四
書
終
不
可
廢
絶
者
自
在
焉
其
概
謂
之
迂
遠
陳
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腐
未
能
熟
知
耳
或
難
曰
今
日
之
勢
非
爲
純
粹
國
字
則
爲
純
粹
洋
字
非
爲
純
粹
洋
字
則
爲
純
粹
國
字
必
矣
彼
漢
字
漢
語
一
時
之
爲
耳
而

子
訓
點
之
不
亦
蛇
足
乎
予
曰
其
説
高
則
高
矣
然
漢
字
漢
語
一
日
行
則
訓
點
亦
不
可
一
日
無
也
文
丞
相
所
謂
存
一
日
則
盡
一
日
之
責
事

雖
異
其
所
爲
之
意
一
也
予
豈
關
係
他
日
此
書
行
與
不
行
哉
遂
爲
之
序
以
與
某
氏
時
紀
元
二
千
五
百
三
十
三
年
識
于
浪
華
僑
居
後
學
横

尾
謙
敬
敍 

（
句
返
送
） 
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正
點
四
書 

明
治
七
年
大
阪
書
林
商
社
刊
本 

高
見
岱
序 

 

天
皇
即
位
之
六
年
詔
天
下
大
布
設
庠
序
學
校
時
大
阪
府
既
創
建
學
之
役
敢
可
勿
亟
乃
先
竝
脩
百
餘
小
學
於
管
内
衆
宇
爭
起
結
搆
宏
壯

斧
斤
隨
造
絃
誦
隨
湧
盛
矣
哉
府
之
僚
屬
掌
學
者
周
旋
監
督
勤
勞
綦
大
矣
而
又
相
謀
曰
小
學
之
科
必
務
誦
讀
則
諸
書
讀
式
不
可
不
擇
而

讀
式
異
同
惟
四
子
爲
繁
後
生
罔
知
所
依
遵
可
耶
於
是
日
柳
石
邨
二
子
奮
任
鉛
槧
之
勞
以
吏
務
餘
隙
校
讐
訂
政
刻
以
爲
課
讀
定
本
焉
此

書
豈
止
府
下
生
徒
奉
以
爲
灋
而
已
哉
四
方
諸
學
亦
將
執
之
授
受
夫
然
羣
皷
一
節
衆
吹
同
律
無
音
而
不
和
則
所
撡
皆
諧
乃
至
官
司
之
閲

其
業
亦
庶
幾
不
惑
於
聽
府
僚
是
擧
謂
之
兩
便
世
之
官
民
可
也
嗚
嘑
僚
屬
之
於
學
其
用
心
如
此
尹
氏
任
使
之
明
可
知
耳
然
則
府
治
之
益

隆
而
俗
興
於
學
以
能
應
聖
天
子
明
詔
之
旨
者
蓋
尹
氏
之
所
不
難
也
耶
而
是
必
自
僚
屬
校
本
之
誦
習
于
其
小
學
始
矣
明
治
六
年
夏
六
月

伊
賀
高
見
岱
識 

（
白
文
） 
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〔
四
書
訓
點
〕 

明
治
十
五
年
東
京
丸
屋
善
七
刊
本 

井
上
揆
「
四
書
訓
點
序
」 

 

四
書
訓
點
序 

學
書
楷
難
而
草
易
學
者
先
自
其
難
者
入
則
易
者
可
隨
手
而
能
也
讀
書
之
法
亦
然
支
那
音
讀
也
我
邦
訓
讀
也
抑
兒
童
訓
讀
莫
難
于
四
書

五
經
苟
訓
讀
四
書
五
經
而
熟
至
讀
左
國
史
漢
不
待
師
授
而
可
能
也
且
學
楷
書
法
須
嚴
正
讀
四
書
五
經
法
尤
不
可
不
嚴
正
是
以
先
儒
校

訂
四
書
五
經
附
以
訓
點
蓋
訓
點
昉
於
菅
原
大
江
兩
氏
成
於
淸
原
氏
元
和
以
後
道
春
闇
齋
出
而
訂
之
至
近
時
芝
山
一
齋
益
精
之
一
字
一

句
不
苟
讀
訓
式
大
備
塾
師
率
無
不
由
之
豈
非
訓
點
之
所
以
不
可
已
耶
然
而
學
有
流
派
訓
點
亦
不
無
異
芝
山
專
主
於
訓
義
一
齋
主
於
文

理
二
家
互
有
得
失
故
從
一
齋
點
者
晦
於
訓
義
從
芝
山
點
者
晦
於
文
理
余
因
折
衷
二
家
點
取
其
所
長
閒
竊
以
己
意
斷
之
名
曰
四
書
訓
點

以
備
家
塾
讀
本
極
知
遼
豕
然
不
過
取
其
便
於
兒
童
云
耳
兒
童
苟
由
此
而
讀
四
書
以
及
五
經
則
至
讀
左
國
史
漢
固
不
待
師
授
也
書
法
云

不
從
嚴
正
之
法
入
則
不
能
得
放
逸
之
法
余
於
訓
讀
之
法
亦
云
爾
頃
者
書
肆
丸
善
來
請
上
梓
因
書
一
言
於
卷
首
以
授
之
明
治
壬
午
三
月

初
六
後
學
櫻
塘
井
上
揆
敍
菊
地
泰
圓
書 
（
句
返
） 
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四
書
大
全
説
約
合
參
正
解
三
十
卷 

元
祿
十
年
京
都
天
王
寺
屋
市
郞
兵
衞
刊
本 

又
明
治
本 

三
雲
義
正
「
題
新
刻
四
書
正
解
後
」 

 

題
新
刻
四
書
正
解
後 

夫
道
無
他
焉
率
性
是
也
人
而
率
性
則
爲
子
必
死
孝
爲
臣
必
死
忠
凡
夫
婦
之
別
朋
友
之
交
亦
必
有
其
道
而
日
用
彝
倫
不
可
須
臾
離
也
而

其
齊
治
平
之
驗
不
求
而
自
至
焉
故
不
云
乎
道
在
邇
而
事
在
易
若
夫
學
道
而
求
諸
遠
求
諸
難
則
離
安
在
其
爲
道
也
哉
是
大
可
歎
漢
興
來

談
經
奚
止
數
百
家
然
其
能
得
正
意
者
幾
家
而
其
閒
眞
識
血
脈
路
者
尤
爲
鮮
矣
多
厭
邇
馳
遠
舍
易
取
難
繇
是
而
五
車
萬
軸
牛
汗
棟
充
而

學
者
泛
然
莫
識
適
所
從
滔
滔
古
今
皆
是
也
君
子
病
之
矣
今
大
淸
之
人
有
蓀
右
氏
耑
用
力
於
經
學
刻
苦
積
年
而
始
能
成
其
書
總
若
干
卷

命
曰
四
書
正
解
其
志
欲
爲
天
下
后
世
啓
徯
徑
者
也
元
祿
某
年
航
海
入
崎
島
賣
書
翁
某
獲
之
一
日
問
余
而
曰
此
册
子
倘
有
益
於
學
者
迺

吾
將
壽
梓
以
廣
其
傳
焉
子
其
圖
之
余
就
而
撿
點
之
務
折
衷
諸
家
閒
附
以
己
意
其
合
參
折
講
事
簡
而
詞
白
義
得
而
理
盡
可
謂
蓀
右
先
得

其
邇
且
易
者
矣
甚
便
於
講
習
視
彼
顧
奴
失
主
者
大
有
庭
逕
於
此
不
自
揣
竊
以
國
字
作
訓
點
功
成
而
某
喜
而
持
疾
去
客
有
詰
余
曰
是
果

爲
階
梯
乎
抑
或
爲
蛇
足
乎
未
可
以
知
也
余
長
吁
曰
客
非
知
言
者
居
我
語
女
若
朱
夫
子
當
晩
宋
稱
鉅
儒
上
自
六
經
四
子
下
及
通
書
離
騷

等
書
蔑
不
悉
有
釋
其
學
宏
博
其
識
精
深
議
論
正
大
文
章
雄
渾
確
乎
義
操
崒
乎
德
風
人
仰
之
如
泰
山
北
斗
實
河
南
已
來
之
一
人
而
後
世

未
敢
置
異
論
焉
尚
且
不
免
於
有
少
出
入
而
況
於
蓀
右
者
乎
擇
而
采
之
存
乎
其
人
焉
耳
矣
要
之
學
道
者
直
從
堂
入
室
親
見
孔
曾
思
孟
而

可
也
若
徒
弄
紙
上
死
語
不
得
之
心
猶
竟
日
對
畫
餅
然
雖
目
視
而
美
之
畫
餅
豈
可
使
能
飽
人
耶
然
則
何
益
矣
客
幡
然
正
襟
而
謝
曰
我
過

矣
時
某
來
告
刻
成
遂
爲
之
跋
元
祿
丁
丑
春
三
月
哉
生
魄
洛
陽
後
學
三
雲
義
正
新
四
郞
謹
書 

（
返
送
縱
） 
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四
書
翼
註
六
卷 

嘉
永
元
年
江
戸
須
原
屋
茂
兵
衞
等
刊
本 

筱
崎
弼
「
翻
刻
四
書
翼
註
序
」 

 

翻
刻
四
書
翼
註
序 

四
書
末
疏
茫
如
煙
海
予
好
讀
觀
濤
王
氏
之
翼
註
以
其
簡
而
要
也
聞
舶
來
本
不
多
命
□
概
校
授
書
肆
某
等
使
刊
行
焉
或
曰
是
書
非
不
簡

要
然
往
往
有
爲
擧
業
設
説
者
君
子
何
取
焉
予
曰
無
傷
也
所
惡
於
擧
業
者
以
急
於
干
祿
非
爲
己
之
學
也
然
塲
屋
程
文
非
其
説
至
中
■
不

可
易
也
則
不
爲
有
司
所
選
我
唯
其
至
當
之
説
是
取
焉
而
國
家
固
無
擧
業
之
利
誘
人
則
亦
何
傷
也
文
章
軌
範
非
謝
氏
所
爲
擧
業
編
輯
乎

然
天
下
之
學
文
者
莫
不
師
法
焉
不
嫌
於
擧
業
也
或
又
曰
翼
註
非
欲
羽
翼
本
註
乎
而
往
往
疑
本
註
擧
新
説
使
學
者
不
知
所
適
從
是
殺
翮

也
安
在
羽
翼
也
予
曰
亦
無
傷
也
所
惡
於
異
説
者
以
其
不
信
朱
子
爭
欲
勝
之
也
既
信
朱
子
則
其
學
必
正
其
人
必
賢
時
擧
所
疑
以
資
商
量

譬
之
忠
臣
之
事
君
或
有
獻
替
孝
子
之
事
親
或
有
諫
諍
其
何
害
乎
忠
與
孝
也
翼
註
之
時
有
異
同
於
本
註
亦
猶
朱
子
雖
信
程
子
之
篤
而
其

説
不
無
從
違
耳
或
曰
善
然
末
疏
之
刊
行
者
亦
多
矣
何
復
刻
是
書
之
爲
也
予
曰
方
今
學
者
之
於
本
註
淺
者
囫
圇
呑
棗
厭
末
疏
之
煩
而
不

復
讀
故
不
能
知
深
意
之
所
在
深
者
剖
析
絲
毛
汨
沒
末
疏
殆
失
正
意
之
所
在
是
書
簡
要
淺
者
易
讀
而
深
者
無
汨
沒
之
患
矣
予
欲
同
吾
所

好
於
人
所
以
末
疏
雖
多
更
刻
是
書
也
既
而
書
肆
告
刻
成
因
書
爲
或
人
辨
惑
者
置
之
卷
首
天
保
辛
丑
六
月
浪
華
筱
崎
弼
撰 

（
白
文
） 

■
（
カ
ン 
2
5
6
5
5

） 
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論
語
集
益
二
卷 

明
治
十
八
年
兵
庫
長
尾
景
弼
等
刊
本 

龜
谷
行
「
四
書
集
益
序
」 

 

四
書
集
益
序 

明
王
烏
傷
曰
經
者
載
道
之
文
文
之
至
也
李
性
學
曰
易
詩
書
儀
禮
春
秋
論
孟
學
庸
皆
聖
賢
明
道
經
世
之
書
雖
非
爲
作
文
設
而
千
万
世
文

章
從
是
出
焉
信
矣
二
家
之
言
漢
唐
諸
公
於
文
也
皆
莫
不
原
經
典
然
而
其
專
論
文
者
以
蘇
老
泉
爲
始
老
泉
批
孟
子
謝
疊
山
評
檀
弓
或
疑

其
假
托
然
流
傳
既
久
爾
後
陳
明
卿
五
經
統
宗
張
愓
菴
四
書
翼
注
論
文
等
皆
傚
之
而
于
惺
介
四
書
集
益
最
爲
詳
核
夫
文
脉
不
晢
則
理
義

不
精
欲
精
理
義
則
宜
晢
文
脉
故
施
批
圈
以
標
擧
其
句
法
章
法
又
闡
其
布
置
閒
架
抑
揚
頓
挫
之
微
則
言
論
緩
急
意
味
厚
薄
灼
然
可
觀
如

集
益
是
也
此
書
舶
載
綦
希
林
君
櫟
窻
偶
獲
之
捐
貲
校
刊
嗟
乎
其
用
心
與
世
之
競
新
射
利
者
逕
庭
讀
者
亦
能
玩
文
以
進
乎
道
其
庶
幾
矣

明
治
十
八
年
三
月
省
軒
龜
谷
行
撰 
（
句
） 
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日
講
四
書
解
義
二
十
六
卷 

明
治
三
年
彦
根
學
校
刊
本 

藤
原
直
憲
「
四
書
解
義
序
」 

 

四
書
解
義
序 

聖
賢
治
敎
之
要
具
於
四
子
之
書
矣
而
朱
子
集
註
折
衷
羣
言
闡
發
微
旨
世
奉
以
爲
圭
臬
但
以
其
措
辭
縝
密
命
意
深
奧
也
初
學
或
苦
難
尋

繹
今
此
編
据
註
旨
以
講
述
大
義
平
易
明
鬯
使
人
一
讀
心
領
不
啻
耳
提
面
命
其
裨
補
後
進
豈
淺
鮮
乎
余
雖
不
敏
承
乏
藩
翰
宣
德
布
化
職

分
所
有
乃
命
藩
學
儒
員
訂
謬
誤
施
句
讀
翻
雕
以
行
于
世
童
蒙
之
士
苟
由
是
而
學
焉
則
升
高
自
下
陟
遠
自
邇
庶
乎
其
達
治
敎
之
要
以
供

國
家
之
用
矣
是
余
之
志
也
云
爾
明
治
三
年
庚
午
孟
冬
從
四
位
守
彦
根
藩
知
事
藤
原
朝
臣
直
憲
撰
萩
原
翬
書 

（
白
文
） 
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松
陽
講
義
十
二
卷 

文
政
十
一
年
江
戸
須
原
屋
茂
兵
衞
等
刊
本 

古
賀
樸
「
序
」 

筱
崎
弼
「
松
陽
講
義
跋
（
版
心
）」 

 

序 淸
陸
稼
書
氏
之
學
以
心
得
躬
行
爲
根
柢
一
生
精
力
用
之
四
書
章
句
集
註
其
所
研
究
辨
明
筆
之
而
爲
困
勉
正
續
録
等
書
讀
者
可
見
其
深

有
得
於
此
而
松
陽
講
義
乃
爲
學
者
諄
諄
剖
析
使
之
務
心
得
躬
行
者
淸
人
稱
稼
書
氏
爲
國
朝
醇
儒
第
一
尊
之
也
至
矣
其
在
仕
途
再
進
再

黜
官
不
過
七
品
年
止
六
十
三
而
沒
用
不
究
於
當
時
識
者
惜
焉
然
是
固
不
足
爲
稼
書
氏
輕
重
其
直
道
而
行
顕
晦
一
節
視
富
貴
如
浮
雲
祗

足
以
證
所
得
之
深
而
垂
範
後
學
豈
曰
小
補
哉
浪
華
某
等
欲
翻
刻
講
義
問
序
於
余
余
素
重
此
書
欲
與
同
志
共
之
適
有
斯
擧
不
堪
喜
幸
然

又
竊
念
夫
學
明
於
講
而
或
蔽
於
講
何
也
學
以
身
心
爲
本
則
其
所
講
皆
有
用
不
然
則
徒
爲
口
耳
之
資
借
使
所
講
不
差
亦
無
益
於
脩
己
治

人
之
實
況
學
而
不
本
身
心
則
如
人
無
家
如
船
無
柁
瑣
尾
流
蕩
何
所
底
止
近
世
畔
經
倍
道
之
説
競
起
而
無
所
忌
憚
正
坐
此
耳
章
句
集
註

孰
不
讀
之
用
力
篤
至
若
稼
書
氏
能
有
幾
人
章
句
集
註
末
疏
如
煙
海
發
明
深
切
若
稼
書
氏
之
書
能
有
幾
編
披
沙
揀
金
苦
其
難
得
亦
莫
非

坐
此
學
者
苟
能
因
稼
書
氏
之
所
講
而
反
諸
身
心
則
學
之
明
可
期
而
學
之
蔽
可
袪
矣
是
又
余
之
所
願
與
同
志
共
勉
也
文
化
十
年
十
月
古

賀
樸
撰 

（
句
） 

 

松
陽
講
義
余
家
藏
善
本
往
歳
書
肆
某
等
謀
翻
刻
之
余
謂
是
書
布
世
其
益
於
學
者
不
小
爲
施
訓
點
以
授
之
遷
延
不
果
閲
歳
殆
十
始
就
剞

劂
乃
重
加
讐
校
謬
誤
頗
多
隨
更
改
正
又
有
存
而
未
定
者
古
人
云
校
書
如
掃
落
葉
猶
信
矣
因
思
學
者
之
於
經
義
亦
由
是
乎
宋
元
以
後
四

書
末
流
更
僕
難
數
而
純
正
如
是
書
有
幾
雖
是
書
之
純
正
在
不
善
讀
者
或
特
不
能
無
謬
於
所
解
則
無
益
而
有
害
豈
翅
字
畫
訓
點
之
誤
此

則
所
當
與
同
志
之
人
終
身
校
正
也
文
政
戊
子
良
月
望
畏
堂
筱
崎
弼
書 
（
句
） 
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銅
刻
四
書
合
講 

明
治
十
六
年
樂
善
堂
銅
版
刊
本 

岸
田
吟
香
「
書
翻
刻
四
書
合
講
後
」 

 

書
翻
刻
四
書
合
講
後 

方
今
西
敎
侵
入
東
人
靡
然
將
感
染
其
毒
不
及
今
豫
防
則
殆
至
不
可
救
歐
陽
子
曰
病
之
中
人
乘
乎
氣
虚
而
入
氣
苟
實
則
病
去
今
日
養
氣

之
方
莫
若
誦
聖
經
聖
經
切
近
莫
若
四
書
而
末
疏
鹵
莾
非
馳
高
遠
則
泥
訓
詁
人
將
厭
其
末
而
廢
其
本
余
常
慨
焉
頃
獲
四
書
合
講
其
説
簡

約
平
易
老
婆
孩
童
亦
能
通
曉
蓋
適
用
善
書
也
因
銅
版
翻
刻
縮
爲
袖
珍
頒
東
人
東
人
無
貴
賤
無
老
少
日
夕
携
帶
官
暇
業
餘
必
諷
誦
之
則

正
氣
自
充
實
心
廣
體
胖
西
敎
之
毒
何
乘
而
入
嗚
呼
西
敎
而
不
能
入
西
人
覬
覦
之
心
亦
將
消
然
則
此
書
不
獨
防
毒
之
良
劑
亦
可
以
當
防

秋
百
萬
兵
歟
明
治
十
五
年
四
月
日
本
岸
吟
香
撰 

（
白
文
） 
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小
學
類 

  

爾
雅
三
卷 
天
保
十
五
年
羽
澤
石
經
山
房
刊
本 

松
崎
明
復
「
跋
（
版
心
）」
又
識 

 

此
本
係
北
宋
仁
宗
時
刻
版
南
宋
高
宗
時
補
刊
（
敬
驚
弘
殷
匡
胤
玄
朗
恒
楨
貞
禎
徴
等
字
皆
缺
筆
其
係
補
刊
者
版
心
各
有
重
刊
重
開
記

又
桓
遘
二
字
缺
筆
餘
溝
購
等
字
及
桓
字
係
原
刻
者
皆
不
缺
筆
此
可
證
也
）
原
本
京
師
大
醫
某
君
所
藏
亡
友
狩
谷
卿
雲
借
鈔
極
精
余
病

有
宋
以
來
此
經
滅
裂
欲
訂
一
本
以
貽
後
學
顧
世
無
善
本
忽
睹
是
本
急
請
卿
雲
獲
之
入
刻
有
年
所
未
敢
出
以
問
世
者
猶
恐
其
有
訛
脱
也

後
又
得
室
町
氏
時
翻
刻
大
字
本
蓋
所
謂
蜀
本
也
（
毎
半
葉
八
行
行
十
六
字
注
雙
行
行
廿
一
字
）
詳
攷
其
體
貌
蓋
與
是
本
後
先
所
刻
亦

有
南
宋
孝
宗
時
補
刊
（
帝
諱
缺
筆
皆
與
是
本
同
其
係
補
刊
者
桓
遘
愼
三
字
皆
缺
筆
餘
溝
購
等
字
及
桓
愼
二
字
係
原
刻
者
亦
不
缺
筆
）

其
字
豐
肥
雖
異
是
本
之
謹
肅
至
其
源
流
實
同
故
據
以
訂
正
參
以
元
明
諸
本
其
訂
正
異
同
處
旁
施
黑
點
仍
作
校
譌
附
末
簡
庶
存
是
本
之

舊
使
讀
者
兼
知
二
本
之
同
異
也
是
本
毎
卷
末
有
音
釋
不
審
誰
氏
所
作
（
案
晁
公
武
讀
書
志
曰
爾
雅
有
釋
知
騫
及
陸
朗
釋
文
毋
昭
裔
以

一
字
有
兩
音
或
三
音
後
學
生
疑
於
呼
讀
釋
其
文
義
最
明
者
爲
定
有
爾
雅
音
略
三
卷
今
此
音
釋
雖
零
星
數
紙
亦
分
爲
三
卷
或
係
音
略
舊

本
歟
但
毋
昭
裔
乃
孟
蜀
宰
相
而
大
字
本
不
載
是
音
則
大
字
本
亦
第
宋
本
而
非
蜀
本
也
歟
）
大
字
本
所
不
載
但
元
明
諸
注
疏
本
及
無
名

氏
本
皆
收
之
繪
圖
本
亦
取
附
經
文
各
處
下
頗
有
異
同
因
取
各
本
訂
正
以
次
合
附
卷
末
所
以
便
于
檢
閲
也
若
夫
結
字
點
畫
不
正
者
余
自

有
訂
定
經
本
在
故
一
依
是
本
之
舊
云
天
保
甲
辰
春
月
益
城
松
崎
復
識
時
年
七
十
有
四 

（
白
文
） 
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昔
謀
此
刻
時
沼
田
藩
士
堀
田
筠
庭
光
長
縮
其
俸
金
一
鎰
所
資
故
是
刻
不
踰
時
而
成
顧
太
樸
不
可
即
用
校
以
十
餘
本
予
性
寬
緩
卒
業
太

晩
久
曠
筠
庭
之
高
誼
又
吾
七
十
以
後
衰
病
相
仍
學
子
渡
邊
魯
山
井
璞
出
入
持
養
無
所
不
至
小
閒
則
侍
筆
此
校
所
載
如
段
玉
裁
阮
元
郝

懿
行
諸
説
皆
其
所
録
入
其
功
兩
不
可
忘
因
得
連
綴
而
書
復
又
識 

（
白
文
） 
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小
爾
雅
一
卷 

天
明
四
年
京
都
中
川
藤
四
郞
等
刊
本 

大
江
資
衡
「
小
爾
雅
序
」 

 

小
爾
雅
序 

夫
小
爾
雅
者
所
以
廣
爾
雅
之
餘
徽
煕
詩
禮
之
指
歸
弘
六
藝
之
軌
範
宏
百
家
之
門
闈
者
也
實
博
物
鏁
鑰
多
識
樞
機
敎
化
之
淵
藪
摛
藻
之

海
沂
也
若
夫
爾
雅
者
興
于
隆
周
熾
於
炎
漢
豹
鼠
得
辯
斯
文
遂
煥
今
此
靑
編
遺
籍
孔
鮒
輯
纂
嘗
閲
漢
氏
藝
文
載
附
古
今
孝
經
名
氏
雖
闕

芳
譽
惟
馨
夙
纘
先
聖
之
宗
能
趨
子
順
之
庭
當
秦
破
縱
擅
衡
六
國
爲
虜
進
封
文
通
復
拜
少
傅
到
於
祖
龍
得
雲
黠
鼠
居
倉
議
燔
詩
書
謀
阬

賢
良
獨
懼
遺
典
之
滅
熄
且
慮
違
令
之
禍
殃
乃
輸
書
闕
里
壁
中
祕
藏
避
世
晦
跡
隱
居
嵩
陽
無
何
甕
牖
繩
樞
之
徒
斬
木
掲
竿
之
子
特
重
聘

幣
餌
以
博
士
然
既
託
采
薪
之
憂
固
持
畏
犧
之
旨
全
厥
淸
操
貽
玆
芳
軌
爰
逮
宋
氏
嘉
祐
宋
咸
訓
釋
申
義
於
是
舊
典
俶
彰
洪
遒
愈
光
巨
儒

經
世
之
儔
文
林
操
觚
之
良
靡
不
仰
鑽
玩
索
因
循
悅
懌
也
資
衡
棘
路
鄙
人
藝
苑
野
客
技
見
譏
屠
龍
職
不
過
執
戟
才
乏
乎
雲
肆
之
囿
識
闇

于
標
勝
之
埸
濫
剟
其
謬
愆
謾
搴
其
紛
錯
覃
思
研
精
校
理
檢
覈
庶
幾
博
雅
君
子
補
掇
遺
漏
天
明
癸
卯
冬
至
日
平
安
大
江
資
衡
撰 

（
句

返
送
縱
） 
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廣
雅
十
卷 

寶
暦
七
年
江
戸
大
黑
屋
彌
兵
衞
等
刊
本 

井
嗣
昌
「
再
鐫
廣
雅
序
」 

伊
東
維
寧
「
廣
雅
跋
（
版
心
）
」 

 

再
鐫
廣
雅
序 

廣
雅
之
爲
書
也
魏
張
揖
本
諸
爾
雅
而
廣
之
也
夫
八
方
殊
語
庶
物
易
名
同
歸
異
指
斯
書
也
詳
辨
三
才
博
釋
萬
物
眞
六
經
之
階
梯
古
文
之

訓
詁
穪
謂
之
學
蓋
具
于
此
也
孔
子
曰
爾
雅
足
以
觀
於
古
足
以
辨
於
言
矣
廣
雅
亦
復
爾
欲
審
六
經
者
捨
之
將
何
求
哉
而
千
載
寥
寥
罕
傳

于
世
閒
得
之
而
多
祕
不
出
故
不
知
斯
書
之
誠
足
多
識
鳥
獸
艸
木
之
名
也
惜
哉
於
是
乎
補
其
殘
闕
正
其
訛
謬
再
命
劂
生
以
壽
于
世
云
寶

暦
紀
元
之
七
年
冬
十
月
藼
洲
井
嗣
昌
胤
卿
撰 

（
白
文
） 

 

爾
雅
之
廣
命
之
曰
廣
雅
歟
精
其
悉
矣
吾
友
井
胤
卿
者
頗
好
字
學
嘗
得
此
書
藏
之
乃
曰
是
書
也
訓
詁
要
□
博
文
是
據
抑
爲
有
益
惜
哉
□

刻
之
少
謂
之
何
也
今
□
丁
丑
夏
私
爲
檢
閲
遂
命
剞
劂
梓
成
示
余
余
曰
夫
雖
有
嘉
肴
不
食
無
其
知
味
此
書
有
益
也
胤
卿
氏
之
功
其
勉
矣

是
爲
跋
寶
暦
丁
丑
秋
伊
東
維
寧 

（
白
文
） 
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逸
雅
八
卷 

寬
政
四
年
跋
活
字
印
本 

田
盛
範
「
逸
雅
後
序
」 

 

逸
雅
後
序 

若
耶
之
鋋
赤
菫
之
精
破
而
出
之
涸
而
出
之
神
之
神
雖
爲
神
之
神
者
無
風
胡
歐
冶
之
工
則
荊
臺
之
礫
爲
人
所
胡
盧
歐
冶
所
營
而
薛
氏
相

之
始
齎
國
之
重
寶
得
太
阿
工
市
之
美
焉
蓋
五
經
之
存
在
於
人
閒
者
譬
若
耶
赤
菫
破
涸
而
出
者
神
之
神
雖
爲
神
之
神
者
絶
而
無
歐
冶
之

工
則
又
唯
爲
人
所
胡
盧
不
可
爲
何
之
如
而
已
矣
嗚
呼
非
斷
髪
揃
爪
煤
身
何
以
爲
神
也
範
也
近
來
閲
于
方
閒
得
武
林
金
氏
五
雅
自
序
云

經
有
五
雅
亦
五
者
何
存
雅
以
準
經
也
嗚
呼
天
地
爲
萬
物
郛
五
經
爲
衆
説
郛
聖
言
幽
遠
條
流
雜
分
巵
言
曼
衍
欲
近
正
之
者
莫
若
雅
景
純

所
謂
九
流
津
渉
六
藝
鈐
鍵
也
噫
以
範
謂
之
也
五
經
則
若
耶
赤
菫
鋋
精
而
五
雅
則
歐
冶
薛
氏
之
工
也
始
齎
國
之
重
寶
得
太
阿
工
市
之
美

者
也
嗚
呼
金
氏
之
功
于
後
世
實
斷
髪
揃
爪
以
到
神
者
也
今
也
取
足
利
學
之
古
以
活
字
刊
之
爲
我
輩
廣
焉
爾
云
寬
政
四
年
壬
子
仙
橋
田

盛
範
譔 

（
白
文
） 
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匡
謬
正
俗
八
卷 

明
和
七
年
京
都
林
伊
兵
衞
等
刊
本 

淸
田
絢
「
匡
謬
正
俗
序
」 

倪
懋
績
「
跋
（
版
心
）」 

 

匡
謬
正
俗
序 

浪
速
木
世
肅
翻
刻
匡
謬
正
俗
求
序
於
予
予
謂
斯
書
在
今
日
必
可
行
而
或
恐
不
行
蓋
方
今
道
藝
之
士
務
作
名
高
才
者
一
意
勇
□
昧
者
恬

於
苟
且
正
誤
之
義
闕
焉
夫
古
今
載
籍
之
多
稱
呼
名
義
之
謬
必
可
改
者
有
焉
不
必
改
者
有
焉
不
必
改
而
不
改
尚
爲
有
識
所
恨
焉
必
可
改

而
不
改
夫
謂
之
何
寡
聞
自
□
固
屬
不
可
□
徒
務
博
洽
不
事
講
習
亦
終
乎
言
誤
雖
多
亦
實
以
爲
博
而
能
精
研
而
究
之
而
後
謬
可
匡
焉
俗

可
正
焉
乃
斯
書
之
於
藝
苑
亦
可
謂
藥
籠
中
物
矣
世
肅
風
流
好
事
而
能
爲
斯
□
不
亦
美
哉
因
書
而
帰
云
明
和
己
丑
之
春
播
磨
淸
絢 

（
白
文
） 

 

高
孺
皮
手
一
本
而
謂
不
榖
此
木
世
肅
之
所
校
刻
者
曰
匡
謬
正
俗
八
篇
也
世
肅
使
我
識
其
後
我
冗
矣
且
執
筆
研
淸
君
錦
先
生
已
弁
其
首

則
跋
必
以
倪
大
夫
此
孺
皮
志
也
不
榖
之
於
世
肅
未
嘗
接
見
而
知
聲
光
赫
赫
頗
有
覽
輝
之
望
以
爲
大
業
盛
事
屬
之
斯
人
毋
論
吾
曹
之
所

推
挹
即
一
時
名
雋
扼
掔
而
談
操
觚
之
業
者
瞠
若
乎
後
矣
未
嘗
不
躍
然
而
允
也
顏
祕
書
精
核
訓
詁
誼
據
該
明
必
暢
本
源
時
人
謂
班
孟
堅

忠
臣
世
肅
奇
思
奕
奕
獨
出
人
表
古
篇
異
□
世
所
希
者
必
注
問
世
可
謂
振
古
之
傑
而
顏
祕
書
忠
臣
也
哉
一
稱
矣
余
閲
唐
史
傳
顏
祕
書
多

藏
古
圖
畫
器
物
書
帖
性
甚
愛
焉
世
肅
亦
而
尸
而
祝
祕
籙
奇
牒
支
棟
又
蓄
古
雅
風
流
諸
佳
匫
以
極
綜
博
也
二
稱
矣
顏
祕
書
嘗
丁
於
廨
裏

顓
刊
正
事
先
秦
西
漢
百
家
之
晦
癖
聱
棘
而
猶
有
未
晳
者
廼
簸
弄
都
下
富
室
子
若
而
人
而
與
讐
校
廼
竄
選
中
當
是
時
使
世
肅
假
爲
其
土

着
則
必
満
籝
燿
光
才
氣
凌
雲
得
大
肆
力
於
弘
學
今
者
世
肅
雖
後
於
萬
里
之
外
豈
何
異
當
年
据
於
一
廨
裏
儼
然
厠
其
選
中
者
也
三
稱
矣

然
則
世
肅
之
於
顏
祕
書
偶
然
而
偶
耶
偶
然
而
偶
者
不
偶
然
而
偶
也
苟
知
偶
然
可
偶
而
不
知
不
偶
然
之
可
偶
則
不
可
得
而
稱
矣
明
和
庚

寅
夏
六
月
茅
渤
倪
懋
績
識 

（
白
文
） 
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連
文
釋
義
一
卷 

明
治
九
年
京
都
水
原
平
臧
刊
本 

水
原
芝
跋 

 

余
少
時
學
詩
文
毎
苦
熟
語
難
解
而
未
見
先
賢
註
釋
及
之
者
常
以
爲
憾
焉
頃
日
樓
居
無
事
偶
閲
昭
代
叢
書
中
有
連
文
釋
義
一
編
先
獲
吾

心
者
狂
喜
如
得
至
寶
友
人
見
之
亦
源
賞
之
慫
□
曰
是
書
大
有
益
爾
蒙
學
與
其
帳
祕
不
如
公
世
共
同
其
喜
也
遂
校
訂
上
梓
因
誌
其
由
明

治
九
年
避
暑
□
暇
之
月
耻
堂
仙
史
水
原
芝
美
瑞
氏
并
書 

（
白
文
） 
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經
傳
釋
詞
十
卷 

天
保
十
二
年
刊
天
保
十
四
年
江
戸
須
原
屋
茂
兵
衞
等
印
本 

東
條
喆
「
刻
經
傳
釋
詞
序
」 

森
川
政
名
「
跋
」 

 

刻
經
傳
釋
詞
序 

解
經
之
要
在
明
古
言
而
已
矣
古
言
明
而
古
義
通
古
義
通
而
聖
意
可
得
而
睹
焉
是
淸
儒
之
所
以
顓
務
古
學
也
淸
儒
解
經
必
取
徴
於
古
雖

隻
言
半
詞
旁
搜
博
引
證
左
羅
列
讀
之
者
不
勞
探
索
而
古
義
可
見
矣
乃
聖
意
之
睹
不
睹
姑
舍
之
其
言
皆
有
確
據
而
不
墜
於
臆
斷
浮
論
蓋

攷
證
精
覈
經
學
隆
盛
前
代
未
之
有
也
宮
保
阮
氏
建
學
海
堂
於
秀
山
之
麓
裒
天
下
解
經
之
書
收
以
爲
一
千
四
百
卷
其
書
目
百
八
十
餘
種

述
者
七
十
餘
人
名
曰
皇
淸
經
解
中
有
王
尚
書
引
之
所
著
經
傳
釋
詞
十
卷
捃
摭
經
傳
之
助
語
上
自
唐
虞
下
至
秦
漢
凡
係
助
語
者
悉
蒐
羅

之
參
伍
辯
證
賅
備
無
遺
其
慿
此
以
發
明
經
旨
者
居
多
孰
謂
之
乎
者
也
助
甚
事
也
此
書
一
出
如
盧
允
武
助
語
辭
張
溥
初
學
文
式
李
廷
機

操
觚
字
要
湯
賓
尹
操
字
法
石
成
金
文
字
竅
膚
見
■
聞
誑
曜
於
鼻
閒
栩
栩
措
大
執
簡
之
閒
者
奚
翅
殘
星
之
於
太
陽
乎
哉
引
之
又
著
經
義

述
聞
其
書
并
載
經
解
中
述
其
所
聞
於
廼
父
王
觀
察
者
云
考
鏡
瑩
然
發
揮
古
義
蓋
有
家
傳
在
焉
今
推
其
餘
光
及
於
此
編
採
掇
之
洽
詮
釋

之
詳
可
以
照
鑒
千
古
助
語
之
眞
面
目
其
功
不
亦
偉
乎
夫
助
語
之
於
經
傳
也
詞
氣
之
緩
急
緊
縵
意
象
之
婉
曲
直
切
析
毫
分
芒
於
單
言
隻

字
之
閒
煥
然
若
見
之
乎
今
日
者
之
乎
者
也
助
其
形
勢
古
人
不
一
字
苟
焉
其
關
聖
人
之
大
訓
不
輶
矣
然
而
自
漢
以
來
釋
者
唯
曰
辭
也
未

嘗
有
詳
語
其
義
者
故
後
世
視
之
若
贅
旒
然
方
其
作
文
之
時
濫
竽
射
覆
動
致
錯
謬
恬
乎
不
復
顧
其
字
義
之
如
何
皆
坐
乎
溺
流
而
昧
源
已

今
引
之
振
鐸
於
此
以
警
發
之
所
謂
周
誥
殷
盤
佶
屈
聱
牙
者
其
亦
庶
幾
乎
春
融
而
冰
釋
矣
森
川
子
正
以
斯
編
在
大
部
中
不
便
繙
繹
欲
表

出
而
飜
雕
之
以
廣
流
傳
請
余
校
之
乃
閲
帝
虎
加
點
乙
而
敍
其
概
天
保
十
二
年
辛
丑
九
月
之
朔
江
戸
方
庵
東
條
喆
撰
渡
邊
■
書 

（
句
） 

■
（
ソ
ウ 

3
5
8
0
1

） 

■
（
イ
ン 

785
7
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跋 學
海
堂
經
解
端
裒
漢
唐
古
學
之
書
與
通
志
堂
經
解
聚
宋
元
以
後
説
者
新
古
相
杭
猶
漢
楚
割
鴻
溝
焉
如
其
勝
敗
則
未
可
測
也
唯
考
證
之

賅
洽
精
覈
確
乎
不
可
拔
之
勢
學
海
堂
實
爲
金
城
湯
池
力
猶
有
餘
推
轂
助
語
如
王
引
之
經
傳
釋
詞
通
志
堂
所
未
備
也
夫
古
今
儒
士
之
於

經
傳
字
字
句
句
人
皆
知
其
爲
龍
泉
極
力
磨
礪
之
至
于
助
語
則
棄
置
之
若
折
鈎
之
喙
誰
復
信
其
可
以
爲
九
鼎
乎
哉
引
之
乃
兼
採
駢
收
詮

釋
別
裁
闡
邃
析
微
炳
如
觀
火
譬
如
奇
兵
之
將
驅
策
熊
羆
貔
貅
貙
虎
衆
人
不
得
馴
擾
者
出
翠
被
豹
舃
組
練
百
萬
之
後
掩
其
不
備
可
謂
奇

觀
矣
若
夫
昬
述
蚩
尤
霧
中
者
則
是
書
其
爲
指
南
之
車
矣
天
保
辛
丑
九
月
中
浣
江
都
森
川
政
名
書
於
雙
柳
舍
渡
邊
■
書 

（
句
） 

■
（
イ
ン 

7
8
5
7

） 
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説
文
解
字
三
十
二
卷 

弘
化
四
年
序
刊
本 

小
畑
行
簡
「
説
文
解
字
注
序
」 

 

説
文
解
字
注
序 

昔
在
倉
頡
氏
見
鳥
獸
之
迹
依
類
象
形
創
造
書
契
由
是
六
書
作
焉
八
體
始
焉
率
土
之
濱
書
同
文
字
法
合
準
繩
照
萬
古
於
今
日
鑑
今
日
於

萬
古
雖
千
百
世
之
後
事
皆
由
此
而
行
焉
其
用
廣
矣
其
道
大
矣
然
後
世
文
字
名
實
混
淆
不
明
且
覈
者
閒
亦
不
鮮
於
是
有
許
叔
重
氏
説
文

解
字
者
出
焉
六
書
之
法
粲
然
明
備
類
聚
羣
分
順
列
次
序
貫
徹
條
理
譬
之
衣
之
有
領
綱
之
有
目
洵
萬
世
字
學
家
之
模
範
也
嗣
之
又
有
二

徐
氏
出
其
訂
正
補
翼
之
功
不
爲
尠
矣
最
後
淸
人
段
玉
裁
氏
亦
著
説
文
解
字
注
及
六
書
音
均
表
五
卷
蓋
其
學
博
覽
洽
聞
長
于
考
據
精
于

引
證
俗
語
方
言
無
一
所
遺
取
彼
讐
此
取
此
較
彼
必
折
衷
軒
輊
毫
分
釐
析
以
本
義
爲
經
以
引
申
爲
緯
大
牖
後
學
之
眼
目
以
此
觀
之
天
下

字
書
孰
有
踰
於
段
氏
者
余
嘗
從
書
估
購
得
一
本
晨
夕
披
覽
撿
考
不
措
句
逗
訓
點
彌
七
月
而
功
竣
此
書
有
三
難
獲
焉
曰
舶
來
稀
有
曰
非

細
檢
精
究
則
難
解
曰
價
甚
貴
余
乃
訂
之
紕
繆
欲
上
梓
以
便
于
後
學
學
者
能
覃
思
此
編
則
文
字
之
濫
觴
義
理
之
詳
悉
法
則
之
定
格
自
然

瞭
乎
心
目
猶
撥
雲
霧
而
睹
靑
天
也
是
爲
序
弘
化
四
年
歳
次
丁
未
春
三
月
識
於
詩
山
堂
南
窻
下
小
畑
行
簡
内
山
高
基
書 

（
句
返
送
） 
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重
刊
許
氏
説
文
解
字
五
音
韻
譜
十
二
卷 

寬
文
十
年
跋
刊
本 

夏
川
元
朴
「
跋
（
版
心
）」 

 

説
文
解
字
漢
汝
南
許
叔
重
之
作
也
爲
其
篇
也
分
類
以
聚
字
次
韻
以
著
聲
所
以
其
象
物
而
著
形
粲
然
明
白
曰
隷
曰
偕
曰
眞
曰
艸
皆
宗
之

以
變
化
者
也
固
文
字
之
鼻
祖
而
韻
書
之
權
輿
也
欲
學
字
者
捨
之
將
何
求
哉
頃
者
書
肆
欲
鋟
之
梓
以
壽
于
世
矣
而
需
訓
點
於
余
余
閲
之

三
豕
渡
河
之
舛
蓋
以
不
少
於
是
訂
其
紕
繆
而
証
之
以
他
書
所
其
疑
者
闕
之
以
俟
博
雅
之
人
云
爾
寬
文
庚
戌
姑
洗
良
辰
後
學
夏
川
氏
元

朴
謹
誌 

（
白
文
） 

     

大
廣
益
會
玉
篇
三
十
卷 

慶
長
九
年
跋
拠
南
山
書
院
本
重
刊 

鐵
山
叟
宗
純
「
玉
後
序
（
版
心
）」 

 

此
書
是
蕭
梁
顧
野
王
先
生
所
選
爾
來
支
桑
見
卷
於
美
□
墻
者
也
雖
然
厥
板
則
少
于
□
童
蒙
者
時
時
苦
昏
迷
故
是
本
袒
博
兩
□
傾
心
以

鏤
於
梓
正
運
純
孝
兩
匠
□
力
既
工
畢
矣
藏
置
諸
京
□
四
条
云
伏
希
唐
鹿
□
□
寸
陰
勗
耀
心
之
白
日
蒐
蒐
不
惑
萬
年
永
廓
胸
之
春
色
矣

慶
長
九
甲
辰
夏
五
月
日
鐵
山
叟
宗
純
漫
書
其
後 

（
白
文
） 
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縮
刻
唐
開
成
石
經
付
五
經
文
字
九
經
字
樣 

天
保
十
五
年
跋
刊
本 

松
崎
明
復
跋
（
新
加
九
經
字
樣
）
又
「
縮
刻
唐
石
經
例
言
」 

 

予
嘗
病
近
世
學
者
徒
務
浮
説
碎
義
而
不
孰
乎
經
文
謂
雖
學
倍
其
方
亦
無
經
本
之
所
致
因
欲
刻
單
經
善
本
以
貽
後
學
乃
取
唐
開
成
石
經

撰
善
書
人
縮
臨
之
（
各
經
首
卷
友
人
小
島
知
足
所
臨
第
二
卷
以
下
學
子
河
瀨
汝
舟
三
浦
汝
楫
臨
完
）
訂
定
以
謀
上
木
而
一
貧
如
洗
不

能
終
其
緒
於
是
我
侯
首
刻
三
禮
肥
後
新
田
侯
刻
孝
經
論
語
爾
雅
皆
捐
貲
見
錫
予
易
詩
書
則
西
條
侯
三
傳
及
五
經
文
字
九
經
字
樣
則
佐

倉
侯
皆
爲
刻
而
藏
之
然
後
唐
以
前
之
經
本
巍
然
復
全
於
世
矣
夫
十
二
經
六
十
餘
万
字
悉
皆
聖
人
之
遺
言
學
者
不
可
不
背
誦
而
腹
笥
焉

苟
日
習
三
百
不
過
數
年
瀏
亮
可
上
口
而
存
其
大
體
玩
其
經
文
久
而
孰
之
冰
釋
理
順
文
義
自
通
而
其
疑
義
錯
節
所
叵
解
者
從
多
聞
闕
疑

之
訓
不
必
強
爲
之
説
雖
不
足
以
喩
人
亦
足
以
自
喩
矣
若
夫
有
餘
力
而
考
以
傳
注
證
以
史
子
參
伍
錯
綜
演
繹
貫
通
則
亦
唯
在
温
古
知
新

之
士
由
經
文
推
求
之
耳
嗚
呼
吾
老
矣
眼
花
蒙
朧
精
神
衰
秏
雖
知
其
是
而
已
晩
矣
後
進
之
士
習
之
於
少
壯
之
年
勿
失
其
時
所
謂
用
日
少

而
畜
德
多
三
十
而
五
經
立
者
可
以
庶
幾
已
矣
此
予
所
以
有
是
擧
也
歳
次
甲
辰
天
保
十
五
年
夏
月
前
掛
川
敎
授
益
城
松
崎
明
復
識 

（
白
文
） 

 

縮
刻
唐
石
經
例
言 

一
開
成
石
經
之
刻
先
於
後
唐
長
興
三
年
始
入
木
時
恰
一
百
年
矣
長
興
本
取
以
爲
本
文
編
入
毛
鄭
何
王
杜
范
諸
注
當
時
謂
之
編
注
石
經

而
有
宋
一
代
以
長
興
本
爲
甲
令
收
民
閒
寫
本
不
用
則
兩
宋
元
明
所
刻
悉
皆
石
經
子
孫
雲
仍
也
而
副
墨
洛
誦
不
能
盡
肖
乃
祖
甚
者
化
爲

呂
氏
之
嬴
則
是
碑
安
得
不
尊
而
宗
之
哉
故
今
所
校
刊
畫
一
循
奉
其
殘
闕
剥
落
處
則
據
宋
本
最
古
且
確
者
補
入
施
點
右
旁
以
別
之 

一
石
經
雖
最
古
可
貴
時
有
訛
謬
加
之
摩
改
頗
多
或
立
石
時
所
改
或
出
後
人
所
爲
案
北
宋
時
唐
世
寫
本
佳
者
猶
存
學
者
私
據
校
改
以
入

刻
故
其
善
時
有
出
於
石
經
上
者
焉
如
皇
國
所
傳
古
鈔
經
傳
更
爲
隋
唐
佳
本
故
今
以
所
據
宋
本
及
博
士
家
所
傳
古
本
一
一
精
對
考
之
以
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注
疏
證
之
以
釋
文
石
經
誤
脱
無
疑
者
從
諸
善
本
而
改
補
之
疑
不
能
決
及
後
儒
考
證
確
不
可
易
而
無
別
本
可
據
正
者
姑
從
原
本
竝
發
圈

左
旁
仍
收
其
字
與
説
於
卷
末
要
之
天
下
之
善
非
一
人
所
能
定
在
識
者
擇
而
采
之
其
摩
改
者
以
改
爲
正
則
不
點 

一
各
經
行
閒
有
旁
添
之
字
左
傳
一
書
最
多
率
賤
儒
據
俗
本
所
補
今
例
從
刪
落
然
或
有
與
諸
善
本
合
者
則
從
而
采
入
之
依
前
例
左
點
收

於
卷
末 

一
古
文
尚
書
之
僞
自
宋
呉
棫
已
疑
之
然
其
説
止
於
字
從
句
順
後
儒
疑
信
相
半
以
朱
子
悍
然
自
信
未
敢
斷
其
僞
至
淸
閻
若
璩
始
著
書
駁

之
不
遺
餘
力
繼
焉
而
出
者
江
聲
王
鳴
盛
益
鑿
而
精
之
雖
時
傷
過
刻
而
作
僞
之
迹
顯
然
盡
呈
今
則
三
尺
豎
子
皆
知
其
爲
贗
矣
而
此
刻
不

敢
刪
者
其
書
則
僞
而
其
言
則
零
金
碎
玉
莫
非
聖
賢
佳
謨
故
未
知
其
僞
摘
其
瑕
而
暴
之
已
知
其
僞
摽
其
善
而
保
之
是
亦
好
古
尊
經
之
義

也
然
猶
嫌
其
眞
僞
相
亂
是
以
句
首
尾
而
限
之
讀
者
詳
之 

一
戴
記
月
今
一
篇
乃
玄
宗
命
李
林
甫
等
所
改
其
妄
不
待
言
故
一
依
宋
本
入
刻
其
字
則
仍
校
之
以
結
體
猶
正
也 

一
唐
諱
缺
筆
者
依
字
塡
之
渉
諱
用
或
體
者
則
一
依
原
文
牟
■
■
耆
正
訛
字
也
而
各
經
互
用
憾
感
墜
隊
古
今
字
也
而
一
章
岐
出
凡
此
類

極
夥
正
之
不
可
勝
正
至
廿
卅
乃
石
經
用
字
之
例
故
亦
皆
依
原
文
竝
不
點
發
摽
異
閒
有
改
正
者
乃
筆
滑
所
致
非
例
也 

一
原
刻
末
附
五
經
文
字
九
經
字
樣
則
全
部
字
體
當
據
二
書
訂
正
而
此
刻
不
盡
然
者
隷
變
或
字
古
人
所
以
不
廢
經
典
相
承
已
久
不
必
取

此
以
捨
彼
也
今
二
書
仍
附
帙
後
讀
者
遇
字
體
可
疑
就
而
撿
閲
之
是
非
自
判
但
二
書
剥
落
處
馬
氏
刻
本
妄
意
補
入
不
足
以
校
今
無
本
可

據
補
故
一
依
唐
碑
他
日
或
得
宋
元
佳
搨
當
補
刻
爲
完
璧
爾
益
城
松
崎
明
復
識 

■
（
無
字
） 

■
（
無
字
） 
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韻
府
古
篆
彙
選
四
卷 

元
祿
十
年
序
京
都
柳
枝
軒
藏
版
刊
本 

天
德
呉
雲
法
曇
「
韻
府
古
篆
彙
選
序
」 

 

韻
府
古
篆
彙
選
序 

史
籀
制
大
篆
李
斯
造
小
篆
是
大
小
篆
所
以
權
輿
也
大
篆
之
文
世
罕
學
之
小
篆
之
文
歴
世
學
之
讀
書
者
豈
可
不
傳
習
也
哉
先
師
東
皐
嘗

嗜
篆
文
東
渡
之
日
齎
古
篆
彙
選
來
于
崎
港
于
水
府
常
置
座
右
臨
寂
遺
言
獻
大
護
法
西
山
源
公
公
曰
是
有
益
之
書
且
東
皐
將
來
也
不
可

不
傳
于
世
因
命
京
師
書
舖
柳
枝
軒
方
道
未
踰
年
而
梓
成
公
命
序
於
予
予
謂
先
師
禪
者
而
携
之
殆
違
宗
風
雖
然
古
曰
實
際
理
地
不
在
一

塵
萬
行
門
中
不
捨
一
法
文
字
海
中
遊
戯
三
昧
何
不
可
之
有
時
元
祿
十
年
歳
在
丁
丑
臘
月
榖
旦
天
德
呉
雲
法
曇
謹
識 

（
白
文
） 
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隷
辨
二
卷 

寬
政
三
年
刊
四
年
大
坂
藤
屋
得
兵
衞
等
修
本 

奧
田
元
繼
「
重
較
隷
辨
序
」 

澤
田
麟
「
重
刻
隷
辨
序
」 

鎌
田
禎
「
考
例
」 

森
高
美
「
題
隷
辨
跋
」（
難
讀
） 

 

重
較
隸
辨
序 

八
卦
肇
啓
文
字
之
機
緘
曁
蒼
沮
之
徒
出
象
形
會
意
結
繩
之
風
頓
易
焉
廼
王
治
聖
化
之
淳
厚
懸
象
輿
圖
之
萬
有
咸
繇
是
而
出
焉
其
道
之

與
物
安
得
可
以
耳
目
心
臆
旦
夕
計
者
也
哉
必
博
羣
書
廣
考
索
而
后
其
庶
乎
秦
漢
之
閒
其
文
皆
篆
隸
隸
分
二
體
即
是
正
書
變
而
揩
而
眞

而
行
草
後
世
聚
訟
多
多
屬
陳
腐
已
淸
人
顧
藹
吉
著
隸
辨
一
書
自
言
爲
解
經
作
也
故
隨
字
附
注
悉
參
秦
漢
已
上
而
折
衷
之
峻
詘
近
俗
徴

古
雅
綜
該
簡
要
無
査
此
遺
彼
之
患
也
然
此
書
舊
以
韻
相
裒
如
唐
韻
廣
韻
韻
會
韻
府
之
類
故
昧
韻
音
者
毎
毎
難
之
浪
華
鎌
田
禎
稽
古
之

暇
肆
力
竭
智
爲
後
學
津
梁
於
是
乃
準
許
梅
二
子
義
例
從
一
字
畫
數
統
之
一
處
爲
序
次
注
釋
亦
相
隨
而
移
考
閲
之
便
其
功
頗
鉅
矣
然
是

非
鄙
意
之
初
有
所
能
加
也
字
字
翻
顧
氏
善
本
纎
毫
不
爽
爲
要
焉
若
夫
初
學
之
士
欲
習
隸
法
通
古
訓
者
較
勘
精
詳
有
取
于
此
則
數
月
之

後
必
當
知
其
眼
目
手
腕
不
同
往
時
境
界
矣
寬
政
三
年
辛
亥
秋
八
月
榖
旦
播
州
奧
田
元
繼
題
于
浪
華
拙
古
堂
中 

（
句
） 

 

重
刻
隷
辨
序 

班
固
氏
藝
文
志
秦
有
八
體
書
漢
有
六
體
書
其
最
著
而
傳
于
萬
世
者
惟
篆
與
隷
是
已
秦
始
造
隸
書
矣
施
之
徒
隷
也
程
邈
所
奏
雖
其
體
蔑

爾
無
聞
然
炎
漢
四
百
年
因
循
所
用
惟
此
隷
字
若
夫
鴻
都
學
門
所
樹
蔡
中
郞
獨
擅
美
焉
豈
得
非
雲
陽
所
獻
哉
魏
晉
之
閒
藝
苑
之
雄
鍾
王

接
迹
而
起
樂
毅
黄
□
之
作
亦
謂
之
隸
實
乃
楷
書
一
時
貴
重
以
爲
楷
式
而
鴻
都
之
跡
闕
然
不
講
於
是
乎
八
分
之
稱
聿
興
唐
韓
擇
木
蔡
有

鄰
輩
極
摸
漢
碑
時
謂
善
八
分
亦
惟
晉
宋
已
還
之
稱
自
斯
厥
后
隷
分
之
説
紛
錯
聚
訟
後
人
之
惑
滋
甚
夫
隷
者
古
來
相
傳
之
名
不
可
易
者

也
宋
歐
陽
公
勒
漢
碑
爲
漢
隷
古
隷
之
義
始
與
可
言
已
矣
趙
氏
金
石
富
於
歐
公
隷
釋
隸
續
確
乎
論
辨
豐
碑
石
柱
歴
歴
在
目
下
字
源
之
著

録
三
百
有
九
咀
味
菁
華
彬
彬
近
古
逮
隷
辨
一
出
而
建
武
鴻
都
之
舊
歐
趙
集
録
之
藏
隷
釋
所
詳
字
源
所
漏
悉
聚
無
所
不
附
載
可
謂
漢
隷
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之
高
古
亦
於
是
盡
善
矣
頃
浪
華
鎌
田
志
庸
爲
此
帙
也
易
音
以
畫
撿
討
益
便
蓋
一
發
簡
而
粲
然
若
列
朱
鳥
龜
蛇
於
圭
首
而
縱
觀
之
也
自

今
而
後
隷
文
之
學
復
鴻
都
之
舊
其
有
茲
擧
抑
程
邈
所
奏
又
何
言
闕
如
無
聞
乎
哉
寬
政
四
年
壬
子
正
月
東
江
源
鱗
撰 

（
句
） 

 

考
例 

一
此
書
原
本
以
韻
探
字
今
傚
説
文
字
彙
舊
法
就
偏
傍
畫
數
而
立
部
首
庶
幾
便
乎
搜
索
故
擇
原
本
之
紙
潔
字
明
者
剪
取
各
字
從
其
宜
粘

之
猶
古
之
活
板
是
以
於
字
體
則
無
毫
釐
之
差
謬
矣 

一
此
書
以
覈
字
體
辨
正
變
爲
要
故
注
解
亦
不
渉
者
體
之
異
同
者
多
省
之
覽
者
諒
諸 

一
原
本
字
兩
韻
者
出
兩
所
譬
如
中
邊
之
中
本
音
平
出
東
韻
中
當
之
中
轉
韻
去
出
送
韻
中
與
仲
通
者
又
出
送
韻
善
惡
之
善
本
音
上
出
獮

韻
善
之
之
善
轉
音
去
出
線
韻
上
下
之
上
本
音
去
出
漾
韻
上
升
之
上
轉
音
上
出
養
韻
讀
誦
之
讀
本
音
入
出
屋
韻
句
讀
之
讀
轉
音
去
出
候

韻
之
類
雖
有
四
聲
之
異
而
其
體
同
者
芟
之
異
者
互
出 

一
毎
字
以
楷
書
更
其
端
使
覽
者
易
分
其
體
已
惣
計
三
千
三
百
二
十
六
字
隸
字
惣
計
九
千
百
四
十
五
字
環
齋
鎌
田
禎
識 

（
句
） 
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隷
辨
四
卷 

明
治
十
五
年
東
京
瀨
山
直
次
郞
刊
本 

山
長
宣
光
「
增
訂
隷
辯
敍
」 

 

增
訂
隸
辯
敍 

唐
以
前
分
隷
之
別
明
白
矣
自
宋
歐
陽
修
集
古
録
誤
以
八
分
爲
隷
諸
儒
多
惑
焉
或
云
古
者
分
隷
兼
行
鐘
王
變
隷
體
始
有
古
隷
今
隷
之
別

或
云
有
秦
隷
有
漢
隷
有
八
分
八
分
謂
漢
隷
之
未
有
挑
法
者
漢
隷
至
蔡
邕
有
挑
法
與
秦
隷
同
名
其
實
則
異
又
謂
之
八
分
是
皆
思
其
別
而

不
得
強
爲
之
説
者
也
試
徴
之
唐
以
前
書
梁
庾
肩
吾
書
品
曰
尋
隷
體
發
源
秦
時
隷
人
程
邈
所
作
今
時
正
書
也
東
魏
韓
毅
大
覺
寺
碑
實
楷

書
而
毅
自
題
爲
隷
書
唐
張
懐
瓘
書
斷
曰
隷
本
謂
之
楷
而
八
分
別
爲
一
體
六
典
曰
八
分
石
經
碑
碣
所
用
隷
書
典
籍
表
奏
公
私
文
疏
所
用

若
當
時
以
八
分
爲
隷
諸
書
所
云
決
不
如
是
然
則
古
之
所
謂
隷
即
今
楷
今
之
所
謂
隷
即
古
八
分
又
何
疑
夫
八
分
與
隷
均
出
於
秦
而
東
漢

王
次
仲
推
廣
之
始
盛
行
凡
刻
石
莫
非
用
是
體
者
蔡
文
姫
述
其
父
之
言
曰
割
程
隷
字
八
分
取
二
分
割
李
篆
字
二
分
取
八
分
故
爲
八
分
書

而
薈
萃
其
書
者
宋
婁
機
漢
隷
字
源
元
馬
居
易
漢
隷
分
韻
明
方
仕
集
古
隷
韻
等
不
爲
尠
至
淸
顧
藹
吉
著
隷
辯
以
補
婁
馬
之
徒
所
未
及
尤

爲
詳
確
識
者
舍
其
名
取
其
實
焉
東
京
安
藤
龍
淵
精
於
金
石
學
者
也
頃
者
重
校
顧
氏
之
書
刻
以
行
于
世
徴
序
于
余
余
謂
學
者
往
往
據
古

碑
文
字
參
考
經
子
如
以
修
華
嶽
碑
兄
乃
盛
知
管
子
大
匡
篇
兄
與
我
齊
國
之
政
之
兄
即
況
字
以
平
都
相
蔣
君
碑
光
光
撟
撟
知
周
礼
士
師

撟
邦
令
之
撟
即
矯
字
之
類
不
一
而
足
則
是
書
非
惟
點
畫
波
磔
爲
書
家
之
模
範
抑
亦
可
以
爲
學
者
考
證
之
資
矣
但
其
襲
舊
稱
而
不
改
故

略
辯
分
隷
之
別
以
冠
其
首
云
明
治
十
四
年
長
至
前
三
日
毅
堂
山
長
宣
光
撰
万
葊
三
兼
書 

（
白
文
） 
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字
彙
十
二
卷 

天
明
七
年
京
都
風
月
荘
左
衞
門
等
刊
本 

笠
原
簡
室
「
字
彙
增
註
補
遺
序
」 

 

字
彙
增
註
補
遺
序 

字
書
之
來
舊
矣
伏
惟
太
極
是
生
兩
儀
兩
儀
未
分
其
氣
混
沌
淸
濁
已
分
而
人
物
生
象
形
具
而
聲
音
出
凡
天
地
之
大
鬼
神
之
幽
古
今
之
變

事
物
之
頥
以
至
道
德
性
命
之
微
雖
有
精
粗
小
大
上
下
顯
微
不
一
而
靡
不
各
有
名
存
所
謂
字
者
固
已
隱
然
于
六
區
之
閒
矣
維
虙
羲
氏
作

仰
觀
俯
察
畫
一
奇
以
象
陽
畫
一
偶
以
象
陰
而
字
書
之
端
見
矣
蒼
頡
變
卦
爻
摸
鳥
迹
引
伸
觸
類
而
六
書
之
制
立
焉
然
後
作
字
書
者
大
率

宗
之
少
昊
感
鳳
凰
而
作
鳳
書
高
陽
感
蝌
蚪
而
作
蝌
書
周
史
籀
依
頡
書
作
大
篆
秦
李
斯
省
籀
篆
爲
小
篆
次
仲
八
分
程
邈
隷
書
鍾
繇
正
行

史
游
章
草
漸
漸
聿
興
然
字
書
肇
於
一
而
窮
於
萬
有
一
千
五
百
二
十
之
數
蓋
有
契
于
乾
坤
二
篇
之
策
也
而
六
書
之
義
始
于
象
形
繼
以
諧

聲
良
有
以
也
凡
有
形
者
象
之
日
月
是
也
取
象
諧
於
聲
江
河
是
也
字
必
象
形
立
而
聲
音
出
形
母
也
聲
子
也
天
下
容
有
無
母
之
子
也
實
求

子
者
必
歸
諸
母
而
後
知
所
從
出
矣
篆
隷
行
草
之
體
出
而
天
下
無
遺
書
平
上
去
入
之
聲
形
而
天
下
無
遺
字
配
以
五
音
弁
以
三
十
六
母
而

各
隷
諸
部
則
字
之
淸
濁
輕
重
反
切
死
活
于
是
乎
定
而
天
下
無
遺
名
也
自
史
籀
以
下
諸
家
皆
以
字
書
名
漢
楊
雄
採
之
爲
訓
纂
許
愼
兼
采

之
爲
説
文
梁
顧
野
王
增
加
爲
玉
篇
唐
李
陽
氷
嘗
崇
尚
於
説
文
修
正
筆
法
自
謂
篆
籀
中
興
似
有
得
乎
象
形
諧
聲
二
義
但
子
母
無
別
識
者

病
之
切
韻
類
譜
之
分
四
聲
始
於
沈
約
隋
陸
詞
輩
又
增
廣
爲
韻
會
唐
孫
愐
雅
俗
改
切
韻
爲
唐
韻
或
取
其
偏
傍
相
同
或
取
其
聲
響
相
協
皆

有
功
於
字
學
者
説
文
舊
無
翻
切
宋
徐
鉉
取
孫
愐
切
韻
附
益
之
陳
彭
年
增
唐
韻
爲
廣
韻
庶
幾
攷
形
聲
者
各
有
攸
據
矣
大
抵
類
形
者
主
子

統
母
而
不
類
聲
類
聲
者
主
子
該
母
而
不
類
形
未
免
擇
而
不
精
缺
而
不
備
矣
景
祐
中
丁
度
加
修
廣
韻
爲
集
韻
司
馬
光
爲
類
篇
而
類
韻
書

略
諸
作
出
至
金
王
與
祕
推
廣
玉
篇
區
其
畫
段
爲
篇
海
荊
樸
取
司
馬
母
聲
淸
濁
之
灋
添
入
集
韻
歸
之
五
音
亦
隨
母
取
切
撿
閲
甚
便
而
反

切
無
恙
矣
粤
迨
明
太
祖
高
皇
帝
稽
古
右
文
萬
幾
之
暇
詔
儒
臣
校
編
韻
書
刪
繁
訂
誤
命
曰
洪
武
正
韻
是
書
一
頒
舛
謬
者
正
缺
漏
者
全
非

收
沈
約
之
音
難
而
用
夏
蛮
夷
皆
知
所
從
宜
萬
世
不
刊
之
典
也
而
以
來
字
書
韻
集
皆
本
正
韻
作
之
也
今
此
字
彙
其
端
其
終
以
數
多
寡
其
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法
自
一
畫
至
十
七
畫
列
二
百
十
有
四
部
毎
卷
冠
圖
俾
撿
者
便
若
指
掌
其
義
則
本
諸
説
文
而
下
箋
譯
裁
以
己
意
刊
其
詭
附
芟
其
蔓
引
卒

以
歸
于
雅
攷
信
于
正
韻
制
也
若
反
切
直
音
之
合
後
有
直
橫
二
圖
其
製
也
列
以
於
四
聲
配
以
於
五
音
收
三
十
六
字
母
而
建
四
十
有
四
韻

母
形
備
而
不
遺
子
聲
統
而
不
殘
允
推
爲
書
學
大
成
矣
然
説
者
曰
宣
城
一
集
厥
功
最
鉅
乃
諸
家
之
失
習
而
不
察
又
未
嘗
搜
羅
經
史
攷
訂

音
義
故
挂
漏
之
處
亦
頗
多
焉
原
夫
■
載
於
管
子
■
山
著
於
山
經
亢
倉
之
■
國
策
之
■
禮
註
疏
之
穿
詩
註
疏
之
嶽
以
至
鐃
歌
有
■
宋
臣

名
竧
之
類
皆
先
生
所
鈌
略
而
茆
茆
之
不
宜
析
白
白
之
不
宜
合
禰
衡
之
不
當
从
祧
八
廚
之
不
當
音
皮
譌
處
正
復
不
少
此
其
故
何
也
智
者

千
慮
之
一
失
而
已
余
毎
開
卷
不
能
無
遺
憾
焉
終
以
誦
讀
之
餘
徧
搜
字
韻
閲
書
幾
及
五
十
余
種
研
思
刻
意
詳
加
校
訂
明
正
譌
謬
補
其
音

義
闕
略
而
名
曰
增
註
摭
其
奇
字
漏
失
而
名
曰
補
遺
且
繋
以
韻
母
四
聲
復
統
以
淸
濁
四
等
而
欲
使
童
蒙
無
載
酒
問
人
之
患
穹
雖
僭
踰
起

先
生
于
九
原
進
後
學
于
百
世
誠
知
有
所
逃
罪
云
爾
時
寬
文
壬
子
仲
呂
蓂
生
武
江
後
學
簡
室
題 

（
返
送
縱
） 

■
（
ケ
イ 

8
0
5
6

） 

■
（
サ
イ 
814

0

） 

■
（
キ 

9
290

） 

■
（
キ
ャ
ク 

1173
0

）  

■
（
音
不
明 

25231

） 
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康
煕
字
典
十
二
卷 

安
永
九
年
大
坂
淺
野
彌
兵
衞
等
刊
本 

都
賀
庭
鐘
「
翻
刻
康
煕
字
典
序
」 

 

飜
刻
康
煕
字
典
序 

六
書
者
古
文
要
之
而
行
藏
於
古
也
有
時
矣
其
常
言
結
繩
肇
乎
上
古
迹
衡
縱
象
圜
方
鳥
跡
出
乎
中
占
有
象
謂
之
文
有
聲
謂
之
字
施
於
簡

謂
之
書
則
可
知
於
厥
立
德
立
功
之
際
將
以
有
爲
也
道
之
以
政
乎
結
繩
以
佃
以
漁
其
諭
於
利
也
速
矣
夫
言
施
之
簡
爲
有
質
然
書
契
取
之

蹄
迹
法
既
其
深
矣
哉
籀
篆
出
而
異
古
文
李
篆
起
也
專
勤
秦
文
不
合
者
罷
之
其
愚
黔
首
也
本
非
所
以
有
耻
且
格
也
鬼
其
奚
哭
爲
其
説
者

有
所
偶
矣
幸
哉
聖
人
有
取
於
古
文
以
載
禮
蒙
樂
至
令
其
立
於
泮
宮
列
於
庠
序
炳
炳
乎
千
古
駸
駸
乎
萬
國
豈
苟
而
已
哉
亦
唯
可
樂
其
成

無
奈
其
始
何
而
已
是
其
爲
有
時
也
政
漸
繁
乎
事
物
隨
之
畫
篆
不
如
畫
隷
之
易
雖
欲
不
移
得
乎
訓
方
氏
之
跡
廢
而
九
服
之
言
逸
焉
各
國

自
用
字
勢
亦
不
一
爾
雅
之
博
所
遺
不
爲
少
矣
矧
哲
人
多
起
北
而
著
書
忽
諸
南
學
者
勉
之
則
知
乖
而
同
殊
而
通
世
有
方
言
者
爲
之
故
也

而
揚
氏
與
非
其
揚
氏
未
可
知
之
漢
既
受
秦
敗
禮
樂
壞
崩
遂
開
獻
書
之
路
則
壁
中
之
藏
早
行
於
世
焉
時
尚
有
能
蒼
頡
者
揚
氏
以
爲
莫
善

於
之
作
之
訓
纂
亡
幾
及
新
莽
改
定
古
文
求
達
之
士
以
取
進
恐
其
新
文
者
出
焉
更
始
之
亂
也
典
文
殘
落
光
武
未
及
下
車
補
綴
闕
文
至
永

元
之
末
許
叔
重
註
考
六
經
取
正
賈
景
伯
諸
儒
建
之
首
列
蒼
頡
文
五
百
四
十
部
作
説
文
十
四
篇
九
千
三
百
五
十
三
文
以
發
蘊
六
書
具
亦

一
時
也
藝
苑
廣
衍
九
百
而
不
已
創
體
離
靡
雜
家
方
是
競
作
者
假
而
尚
爲
不
足
旦
合
圭
暮
分
璋
泛
有
名
乎
隨
作
之
字
貌
有
似
乎
卒
屬
之

音
有
義
縁
聲
而
移
者
有
音
與
義
兩
失
者
至
翻
於
梵
譯
於
夷
則
未
得
義
之
音
閒
有
未
充
字
之
聲
或
見
加
之
通
徹
明
昭
所
諱
遂
缺
完
治
亂

面
背
所
反
將
紛
聞
欲
取
徴
乎
六
籍
言
先
絶
義
後
乖
有
註
者
牽
合
緯
而
累
經
文
觀
後
之
弘
經
人
早
與
晩
汲
汲
今
文
時
茂
密
時
簡
踈
人
意

所
趨
日
踏
其
跡
叔
重
之
書
既
疑
乎
非
其
舊
有
石
經
古
文
者
欲
反
之
轡
耶
又
所
謂
石
鼓
也
者
何
足
據
哉
三
易
古
書
及
汲
冢
燼
餘
各
有
奇

字
糅
其
中
焉
或
疑
是
猶
李
之
秦
文
乎
玉
石
混
淆
將
如
初
學
何
字
典
之
書
不
可
已
也
於
是
乎
興
曩
者
有
字
彙
既
收
三
萬
三
千
一
百
七
十

九
字
視
之
許
氏
既
倍
三
而
有
餘
續
有
正
字
通
善
搜
括
古
今
究
其
辨
駁
本
篇
因
襲
之
芟
煩
翦
蕪
博
採
經
籍
遠
及
釋
氏
或
掲
案
發
前
人
之
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未
發
其
附
有
補
遺
有
備
考
有
等
韻
大
造
孰
與
此
篇
津
梁
矣
樞
要
矣
得
其
時
哉
得
其
時
哉
蓋
於
字
源
也
以
説
文
之
義
爲
優
旁
駁
長
箋
之

逞
臆
若
正
譌
精
薀
其
説
基
於
大
篆
所
馳
既
岐
是
所
不
取
也
博
雅
雖
降
載
爾
雅
之
不
載
釋
名
多
苦
註
亦
足
觀
轉
音
所
由
不
可
罷
耳
惟
夫

雖
古
文
也
其
一
世
而
得
備
哉
象
形
先
就
象
意
次
之
日
月
先
象
雨
露
漸
成
若
總
謂
之
天
則
可
知
乎
其
最
成
於
後
大
東
之
與
彼
通
也
厥
始

邈
焉
或
在
彼
三
代
之
閒
乎
而
文
字
之
來
積
世
而
漸
專
於
秦
漢
也
非
必
須
蘇
因
高
備
眞
備
可
得
而
已
矣
今
也
莫
加
牽
合
則
有
似
合
美
濡

之
音
以
訓
之
水
水
氣
之
音
以
施
之
月
厭
冡
之
音
以
名
之
天
乎
雖
一
隅
之
所
見
尚
有
所
竊
竢
焉
矣
若
果
足
爲
可
行
則
不
可
謂
無
上
古
以

若
所
爲
得
若
所
爲
而
可
言
者
豈
止
之
哉
大
氐
會
意
啓
行
於
彼
亦
尚
有
不
得
税
駕
者
若
夫
訓
於
天
也
其
道
與
事
未
易
言
焉
若
從
會
意
則

先
定
大
字
而
後
可
義
耶
蒼
頡
姑
置
焉
今
見
秦
碑
者
大
與
六
形
相
近
是
或
誇
六
國
合
一
以
爲
天
之
義
乎
即
所
謂
秦
文
者
邪
或
取
六
天
從

六
合
亦
皆
得
義
或
云
天
者
覆
也
■
爲
其
象
從
一
兩
端
下
垂
是
猶
可
謂
幾
乎
全
又
云
地
上
半
形
者
據
地
球
也
許
氏
從
大
上
之
一
會
之
意

而
謂
至
高
無
上
也
豈
解
字
之
謂
乎
今
之
楷
書
上
畫
短
而
中
畫
長
人
漫
不
欲
聞
其
義
不
言
乎
人
世
最
一
之
大
非
天
而
何
前
下
垂
云
半
形

云
安
其
鑿
乎
是
謂
之
字
政
未
得
綏
定
亦
可
也
矣
然
與
求
之
於
野
寧
取
於
古
文
乎
許
叔
重
於
時
偁
五
經
無
雙
而
猶
閒
有
弗
合
者
亦
見
其

弗
弘
假
借
也
爲
慮
流
而
無
攸
止
乎
哉
李
陽
氷
一
時
名
於
篆
也
弗
苦
究
六
書
之
義
各
有
所
見
也
六
書
雖
可
知
古
文
學
者
所
以
不
專
從
事

於
此
也
矣
東
方
新
字
若
干
卷
境
部
石
積
之
撰
厥
目
見
於
國
史
而
不
普
於
後
世
或
云
古
風
篇
什
僅
存
其
遺
豈
唯
文
而
有
行
藏
乎
音
亦
有

所
變
移
夫
飜
切
亦
殆
未
易
習
嘗
有
五
十
位
國
字
今
尚
專
也
當
時
傳
呉
音
者
能
得
通
於
我
音
而
所
作
也
配
之
國
訓
應
譯
漢
字
與
漢
字
相

依
而
馳
■
以
若
所
爲
柬
往
酬
來
以
若
所
爲
草
風
稿
什
旁
從
其
縱
横
而
可
擬
飜
竊
其
用
各
適
其
俗
故
雖
切
音
之
書
行
於
古
音
母
之
學
不

勉
之
乎
則
四
聲
不
揚
不
憂
開
合
不
暢
不
意
乎
不
或
曰
乎
我
用
我
音
一
行
喉
音
洋
洋
焉
足
何
所
闕
而
圉
圉
焉
苦
昔
者
朝
命
脩
漢
音
立
之

博
士
置
之
生
必
也
期
深
造
於
後
世
莊
嶽
之
計
遂
不
成
背
馳
至
于
今
日
何
如
也
或
云
當
時
既
難
於
更
轍
授
者
倦
其
固
也
依
轅
勢
而
左
右

而
已
則
可
知
也
今
之
音
即
太
古
之
音
維
錯
或
有
説
云
相
去
千
有
餘
歳
彼
既
音
降
而
爲
韻
四
聲
日
是
勉
焉
奚
翅
變
於
我
其
然
乎
古
云
假

借
今
叶
音
之
偁
若
其
有
音
義
之
事
於
上
世
則
其
不
移
也
猶
依
軔
而
試
馭
焉
五
十
位
之
與
邦
訓
竝
馳
也
應
不
知
其
所
駐
抑
亦
天
之
所
區

別
音
亦
從
焉
乎
蓋
反
切
之
業
竟
不
能
不
因
音
母
也
字
彙
始
加
音
字
於
反
切
下
爲
之
捷
徑
後
之
字
書
効
而
焉
依
今
觀
其
所
音
各
可
疑
者
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多
矣
音
韻
之
書
始
於
聲
類
成
於
唐
韻
及
正
韻
愈
益
備
焉
括
盡
諸
家
若
掌
中
也
唯
此
篇
爲
然
若
夫
縱
通
之
法
邦
學
未
得
其
蘊
也
坊
人
謀

錡
鍥
也
久
之
既
往
丙
戌
屬
予
增
訂
茲
年
刻
成
亦
令
有
言
於
厥
首
於
是
志
其
小
者
不
耻
不
敏
云
大
日
本
安
永
戊
戌
春
三
月
浪
華
都
賀
庭

鐘
識 

（
句
返
送
縱
） 

■
（
ケ
イ 

1
5
0
6
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■
（
シ
ュ
ウ 

4
4891

） 
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康
煕
字
典
十
五
卷 

明
治
二
十
年
渡
部
温
銅
版
刊
本 

中
村
正
直
「
訂
正
康
煕
字
典
序
」 

野
中
行
「
訂
正
康
煕
字
典
序
」 

 

訂
正
康
煕
字
典
序 

渡
部
知
新
訂
正
康
煕
字
典
成
敍
曰
字
書
莫
備
於
康
煕
字
典
而
康
煕
字
典
莫
善
於
知
新
訂
正
之
書
余
始
不
知
康
煕
字
典
有
誤
謬
如
此
之

多
也
及
知
新
之
從
事
于
此
聞
其
緒
論
乃
知
訂
正
之
事
洵
有
不
可
少
者
知
新
極
力
網
羅
古
今
書
籍
或
借
諸
人
或
自
往
各
所
官
庫
必
得
其

引
用
原
書
相
校
對
余
家
頗
多
鄴
架
知
新
借
書
之
車
時
轣
轆
於
戸
外
也
昉
業
于
明
治
十
二
年
二
月
畢
功
于
十
八
年
九
月
七
年
之
閒
人
事

不
問
寒
暑
不
輟
何
其
勤
也
余
嘗
謂
訂
正
舊
書
有
時
乎
其
功
倍
蓰
于
著
新
書
如
此
書
幾
乎
家
家
不
可
不
置
一
部
者
乃
訂
正
誤
謬
使
帰
完

善
其
用
無
窮
其
惠
无
疆
知
新
之
功
可
勝
言
耶
蓋
聞
淸
初
君
主
召
集
海
内
學
者
優
待
供
億
使
次
第
編
纂
大
部
書
意
在
收
拾
才
傑
之
士
不

使
懷
反
側
之
意
亦
政
略
之
一
也
今
以
此
書
原
本
多
訛
謬
察
之
此
説
或
然
如
知
新
此
擧
則
非
由
他
人
獎
勵
獨
自
企
圖
而
獨
力
任
之
其
誠

心
實
意
之
效
誰
復
出
而
掩
其
上
耶
明
治
十
八
年
十
月
敬
宇
中
村
正
直
譔 

（
句
返
縱
） 

 

訂
正
康
煕
字
典
序 

小
學
之
書
至
康
煕
字
典
而
大
成
天
下
奉
爲
準
臬
然
注
中
所
引
之
書
往
往
年
紀
差
違
篇
章
字
句
有
脱
謬
學
者
惑
焉
豈
纂
修
者
諳
記
背
書

而
適
失
之
歟
抑
承
字
彙
正
字
通
之
譌
未
暇
是
正
歟
吾
友
渡
部
知
新
竊
憂
之
憤
然
自
奮
把
經
史
子
集
一
一
對
照
又
廣
東
所
舶
載
之
字
典

閒
有
異
同
亦
考
訂
之
獨
力
網
羅
起
明
治
十
二
年
二
月
七
更
裘
葛
而
始
能
竣
功
可
謂
勉
矣
於
是
乎
瑕
疵
絶
跡
瑜
璧
完
美
凡
考
異
一
千
九

百
三
十
餘
訂
誤
四
千
補
前
人
之
缺
解
後
學
之
迷
其
有
功
斯
書
也
大
矣
昔
人
謂
杜
征
南
顏
祕
書
爲
丘
明
孟
堅
忠
臣
如
知
新
亦
可
謂
康
煕

字
典
忠
臣
哉
刻
成
爲
之
序
明
治
十
八
年
十
二
月
壬
辰
靜
岡
猪
野
中
行
撰 
（
句
） 
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三
字
經
一
卷 

嘉
永
六
年
序
愛
蘭
居
藏
版
刊
本 

横
山
卷
「
敍
」 

札
幹
暢
「
跋
（
版
心
）
」 

 

敍 人
有
恒
言
皆
曰
我
多
事
矣
不
暇
讀
書
我
務
讀
書
矣
不
暇
及
書
堂
是
無
他
其
胸
中
無
餘
地
耳
苟
使
胸
中
有
餘
地
則
書
何
不
可
讀
也
藝
何

不
可
及
也
故
古
之
人
洪
文
博
學
或
來
於
多
事
鞅
掌
之
閒
善
書
巧
畫
多
出
於
讀
書
勉
勵
之
餘
大
野
藩
札 

 
 

君
愛
蘭
職
務
繁
劇
夙
夜

拮
据
而
旁
嗜
翰
墨
晉
唐
而
下
歴
代
名
跡
隨
得
臨
撫
昕
夕
不
倦
故
自
篆
隷
以
及
眞
艸
咸
無
所
不
能
隆
專
門
名
家
恐
不
能
過
焉
是
非
臨
事

明
決
胸
中
有
餘
地
則
豈
能
如
此
哉
頃
者
正
書
三
字
經
一
通
將
梓
以
授
子
弟
使
余
題
一
言
余
與
君
相
識
非
一
日
矣
故
□
前
言
以
弁
之
若

夫
書
之
雅
正
妍
秀
觀
者
自
知
之
何
待
喋
喋
乎
抑
世
之
遑
遑
者
視
斯
卷
亦
必
有
慚
也
嘉
永
六
年
春
二
月
湖
山
學
人
横
山
卷
誌 

（
白
文
） 

 

用
筆
結
字
隆
小
技
豈
可
無
其
法
哉
柳
公
□
云
心
正
則
筆
正
歐
陽
詢
云
斜
正
如
人
此
□
皆
足
以
爲
法
是
余
安
觀
古
之
名
筆
風
神
逸
氣
□

于
□
表
譬
如
對
點
人
君
子
使
人
自
消
猶
□
之
心
是
豈
法
然
哉
方
今
以
書
名
於
一
時
者
不
少
然
熟
視
其
筆
蹟
大
抵
俗
氣
不
□
鄙
野
可
戲

□
人
情
□
□
備
□
臭
腐
奪
其
精
神
也
手
□
有
臨
池
癖
下
自
宋
元
上
遡
晉
唐
名
家
妙
墨
無
不
□
□
空
耗
歳
月
未
覺
有
所
仍
雖
然
一
片
婆

心
無
使
□
□
□
學
書
之
法
不
特
在
筆
□
而
在
其
本
心
因
書
彼
輩
□
誦
習
三
字
經
一
篇
以
□
用
筆
結
字
之
一
□
且
□
出
柳
歐
二
家
名
言

以
授
之
云
嘉
永
癸
丑
春
三
月
愛
蘭
札
幹
暢
識 

（
白
文
） 
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四
字
經
一
卷 

文
化
四
年
刊
江
戸
岡
田
屋
嘉
七
等
後
印
本 

大
窪
曄
跋 

 

右
四
字
經
一
卷
者
明
蕭
良
有
氏
所
著
也
其
爲
書
上
自
羲
皇
下
至
趙
宋
其
閒
前
言
往
行
可
以
勸
可
以
戒
又
不
可
以
不
知
者
四
字
成
句
協

以
韻
語
以
便
課
誦
幼
學
之
徒
雖
未
必
通
其
義
若
能
即
此
諳
古
人
之
名
姓
字
號
則
其
於
穉
習
之
助
亦
不
無
小
補
也
因
乃
以
先
生
校
閲
本

刻
之
其
塾
以
授
兒
曹
云
文
化
丁
卯
五
月
大
窪
曄
識 

（
白
文
） 

     

發
音
録
一
卷 

元
文
五
年
江
戸
須
原
屋
新
兵
衞
刊
本 

水
野
元
朗
「
跋
（
版
心
）」 

 

本
邦
讀
書
類
不
辨
四
聲
唯
方
語
是
依
所
以
失
字
義
也
幸
得
張
氏
發
音
録
其
書
活
板
謬
妄
頗
多
我
北
□
乏
華
本
不
能
考
訂
焉
客
歳
從
□

馬
于
東
都
謀
諸
呉
門
延
年
延
年
曰
物
其
有
矣
我
藏
説
郛
待
善
賈
者
也
張
之
録
在
其
中
矣
乃
請
爲
校
讎
改
正
焉
延
年
因
願
上
木
余
曰
可

哉
余
今
茲
任
満
秋
以
爲
期
持
以
遺
同
志
維
其
時
矣
促
令
成
之
元
文
己
未
夏
六
月
朔
大
泉
水
元
朗
識 

（
句
） 
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大
淸
文
典
一
卷 

明
治
十
年
東
京
靑
山
淸
吉
刊
本 

金
谷
昭
「
例
言
」 

 

例
言 

一
近
日
於
坊
閒
得
舶
來
本
漢
土
文
法
書
其
書
曰
文
學
書
官
話
（Mandar

in 
Gramma

r

）
音
論
字
論
句
法
文
法
以
至
話
説
用
法
章
解
句

析
逐
一
備
論
無
所
遺
蓋
彼
國
文
法
之
説
實
以
是
書
爲
嚆
矢
矣
從
此
法
分
解
論
釋
百
般
文
章
修
辭
論
理
之
道
亦
可
以
立
也
其
益
文
學
豈

淺
尠
哉
因
重
刊
之
改
稱
大
淸
文
典
以
授
同
學
之
士
云 

一
唐
音
及
俗
語
難
解
者
經
重
寬
頴
川
君
之
一
讀
而
施
音
義
焉 

一
唐
音
有
二
種
一
曰
南
音
一
曰
北
音
今
所
施
一
從
南
音 

一
文
義
訓
釋
經
弘
國
阿
部
君
之
一
讀
庶
得
妥
貼
矣
卷
末
所
載
漢
英
對
譯
亦
係
君
所
寄
令
以
識
篇
内
譯
義
所
原
焉
明
治
十
年
六
月
金
谷

昭
識 

（
返
送
縱
） 



31索名人

この索引は、本集成掲載の序跛撰者名 (原則として本名)を五十音順に配列したものである。
人名は現代慨名遣いによって配列したが、讀み方の判然としないものは音讀に従つた。

ぁ 青木高邦
赤松鴻

秋山儀

芥川元澄

朝川鼎

浅見安正

阿部正精

ι〕 石川英

石川之襲

石塚ヂ

井日経綸

井田龍

伊東維寧

伊藤長胤

伊藤長堅

井上揆

井上通熙

フ 宇野成之

ぉ  大江資衡

大久保奎

大窪嘩

大蔵譲典

岡元鳳

岡田挺之

奥田元維

序跛題にある括弧の用法については、本文凡例を参照されたい。

髪lm』 |!尖菱¬‖ビ‖二三で薪〒酵|
(小野澤 路子 )

42 稽記正文五谷

24 書疑九巷

77 孝経一谷

35 韓詩外博十巷

20 尚書註疏二十容

84 孝経會通一谷

45 大戴祀記十三谷

74 孝経一巻

48 鼈頭評註春秋左氏博校本三十箸

104 論語 (縮臨古本)十巷

23 貶奈編―容

85 孝経宗旨一雀・孝経引證一雀

85 孝経宗旨一谷・孝経引證一谷

123 廣雅十雀

53 呂東末先生左氏博議十二巻

6 鄭氏周易九谷

113 〔四書訓釉〕

7 周易九雀

29 詩経二十巻

17 尚書十三巷

29 詩経二十巷

122 小爾雅一容

15 遂初堂易論一告

144 四字経一容

101  論語十谷

30 毛詩指説一谷

79 孝経鄭註

54 音註全文春秋括例始末左偉句讀直解七十雀

54 音註全文春秋括例始末左博句讀直解七十巷

62 春秋左氏捷覧一谷

134 隷耕二巷

56 左博附注五告

「跛 (版心)J

「題書疑首」 (難讀)

「跛 (版心)」

「新刻韓詩外偉序」

「書疏跛 (版心)J

「孝経會通序」

跛

域

「評註春秋左氏博序 (版心)」

「縮臨古本論語集解叙」

跛

「跛」

「序」

「廣雅跛 (版心)」

「書東末先生博議後」

「弁言」

「四書罰1監序」

「新刻周易古註序」

跛

「凡例」

政

「小爾雅序」

「遂初堂易論叙」

政

「翻刻吉本論語序J

「跛 (版心)」

「鄭註孝経序」

「左博評林序 (版心)」

跛

「跛 (版心)」

「重較隷排序」

「跛 (版心)」奥村春猷

人名索引 (1)



ガ1

小田換章

小永井嶽

小畑行簡

笠原簡室

片山猶

鎌田禎

亀田長梓

亀谷行

狩谷望之

川田興

菊池武慎

岸國華

岸田吟香

北畠道龍

清田絢

清原宣條

清原則賢

窪木俊

侃愁績

小出立庭

河野子龍

後藤義求

後藤世鉤

近藤元粋

齋新甫

酒井忠學

札幹暢

佐藤政敦

佐藤坦

佐藤平格

澤田麟

三条公美

跛

「後藤釉五経序」

「説文解字注序」

「字彙増註補遺序J

序

「考例」

序

「四書集益序」

「跛 (版心)」

跛

「再刻音訓五経引」

「題新定三確固後」

「縮刻五経掲要域」

「書翻刻四書合講後」

「序」 (難讀)

「匡謬正俗序」

「序 (版心)」

「序 (版心)」

「政尾」

「域 (版心)」

「題周易句解首J

「刻儀祀序」

「自序」

「左俸古字奇字音輝叙」

「凡例十則」

「新刻王経序」

「政」

「詩緯政 (版心)」

「llK(版心)」

「序」

「再刻五経序」

「音訓五経序」

「大學古本芳繹序」

「刻四書集註叙」

跛

「重刻隷排序」

跛

又政

27 毛詩正文三谷

96 音訓標註五経

129 説文解字二十二谷

137 字彙十二巷

26 尚書大博四雀

134 隷耕二雀

15 遂初堂易論一巷

116 論語集益二谷

82 孝経一容

103 論語十谷

91 音訓五経

45 新定三確固二十容

98 五経掲要

119 銅刻四書合講

48 鼈頭評註春秋左氏博校本二十巻

125 匡謬正俗人巷

77 孝経一谷

77 孝経―巻

9 蘇氏易解九巷

125 匡謬正俗人容

13 直音傍訓周易句解十巻

40 儀趙十七容

94 標註詳解五経

61 左博古字奇字音繹一谷

50 増註春秋左氏博校本三十巷

95 新刻改正五経

17 尚書十三巷

33 詩綺三十六巷

143 三字経一巷

38 周謹正文三谷

89 改正音訓五経

90 校定音訓五経

99 大學吉本一巷

109 四書集註

25 洪範一雀

134 隷耕二巻

81 孝経一谷

81 孝経一容

人名索引 (2)

ζ

″

一」



三条賞美

ι 彼崎弼

周哲

如竹

員祐

チ 菅原在家
杉原直養

跛

「翻亥1四書翼註序」

「松陽講義政 (版心)J

「儀趙序」

跛

跛

「儀祀序」

跛

跛

跛

「再錦廣雅序」

「毛詩指説序J

「跛語J

序

「毛詩名物固説序」

「古文孝経序」

「跛 (版心)」

販

「五経序」

「翻刻康熙宇典序」

「玉後序 (版心)J

「逸雅後序」

「韻府古蒙彙選序」

「五経句讀序J

「刻経停繹詞序」

「詩書正文序」

「韓詩外博序」

「合刻檀弓孟子序」

「校刻五経序」

跛

「大學解叙」

「訂正康熙字典序」

「政 (版心)」

「政 (版心)」

「培補春秋左氏停校本序」

「翻刻左繍叙」

「例言J

「引書目」

81  孝経一省

115 四書翼註六巷

118 松陽講義十二容

39 儀祀十七谷

10 周易二十四巻

24 新製書経講義會編十二告

40 儀祀十七巻

12 易學啓蒙通繹二巻

22 書集博音繹六谷

97 五経集註

123 廣雅十雀

30 毛詩指説一谷

101 論語十谷

112 正黙四書

34 毛詩名物固説九告

71 孝経集覧

6 鄭氏周易九巷

16 古文尚書正文二箸

96 音副1標註五経

139 康熙宇典十二雀

130 大廣益會玉篇三十巷

124 逸雅人雀

133 韻府古蒙彙選四巻

92 訂正音訓五経

127 経博澤詞十雀

28 毛詩正文三雀

35 韓詩外博十容

44 檀弓一巷

93 明治新刻五経

21  書経六巷

100 大學解一省

142 康熙字典十五巻

130 重刊許氏説文解字五音韻譜十二省

47 春秋左博三十巷

52 春秋左氏博校本三十雀

64 左繍三十巷

64 左繍三十巷

64 左繍三十谷

人名索引 (3)

せ

/_―

鈴木温

井嗣昌

開世美

仙石政和

高見岱

多紀元簡

太宰純

田中章

長高年

土田泰

都賀庭鐘

鐵山曳宗純

田盛範

天徳呉雲法曇

東條詰

鳥居忠見

鳥山宗成

仲子由基

永阪潜

中沼之舜

中野燥

中村正直

夏川元朴

那波師曾

南摩綱紀

貫名包

ち

っ

と

な

ぬ



の

″

野中行

野村炊

服部元喬

林違

林獣

林衡

林恕

142

55

107

18

33

76

11

68

68

68

89

58

14

37

39

43

55

88

63

97

108

81

117

118

25

26

18

46

120

120

131

131

10

22

32

43

70

114

人名索引 (4)

「訂正康熙字典序」

「跛」

「皇侃論語義琉新刻序」

「影砂宋栗尚書正義序」

「刻詩結序」

「題古文孝経孔博後」

「新刊周易本義序」

「新刊公穀白文序」

公羊llt

穀梁跛

「後藤剛五経序」

「刻春秋左俸属事序」

域

「周祀跛 (版心)」

「儀濃跛 (版心)」

跛

政

跛

「左俸経世砂正文序」

政

「刻蘇批孟子序」

跛

「四書解義序」

「序」

「定正洪範序」

「城 (版心)」

「例言」

「左氏春秋跛」

「政 (版心)」

識

域

「縮刻唐石経例言」

跛

跛

跛

跛

跛

「題新刻四書正解後」

康熙字典十五巷

音乳春秋左博詳節句解校本三十五谷

論語集解義疏十雀

尚書正義二十巻

詩緯三十六巻

古文孝経一容

周易十告

新刊公穀白文

新干」公穀白文

新刊公穀白文

改正音司1五経

春秋左博属事二十谷

周會魁校正易経大全二十四巷

周祀六巷

儀祀十七容

蔭記集説大全三十告

春秋集博大全二十七告

五経白文

左博経世砂正文三谷

音註澤義王経白文

増補蘇批孟子二巷

孝経一告

日講四書解義二十六巷

松陽講義十二巷

洪範一巷

尚書大博四容

尚書正義二十谷

春秋経博集解三十巷

爾雅三巷

爾雅三巷

縮刻唐開成石経付五経文字九経字様

縮刻唐開成石経付五経文字九経字様

周易二十四雀

書経六雀

詩経人巻

濃記三十巷

春秋四偉三十人巷

四書大全説約合参正解三十雀

ひ

、か

林信敬

林信言

林信勝

廣瀬範治

不秀軒

藤澤恒

藤原責美

藤原直憲

古賀撲

古屋肩

細合離

細川利和

堀正意

松崎明復

松永昌易

″

ま

み  二雲義正



む

る

水野元朗

水原芝

三谷憫

皆川思

源頼亮

官城隆哲

室田義方

森高美

森川政名

屋代弘賢

柳原前光

山縣孝襦

山崎芭

山田文静

山長宣光

山本信有

湯浅元禎

横尾謙七

横山谷

吉野永親

(無名氏)

「跛 (版心)」

跛

「刻音訓五経序」

城

「再刻左停耕誤序」

「刻春秋非左序」

「重刻左氏停後序」

「跛 (版心)」 第二丁表閉

政

「題隷耕政J(難讀)

「跛」

政

跛

「序」

「書檀弓孟子批釉後」

「序」

「翻刻古本序J

「増訂隷辮叙」

「春秋左氏停附註序」

「孝経集覧序J

「書疑序」

「四書重校序」

「叙」

「周易正文序」

緒言

144 奎音録一谷

126 連文澤義一告

90 校定音訓五経

109 四書集註

59 春秋左氏偉註解辮誤二谷

60 春秋非左二箸

47 春秋左俸二十巻

14 易経直解十雀

12 啓蒙意見五谷

134 隷耕二告

127 経博繹詞十容

80 孝経一雀

81  孝経一箸

48 鼈頭評註春秋左氏偉校本三十巷

44 檀弓一雀

85 孝経宗旨一容・孝経引證一巷

75 古文孝経一谷

136 隷耕四巻

56 左博附注五告

71 孝経集覧

24 書疑九雀

110 重校四書

143 三字経一告

5 周易正文二巷

94 標註詳解五経

や

´

よ

χ

人名索引 (5)



編 集 者

高山 節也
二松學舎大學 文學部 教授

日本漢文教育研究プログラム 事業推進担当者

小野澤 路子
二松學舎大學大學院 文學研究科 博士後期課程

ISBN 4-903353-30-3

二松學舎大學日本漢文教育研究プログラム

「日本漢文資料による日本像構築の国際的研究」

和刻本邦人序跛集成 経部

2011年 3月 (非賣品)

〒102-8336 東京都千代田匝二番町 6-16

二松學舎大學 日本漢文教育研究プログラム 事務室

員蔓言舌  03-3261-3535

Fax   03-3261-3536

kanbun-10nishogakusha― u.ac.jp

http.//mvw.nlshogakusha― kanbun.net/


